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　劫ごう火かだ。

　装そう飾しよく的てきな石いし檀だんの上で、薪まきもないのにごうごうと勢いよく燃え盛さかる劫火が、暗く高い天てん井じよう近くまで噴ふき上がっては鎮しずまり、また爆発するように大きく膨ふくれ上がることを繰り返している。

　まるで炎ほのおに巻かれた鬼神王シヤイターンが猛たけり狂くるっているかの如ごとき光景だが、石檀のすぐ前に立つ青年にそれを恐れる様子はない。

　頑がん丈じような檻おりの中でもがく獅し子しでも眺ながめているかのように、しごく泰たい然ぜんと構かまえている。

「――当主ザラス」

　イドリスが静かに呼びかけると、青年はのんびりとこちらを振り返ってくれた。

　炎の欠片かけらを閉じこめたような朱しゆ色いろの双そう眸ぼうと、琥こ珀はく色いろの肌はだは、純血に近いバルク家ティムール族に顕あらわれる特徴だ。暗い石室をあかあかと照らす火の光を浴あびた長身は、無む駄だのない筋肉に覆おおわれており、こうして自然体にしている今でも、身み震ぶるいしそうになるほどの戦士の風格を醸かもしているのだが――

「イドリス。他に誰もいない時は、『当主ザラス』はよせと言ったはずだぞ？」

　友人に甘あまえるかのような口く調ちよう。彫ほりの深い顔に浮かべた笑顔は、まるで十歳の子供のように邪じや気きがなく、人ひと懐なつっこい。

　彼の忠実な従じゆう者しやであることを人生の第一目的としているイドリスでさえ、主従の一線を忘れそうになるほどに。

　顔は無表情のまま、そんな自分を内心で叱しかり、イドリスは主人へと改めて呼びかけた。

「では――シヴィト様。ご報告があります」

　室内には重苦しい轟ごう音おんが渦うず巻まいているため、声がかき消される恐おそれがある。なのでいつものように、わずかに上体を傾けてくる主人の耳みみ許もとへとイドリスは顔を寄せた。

　囁ささやいた「報告」は二種類。

　シヴィトはまず最初の話の方に、ぴくりと眉まゆを跳はね上げた。

「――エンヴェルが、帝都で戦死した？」

　シヴィトの顔に広がったのは、何かと頼りにしていた暗殺戦士の死に衝しよう撃げきを受けているというよりは、困惑したような表情である。

「確かなのか？」

「帝都にいる同志の話では。事実、エンヴェル様の消息は絶たえています」

「確かにあの戦せん闘とう狂きようのエンヴェルが死ぬとしたら、まず戦死しかないとは思っていたが。それにしたって、そう簡単にくたばるとは思えないな、俺には。なにしろ昔は毎日のように俺を叩たたきのめしてくれた兄あに弟で子し殿だ」

　苦笑いは、懐なつかしむような愛情に満ちている。

「イドリス、おまえにとってはエンヴェルは師し匠しようだったよな。どう感じてる？」

「実を申しますと――私も、信じられないという気持ちの方が大きいです」

　だろう？　――と頷うなずいて。

　シヴィトは顎あごをさすりながら、黙もつ考こうの構えに入ってしまった。その横顔は冷たさと残ざん酷こくさを滲にじませながらも、同時に、ぞくりとするような独特の魅み力りよくにも満ちている。

　彼に『よく躾しつけられた猟りよう犬けん』と呼ばれ、またそれを自分でも認めているイドリスは、赤子のように無心な瞳ひとみで、主人が再び声をかけてくれるまで待った。ぽつねんと。

　……およそ数分。

　静かに、そして慎しん重ちように考えていたシヴィトは、その長い思し索さくの結果とは思えないほどあっさりとした声こわ音ねと、適当に放り投げるような口調で言った。

「まあ、どのみちしばらくは、この目で事実を確認するわけにもいかないからな。その話はひとまず置いておこう。――ということでイドリス、二つめの話に移ろう。『空そら知しらぬ月つき』が完成したと言ったな。『ゴラン』への連絡は？」

「済んでいます。『ゴラン』は現在、東とう領りようはフーシャング市の近辺にいるそうです」

「よし」

　シヴィトは満足げに頷くと、イドリスの胸許に人さし指を突きつけた。

　それは主人が重大な命令を下くだす時によくする仕草だったので、イドリスは赤い前まえ髪がみの下の右目に、ほのかな緊きん張ちようの色を浮かべた。

　硬かたくなる従者を見下ろして、シヴィトが何かからかうように目を細める。

「身構えるなよ。『空知らぬ月』の件と併あわせて、おまえに二つばかり、簡単な用事を頼みたいだけだからさ」

　そうして続いたシヴィトの口調は、バザールで香こう草そう入りのパンを買ってきてくれ、くらいの気軽さだった。

「今度東領にやってくる王太子シエフザーデ、ナセル・シャハザマーン・アーリ＝リベルダードに、エンヴェルの代わりに仕返しをしてやること。それと、エンヴェルが目をつけた舞姫――シュマリアと言ったか？　その娘に、少しばかり試してみたいことがある」




　炎えん帝てい神しん廟びようの外の山間から、人ひと喰くいの幻げん獣じゆうマルティオラの怖おぞ気けを震ふるうような遠とお吠ぼえが、殷いん々いんとこだましてくる夜のことだった。
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　すり鉢ばち状の演えん舞ぶ場じようの、底にあたる部分に設置された円えん舞ぶ台たいに、シュマリアは立っていた。

　東とう領りよう聖せい撰せん軍ぐんの舞師となってから幾度となく踏ふんできた舞台だが、今日はいつもと違う緊きん張ちようが生じているせいで、潑はつ溂らつとした輝きが魅力のはずの表情はどことなく硬かたく、青い瞳ひとみも不安げに揺ゆれてしまっている。

　――理由は、今日の衣い裳しようだ。

　黒地に白い幾き何か学がく模も様ようのドトレースブ。くせの強い黒くろ髪かみは綺き麗れいに巻き上げてうなじを出し――要は、大人おとなっぽく見えるような演出に初めて挑戦してみたのだ。

　兄さんたちは似合うって言ってくれたし……大だい丈じよう夫ぶだとは思うんだけど。でも。

　出番直前まであれこれいじり回してはきたのだが、いつものシュマリアが舞で主張している持ち味――活かつ発ぱつさだとか爽さわやかさだとか――とは真ま逆ぎやくの路線なので、どうしても不安は残ってしまっている。

　しかし、ここで逃げ出すわけにはいかない。適当に時間をごまかすなど以もつての外ほか。

　いくら観客が日頃から馴な染じんでいる軍の少年たちとはいえ、そこはシュマリアの舞師としての最低限の意地だ。――舞台では、何があっても、絶対に投げ出したりしない。

　こくんと息を呑のみ、始めて――という意思をこめて、舞台中央でゆるく構かまえる。

　直後に、二弦提琴ラバーブの鋭するどい音ね色いろが静けさを切り裂さいた。

　――演目は『風幻情歌』。

　強い風の吹きすさぶ沙さ漠ばく。気高く「風」に愛された巫み女こは、ある日突然、自分の父が謀む反ほんを企くわだてて断罪されたと知らされて――と、出だしから悲ひ愴そうなものを匂におわせる筋のついた演目だ。曲そのものも、明るく楽しい、とは対極にあるが。




　――舞いはじめたら、あっという間だった。




　勢いのある太たい鼓この連打音で曲が終わるまで、これはいつも通りの心地ここちよさに酔よえた。

　跪ひざまずくような体勢で舞いを終えたシュマリアは、大きくはずむ息を整えながら、何度か小さく頷うなずいてみる。悪くない。観客の心に訴うつたえかけられたかどうかは心配が残るが――少なくとも、振り付けと型はひとつも間違えなかったし、音に身体からだを乗せられた。と思う。思いたい。

　そろそろと立ち上がり――雛ひな壇だんになっている席に座っていた一人と、偶然目が合った。

　なんと常日頃からシュマリアの舞を見てはブスだチビだとからかってくる、厄やつ介かいな少年と。

　だが今彼は、なぜか頰ほおを染めて、ぽかんと口を半開きにしていた。シュマリアはその反応の意味がわからず首をかしげる。どうしたのだろう。

　四し方ほうに一礼してから舞台を降り、どうしたのよ――と口の動きだけで問いかけてやると、少年はようやく我に返って、そして爆発した。

「ばっ……かこのブス！　かっこつけた服着てんじゃねーよ、似合ってねーぞ！」

　自分でも気き懸がかりだった部分を直ちよく撃げきしてきた、あまりにもあまりな評価に、シュマリアは悲しみや怒りを覚えるより先に「は!?」と目を点にして呆あつ気けにとられてしまった。

　だがその少年が真っ赤になって叫さけんだのを皮切りに、周囲の顔なじみの悪ガキたちも、似たような内容を口々に喚わめきだした。全然可か愛わいくなんてねえんだからな！　なんでいつものじゃないんだよ！　急に変わったことすんじゃねー馬ば鹿か！　――などなど。

　唖あ然ぜんとした。昔、大技に失敗して思いっきりすっ転んだ時でも、ここまで激しい罵ば倒とうはされなかったはずだ。なんなんだ一体。わたしが何をした、とぼやきたくなる。

　しかしそのわりに傷つかなかったのは、少年たちの雑ぞう言ごんに、嫌けん悪おや悪意といったようなものを感じなかったせいだ。眉び宇うをひそめる。何か知られたくないことをごまかすために大おお慌あわてで喚いている、そんなふうに見える少年たちへと、シュマリアはとりあえず口を開きかけ――

「――づの!?」

　突然。奇き声せいとともに、驚きに目を剝むいた少年の身体が、簡かん素そな座席から転げ落ちた。

　いや――転ばされたのだ。背後から蹴け倒たおされて。

　それをやってのけたのは、少年の背後に突とつ如じよとして現れていた黒い軍服の青年である。

「兄さん!?」

　ぎょっとして目を白黒させるシュマリアを見やって、この熱気の渦うず巻まく密みつ閉ぺい空間でも黒ずくめの青年――アレスは、涼すずしげな無表情で「ん」と頷いてみせる。

　シュマリアの従兄いとこにして義あ兄にで、最高に息の合う組くみ舞まいの相方でもある青年、なのだが。

　そして普段は、こんな問答無用の暴力を、後こう輩はいに向けるひとではないのだが……。












　シュマリアが再びぽかんと口を開けている間にも、事態は進んでいる。

　蹴倒された少年とその仲間が、興奮した雄おん鶏どりの群れのように騒さわぎだした。

「何しやがんだよ！　いっくら期別が上だからって、あんたいきなりこんな――」

「おまえたちが、俺の義妹いもうとに幼よう稚ちなことを言うのが悪い」

「――な」

「いつもと違う雰ふん囲い気きで驚いたのなら、正直にそう言えばよかろう。それができないなら口を噤つぐめ。女子に当たり散らすのは、軍の男として愚ぐの骨こつ頂ちようだぞ」

　アレスの淡たん々たんとした反論で、けたたましかった少年たちは途端に、ぐっと言葉を失う。

　その隙すきに、シュマリアはアレスに手を引かれて城館の長い回かい廊ろうへと連れ出されていた。

「仕方のない奴らだ。――気に病やむなよ。わかるひとには、わかるから」

　軽いため息とともにぼやく義兄の、散ざん切ぎりの黒髪に縁ふちどられた綺麗な横顔が、壁かべの鎧よろい戸どから斜ななめに差しこむ陽ひ射ざしにあざやかに映はえて目をうつ。女装でもさせたら、童顔系のシュマリアよりよほど神しん秘ぴ的てきな美女になりそうだと思い、無駄に敗北感を覚えそうになった。

　人の行き来が少なくなった頃に、頭の上にぽんとアレスの手が置かれて。

「顔が暗い。大丈夫か」

「あ、うん、大丈夫。ちょっと考え事してただけ」

　何を？　――と、アレスの濃こ紫むらさきの瞳が問いかけてくる。

　今さっき少年たちに向けた、冷ひややかに凄すごむようなそれとは正反対の、思わず甘えたくなってしまう穏おだやかで温あたたかな愛情に満ちた瞳だ。

　シュマリアはこれに弱い。つい、口にする気はなかったはずの愚ぐ痴ちがこぼれてしまった。

「うん……せっかくレイニーさんに衣裳と髪型を見立ててもらったし、次の〈大祭〉の演目はこれで行く気でいたのに、こんなこと言いたくないけど……やっぱりこういう格好は、わたしらしくないのかなと思うと、なんか迷ってくるなって」

　レイニーに苦心して結い上げてもらった、分量の豊かすぎる黒髪。髪のねじり目に挿さした金色の薔ば薇らの飾かざりにふれ、シュマリアはいささかしょげたふうに目を伏せる。

　期きせずして血と炎ほのおに彩いろどられた〈春の大祭ノールーズ〉から、早ひと月。

　あと半年――もとい、五ヶ月も経たてば、もう〈秋の大祭ミフルジヤーン〉が帝都を華はなやぎに包む時期だ。

　遠いようで、近いような。その時間の長さを思うたび、シュマリアの胸は不思議なほどざわめく。折りにふれ脳のう裏りに浮かぶ、〈春の大祭ノールーズ〉で出逢った『あのひと』の面おも影かげのせいで。

　――金きん無む垢くの髪。優雅な微笑ほほえみ。

　ふとした瞬間に、どうしてというほど深い翳かげりを見せた、虹にじ水ずい晶しようの瞳。

　やさしく、それでいてどこか縋すがるようにも感じられた、シュマリアの髪を撫なでる指先。

　本当は早く思い出にするべきだし、そうしようと自分でも決めたはずなのに、今でも実現できていない。舞師として軍に同行することも多いため、旅先での出逢いと別れには慣れているはずなのに――なぜか、『あのひと』だけは。……忘れられない。

　そんな『あのひと』に〈秋の大祭ミフルジヤーン〉では違う自分をお見せしようと思って選んだのが『風幻情歌』だ。なのに反応は、先せん刻こくの通り。

　アレスと少年たちのやりとりを聞くに、彼らに悪意はなかったようだが、驚くほど似合わなかったということなのか――と思ってしまうと、さすがに簡単には浮ふ上じようできない。

「『風幻情歌』自体は、ダリヤール先生にも難曲だって口すっぱく言われたから、覚かく悟ごはしてたんだけど、思ったより難しいみたい。わたしは神殿の舞巫女の血筋とかじゃないし、やっぱり雰囲気が足りないのかなあ」

　今日の舞台は、遠くまで幻げん獣じゆう退治に出ていた少年隊士たちの『血の穢けがれと戦いで荒すさんだ魂たましいを慰い撫ぶする』ための東領伝統の儀式だ。いつもなら神殿育ちのアイシャが主役を張ってくれるところを、故ゆえあって今日はシュマリア独ひとりでこなしたのだが――

「なら、やめるのか」

　責めるわけではないが耳に痛い響ひびきの言葉が、針はりのようにシュマリアの胸に刺さった。

　諦あきらめるのか。『あのひと』には、諦めずにがんばってほしいと言っておきながら。――心の中のもう一人の自分に、そう言われたようにも感じてしまう。

　シュマリアは沈んでいた表情をすぐさま引き締めると、義兄にはっきりと言い返した。

「やめない。初めての〈大祭〉の舞台で転倒しちゃった時のしんどさに比べたら、このくらい痛くもないってもんよ。次のお披ひ露ろ目めまでに猛修正かけて、さっきのみんなを見返してやるわ」

「ん。その意気やよし。では、景品」

「景品？　って何――ぶふっ」

　急に何かやわらかいものを顔面に押しつけられて、変な声が出る。

　受けとって見ると、ふわっとした抱き心地をした真っ白いぬいぐるみだった。びっくりしながらシュマリアの青い瞳にたちまち、歓かん喜きの輝きがきらきらと躍おどりだす。

「わっ、かわいい！　兄さんが買ってくれたの？」

　シュマリアの腕うででは抱かかえきれないくらい大きい。西領に棲すむという幻獣、ハクゾウをかたどったものだろう。つぶらな黒い目がたまらなく愛らしく、見ているだけで胸がほんわりとした幸せに満たされる。ちょっとアレスに似ている気がするのがまた嬉しい。

　両手でぎゅっと抱きしめながら笑顔で、隣を歩く兄のどこか眠たげな瞳を見上げる。

　そういえばさっきまでは手ぶらに見えたのに、どこにこんなかさばるものを隠し持っていたんだろう――と遅ればせながら疑問に感じていると。

「いや。それは父上が」

「お父さんが？　……嬉うれしいけど……どんな顔してこんな可愛いものを買ったのかな。あんな強こわ面もてなのに」

　父は気はやさしいが、軽くひと睨にらみしただけで、どんな荒くれ者でも腰を抜かしてしまうほどの悪人顔なのだ。……ぬいぐるみ商人はきっと恐きよう怖ふのひと時を味わったに違いない。

「でも、そのお父さんはどこに消えちゃったの？」

「途中までは、シュマリアの舞を見てた。が、監かん察さつ官かんの仕事ですぐに出発するからと、それを俺に預けて出ていかれた」

「え。お父さん、もうまたどこかに派は遣けんされちゃったの？」

「ん」

「なんだ残念。忙せわしないなあ。わたしも久しぶりに会いたかったのに……」

　軍にも休日や休暇はあるが、東領中を飛び回って罪ざい人にんを捕まえるのが仕事の父マスウドとはすれ違いが多い。実家の母にはこの前会って、山盛りの帝都土産みやげを渡せたのだが。

　滅めつ多たに逢えない父の代わりにとでも言うように、アレスがまた頭を撫でてくれる。

　シュマリアはくすぐったそうに笑うと、ぬいぐるみを抱えていない方の手で義兄の腕をとる。

　そして回廊に人ひと気けがないことを確かめてから、こう囁ささやいた。

「兄さんは――お父さんと、話はできた？」

　なんの話か口に出さずとも、アレスは察したようだ。神しん妙みようそうに頷く。

「お父さん、なんだって？」

「『例の話』を御おん師しや旅団の皆にする時期は、俺たちの好きにするといい、と」

　例の話――とは、シュマリアとアレスがバルク家ティムール族の血を引くことだ。

　バルク家ティムール族は、東領で「もっとも古く、もっとも物ぶつ騒そうな部族」と呼ばれる少数部族だ。かつて〈東の王〉が初代帝スル王タンへの臣しん従じゆうを決めた後も、帝てい政せいアシェラートの支配に不服を持ち、彼らに言わせれば「ふがいない東領総督府と、傲ごう慢まんなる帝国」に対して、頻ひん繁ぱんに叛はん乱らんや破壊活動をふっかけている。ひと月前の〈春の大祭ノールーズ〉では、第二王子ファラグを狙ねらったバルク家の暗殺戦士エンヴェルとその一味が、帝都にまで乗りこんできた。

　――その時、とある稀け有うな才能を持つシュマリアとアレスは、エンヴェルに狙ねらわれて散々な目に遭あった上、旅団のダリヤールたちにまで謝あやまっても済まない迷惑をかけてしまったのだ。

「俺たちでは言いにくいなら、父上の方から御師に説明してもいい、とも言われたが」

「言われたが？」

「遠えん慮りよした」

「うん、それでいいと思う。当事者のわたしたちじゃないと説明しきれない部分もあるし……」

　これまではバルク家ティムール族の血を引くことは秘密にしてきた二人だが、さすがにこれ以上旅団でお世話になっているひとたちに隠すのは良心が痛むし、正しいことでもないと考え直して。ここひと月ばかりは、告白の機会をうかがっているのだ。

「シュマリアの覚悟は？」

「一応できてるつもり。あとは……時機かな？」

「やはり、今すぐはやめておくか」

「……〈春の大祭ノールーズ〉の記憶がまだ生なま々なましいしね。どうしたもんかって感じよね」

　以前はシュマリアも、血筋のことはずっと秘密にしようと思っていた。帝国では少数部族の血を引く者は迫はく害がいされがちだ。それが反帝国活動をしている「ならず者」部族なら尚なおのこと。

　だが〈春の大祭ノールーズ〉で味わった悔くやしい想い――めまぐるしく変わる状況の中で自分を保たもつのに精一杯で、苦境に立たされていたアレスを助けることができず、偶然出逢った『あのひと』の力に頼って、どうにかその場を凌しのいだだけで終わってしまった不ふ甲が斐いなさは、シュマリアの心構えを少し変えた。

　こんな中途半端な力のままでは、何も守れない。アレスさえ――大事な家族さえ守れない。

　――もっと、しっかりしないと。

　あの事件を忘れずに、軍の舞師としても一人の人間としても、もっと成長しようと思った。

　……それが、もう逢うこともないだろう『あのひと』への恩返しにもなるだろうと考えて。

「――そういえば」

　おもむろにアレスがぽむと手を打ち、シュマリアは回想から現実に引き戻される。

「父上の後に、クレド閣かつ下かに会った」

「軍司令官の？　また舞を見にきてくれたのかしら」

　東領聖撰軍の頂点である軍司令官には、総督サウード・ザルディの第二公子・クレドが就ついている。「別に舞が好きってわけじゃないんだからな」などと言いながらよく旅団の舞台を見にきてくれる、シュマリアにしてみれば微笑ましい限りの、年下の男の子だ。

「らしい。で、言われた」

　そしてアレスが淡々と続けた話は、シュマリアを仰ぎよう天てんさせるには十分すぎるものだった。

「近いうちに、東領に王太子シエフザーデ殿下がやってくる。接待の宴席で旅団を起用することになったから、準備しておくようにと」







　大変だ大変だー!!　――と心の中で絶ぜつ叫きようしながら、シュマリアは城館西翼の長い石いし畳だたみの廊ろう下かを全力疾走した。鬼教官に見つかったら暗号対照表の書きとり地じ獄ごくに加え、廊下での片かた脚あし立だち一時間も命じられてしまうだろうが、今のシュマリアにはそれを気にしている余裕もない。

「先生！　ダリヤール先生――！」

　ばん！　と蝶ちよう番つがいが壊れそうな勢いで、旅団にあてがわれた『作戦室』の扉とびらを開けた。

　そこそこ広い明るい部屋で、中央には十人が座れる長ちよう卓たく、窓に露つゆ草くさ色の木も綿めんの日よけ、入り口からもっとも離れた隅に湯を沸わかすための石造りの炉ろを切ってあるあたりは、民家の居間とさして変わらないが。

「――む。遅かったな、シュマリア」

　これは軍の備品らしい――卵色の亜あ麻ま布ぬのに描かれた精密な地図の前に立っていたダリヤールが、物もの憂うい仕草で振り返った。

　漆しつ黒こくの束たばね髪。精せい悍かんな顔立ちの眉み間けんには、しょちゅう皺しわが寄っている。今も寄っている。

　その渋しぶい顔と、軍服に包まれたずば抜けた長身のせいで自然と生じているダリヤールの威い圧あつ感にびびって、シュマリアはほとんど条件反射で頭を下げた。

「ごめんなさい！　でも先生、今兄さんから大変なことを聞いてっ」

「うむ。王太子シエフザーデ殿下の件か」

「そんなことじゃなくて、もっと大事な――……ええっ!?」

　どうして知ってるんですかという顔で見上げると、ダリヤールは手にしていた一枚の羊よう皮ひ紙しを掲かかげてみせた。シュマリアは、あっと声を上げた。

　堅かた苦くるしい言い回しを駆く使しした文章。末まつ尾びに軍司令官クレドの署しよ名めい。命令書である。

「ついさっき、その件について正式な出動命令が下くだったところだ。他の皆にはもう説明したから、おまえも早く着替えてきなさい」

　出で鼻ばなをへし折られ、妙に釈しやく然ぜんとしない心地で、シュマリアは旅団長兼舞の師匠にまなざしで促うながされるまま、続きの支し度たく部屋にいったん下がった。

　――ドライド、また寝袋持ちこんでる。こっちの没ぼつ楽がく譜ふの山は、さてはジハールか？

　シュマリアは眉まゆをひそめながら、散乱する大道具小道具をかわして化け粧しよう台だいの前についた。

　ひらひらの衣裳から、最近お気に入りのサクランボ色のチュニックに袴サルワールという普段着に。

　崩くずしてしまうのがもったいないなと思いながら、大小さまざまな髪針でまとめていた黒髪をほどけば、長いくせっ毛がふわりと背に落ちる。

　最後に念入りに化粧を落とすと、磨みがいた鏡に映るシュマリアの印象はたちまち幼くなった。

　レイニーさん並みとは言わないけど。もうちょっと大人っぽさと色気があったら、あんなに『似合わない』って言われなかったのかな……？

　うねりながら流れる髪を指に絡からめて、シュマリアはふと遠い目になった。その胸に浮かぶのは『あのひと』――王太子シエフザーデナセルの面影だ。

　この帝政アシェラートの次期帝スル王タンにして、第七宰さい相しよう。

　冴さえ冴ざえとした月の光と薔薇でできているかのように、完かん璧ぺきに優雅で美しい王族。

　この国で知らぬ者はいないのだが――シュマリアにとっては、それ以上に深い意味を持つひとでもあった。ナセルは〈春の大祭ノールーズ〉で、シュマリアと義兄を助けるのに、命を賭としてくれた。

　私も君を利用しただけだよ――と嘯うそぶいていたけれど、危ない目に遭ったシュマリアを救おうとした腕の強さは真実だったと信じている。

　……鼓こ動どうが妙に速まる。

　ナセルに冗談まじりに抱きよせられた時の記憶まで、つい甦よみがえってしまったせいだ。

　慌てて深呼吸。

「落ち着け落ち着け……しっかりするって決めたんでしょう、わたし」

　ぶつぶつと自分に呟つぶやき、両手で頰を押さえて火ほ照てりを冷ましてから『作戦室』に戻った。

　ダリヤールは長卓の前。アレスも席についている。どうやらシュマリアたち義兄妹きようだいだけが、説明とやらを聞いていなかったらしい。

「始める前に――今日もご苦労だった、シュマリア。アイシャの分までがんばらせて悪いな」

　まず、ダリヤールはそう切り出した。髭ひげの口許に、あるかなしかの笑みをたたえて。

「アイシャ、まだ戻ってこられないんですか？」

「うむ。実家の神殿で、立て続けに結婚式と神葬式の依頼があったそうでな。今回の任務も遠出をすることになるから、合流は無理だろう。旅団としても、華はなが減ってしまうのだが」

　残念、とシュマリアも内心で呟く。神殿育ちで占うらないの得意な親友とは、手紙ではなく直じかに会って話したいことがたくさんあったのに。……『あのひと』のこととか。

「でも遠出って、また今度はどこまで行くんですか？」

「西の州境の街、フーシャングだ」

「フーシャング？　『風月都市』って呼ばれてるフーシャングですか？」

「うむ。他にフーシャング市はなかろう」

「……いや、それを言っちゃったら確かにその通りですけど」

　てっきりナセルはここ――首府アル＝ウルマフに来るのだと思いこんでいたので意外だったのだが、なぜかそうは説明しにくいシュマリアだ。だいたい『あのひと』に関わる話題は、よくよく心の準備をしてからでないと、変に動揺してしまいそうで怖い。

　今も不自然な表情をしていないか、心配だ。……逢えるという期待に、胸がはずむあまり。

「確かレイニーが、薔薇のよく咲く街だと言っていたか。カイスタンの友人が住んでいるところでもあるそうだが」

「またですか？　カイさんって、国中どこにでも友達がいますよね、なんか」

「奴の言う『友人』はあてにならんぞ。一度逢ったら友達です、なんぞと笑顔でのたまう胡う散さんくさい男だからな」

　常に落ち着き払っていて、大人の男らしいダリヤールにはめずらしい憎にくまれ口だ。

　旅団の最年長という立場のせいか、三十一歳という実年齢よりも老ふけて見られがち――髭ひげむした顔もだが椅い子すの上にあぐらをかいて座るのもおじさんっぽいとシュマリアは思う――だからか、それとも生来そういう性格なのか。

　ダリヤールはどの旅団員とも「親したしき中にも礼れい儀ぎあり」という物腰を保とうとする堅かた物ぶつだが、もっとも歳が近く、付き合いも長いというカイスタンにだけは、だいぶ遠慮がない。

　シュマリアは銅どうのポットから、三人分の白い陶とう器きの茶碗に紅茶チヤイをそそぎなら、ダリヤールの横顔を眺ながめてひそかに微笑んだ。

　子供っぽい表情をする師し匠しようはめずらしいし、いつになく妙に可愛くも思えるから。

「今回のフーシャング市の『友人』とやらも、カイスタンのはとこの同級生の飼かい猫ねこが生んだ仔の里親だそうだ」

「――それは普通、他人というのでは」

　普段はぼうっとしているせいで、シュマリアその他からつっこみを受けることの方が多いアレスが、紅茶チヤイに香りづけのショウズクの粉を入れる手を止めてめずらしく冷静につっこんだ。

「カイスタンの定義では『友人』らしい。それ以上は本人に聞いてくれ。――話を戻すぞ。今回の任務の第一の目的は、フーシャング市に保養においでになられる王太子シエフザーデ殿下に、東領カブル＝フードの誇ほこる正統な伝統舞ぶ踏とうをお見せすることだ。歓迎の宴えん席せきでということだから、あまり暗い深刻な題材はまずいがな。どの演目にするかは、夕方の練習の前に皆で話し合って決めるつもりだ。遅刻はせんようにな」

　いつも言っていることだが――と。流れるように言い放つと、ダリヤールはシュマリアが淹いれた紅茶チヤイで唇くちびるを湿しめした。「美う味まいぞ」と言葉少なに褒ほめてくれる。

　シュマリアはほんわかと微笑み、ぬくもりに満ちた茶碗を手に、今の内容を反はん芻すうしてみた。

　聖撰軍の舞師と楽師には、地位の高いひとたちの宴席を彩る役目もしばしば求められる。暗殺者などが紛まぎれこみやすい旅芸人よりも、総督府と軍が身元を保証している舞師たちの方が、警護の上ではるかに安全だからだ。

　それはいい。王太子シエフザーデの前で――という異例の事態には今から緊張するが、納得はした。が。

　先刻よりはだいぶ平常心を取り戻して聞いた中で、引っかかったのは――

　――第一の目的。

　その言葉だ。わざわざ「第一の」とつけたということはと考え、シュマリアは慎しん重ちように問う。

「もしかして、第二・第三の目的もある――ということですか？　先生」

　果たしてダリヤールの反応はというと、まじまじとシュマリアを見て。

「む。めずらしく賢かしこい反応だな、シュマリア」

「……先生、褒められてるはずなのに褒められてる気がしないんですが……」

「私も褒めたつもりなのだが、よく考えると微妙に失礼だった気がしてきた。すまん」

　大おお真ま面じ目めに頭を下げられてしまった。

「いいですよもう。それより、わたしの言ったことって正解なんですか？」

「うむ。まあ正解だ」

「じゃあ」

「だが、今はまだ言えん。――というより、現時点では『第二の目的』に関する情報が錯さく綜そうしているのでな。現地で情報を確認してから、おまえたちにも改めて説明するようにと、これが命令書での仰おおせだ」

　もったいぶったやり口だが、機密の扱いが即命に関わるのが聖撰軍だ。現地について初めて命令の内容が明らかにされることは、別にめずらしいことではない。

「しかし先刻カイスタンが、現地の『友人』からの情報をもたらしてくれた。なんでもフーシャング市は最近治ち安あんが悪化しているそうだ。おそらく、そのことに関係した任務だろう」

「――治安の悪化。二ヶ月前の、戦闘のせいか」

　ここまで、話を聞いているのかいないのか判断のつきにくい無表情で紅茶チヤイと激げき辛からの揚あげ菓が子しを堪たん能のうしていたアレスが、不意に淡々と呟いた。シュマリアの肩も、思わずぴくりと揺れる。

　――二ヶ月前の戦闘。

　それがバルク家ティムール族の起こした戦せん禍かだったからこその、今の敏びん感かんな反応なのかもしれないと思い当たり、シュマリアはにわかに義兄の精神状態が心配になる。自分よりもアレスの方が、バルク家との血縁を重苦しく悩んでいるに違いないので。

　一方、シュマリアの反対隣のダリヤールは、アレスの呟きを独ひとり言ごとと受けとったらしい。

　特に何を感じたふうでもない様子で姿勢を正すと、渋い美声を張って話を締めくくった。

「進発は明後日の六時だ。集合場所はいつも通り、城館の西門前。準備を怠おこたらんようにな」

　軍司令官クレドから呼び出しを受けているというダリヤールが去るのを待って、シュマリアは心配な目で、隣の席のアレスの顔を覗のぞきこんだ。一応いつもの無表情らしくは見えるが。

「……兄さん、大丈夫？」

「シュマリアこそ」

「わたし？　どうして？　わたしはバルク家の血を引いてるといっても、そんなには……」

「ナセル殿下」

　……うっかり茶碗を落っことしそうになった。たったひと言だけで。

　まだまだ修業が足りないと痛感させられる。ごまかすように何度も咳せき払ばらいをした。

「それは……こんなに早く逢うことになるとは思ってなかったから。ちょっと驚いたけど」

「ちょっとか？」

「ちょっとなの！　それより、兄さんはどう――」

「俺は平気だ。今さら、じたばたはしない。油断もしないが」

　それだけだ――と平へい淡たんな口調で言い切って、トウガラシの赤い粉末がこれでもかとまぶされたナッツをぽいぽいと口に放りこむアレスは、確かにいつも通りの、辛からいものが馬鹿に好きでのんきな青年だ。

　今のアレスは、噓うそはついていない。

　そこは家族であり、相方でもある長年の経験から、シュマリアも自信を持って断言できる。

　それでも……どうしても、心配にはなってしまうのだ。

　だが、本人がいいと言っているのにくどくどと気き遣づかいを並べ立てるのも、義兄妹の間では今さらな上に過か剰じような気もして。

　何があっても、わたしはついてるからね――と声に出して告げる代わりに、すぐそばにあった黒髪の頭を愛情をこめて撫でると、アレスは無表情なりにも少しだけ目許を和なごませてシュマリアの肩にそっと寄りかかってきた。

　シュマリアに対しては過保護ぎみだが、自分のことは何もかも独りで抱えこみ、愚痴どころか弱音すらほとんど言わない義兄が、こういうふうにあからさまに甘えてくることは少ない。心を委ゆだね頼られているような気がして、少し嬉しくなった。

「何かあったら、すぐに相談してね」

「ん」

　アレスが右手をもたげた。指きりをしようというように、小指を立てて。

　シュマリアはそれにすぐに応じた。小さい頃、初めて二人だけでバザールにお使いに出かけた時、雑ざつ踏とうではぐれないように、つないだ手を絶対に離さないでねと、同じように約束したことを思い出しながら。

「約束する」

「わたしも、約束する」

　――これで季節が変わる前にナセル様とも逢えるのだから、幸せだと思う。

　でも、さすがに直接は逢えないかな――と、シュマリアはわずかに物憂く睫まつ毛げを伏せた。

　少なくとも〈春の大祭ノールーズ〉の時のように、気軽にふれあえる距離に行けるとは考えにくい。今回のシュマリアには、ナセルの方から近づいてきてもらえる理由もない。

　せっかく奇き蹟せきのように同じ場所に行けるのに、それだけは残念で寂さびしい気がしたけれど。

　――また、舞を見せにきてくれ。

　以前ナセルにそう望まれたのを早々に実現できるのは、はずむように嬉しかった。

　あとはナセルの健すこやかな様子をこの目で見られればいいと、控ひかえめに願うことに決める。

　まあ……少しだけ気がかりは残っているが。

　帝政アシェラートの王太子シエフザーデ。第七宰相。そんな華やかな肩書を持つひとが、『風月都市』にただの保養で訪れるとはとても思えない。ナセルというひとを直接知ってしまった今は、尚のこと。

『風月都市』の治安が悪くなっている――という、カイスタンの話も気になる。

　不吉めいた予感で、嵐あらしの前の夜のように胸がざわついた。

〈春の大祭ノールーズ〉の時のように悲痛な、皆が傷ついてしまうような事件が、起こらなければいいのだが……。
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『風月都市』フーシャングは、東とう領りようと直ちよつ轄かつ王領との州境にもっとも近い街だ。

　響ひびきは美しいが、実は、「清らかな風と月くらいしか見るものがない」という意味の半分悪口のようなあだ名である。

　シュマリアは出発の日まで、軍の図書室をあたって下調べをしてみたのだが、『くすぶりつづける曠こう野や』――しばしば紛ふん争そうの場となるガウダ平原には一応位置しているものの、戦略的要よう衝しようではないし、これといった特産品もない。しかも砂嵐ハムシーンの通り道がすぐそばにあるせいで、隊商や守備の弱い村を狙ねらって沙さ漠ばくを渡る兇きよう賊ぞくでさえ近寄らないため、普段はとても平和なオアシス都市なのだという。

「でも今のところ、あまり治ち安あんが悪いっていう感じはしてないね、カイさん」

「だね。いいことだけど、お兄さんはちょっと拍ひよう子し抜けかな。せっかく研とぎに出したばかりの剣も用意して、兇賊やならず者をボコボコにするのを楽しみにしてたのに」

「名物料理を楽しみにしてたのに、みたいな口く調ちようで、なに兇きよう悪あくなこと言いだすのカイさん」

　しかも爽さわやかな笑顔で――と。シュマリアは自分と同様、みっしりと中身の詰まった枝えだ編あみの籠かごを抱かかえた青年舞師を見上げる。

　東領ではめずらしい藍あい色いろの髪かみと瞳ひとみ。

　顔立ちは優やさ男おとこの部類ではあるが、どこぞの王太子シエフザーデのような艶つやや華はなはなく、好青年といった風ふ情ぜいだ。だが常ににこにこと笑みを絶たやさない物腰には、どんなひねくれ者からでもひと目で信頼を勝ち得てしまう、不ふ思し議ぎな何かがある。穏おだやかな春の日の青空のような青年だ。

　彼を嫌うひとを見たことはないし、シュマリア自身もカイスタンが大好きである。十歳近く年下のシュマリアを無む闇やみに子供扱いしない彼を、第二の『兄さん』のように感じている。

　――首府アル＝ウルマフから、並なみ足あしの駱らく駝だで五日。

　ダリヤールにしかつめらしく脅おどかされたため、途中で兇賊に襲おそわれるかも――という緊きん張ちよう感かんを保たもちつづけた旅路だったのだが、予想に反して何事もなく『風月都市』に到達。

　公館での荷に解ほどきを残りの面めん子つに任まかせ、シュマリアはカイスタンとバザールに出て、遅めの昼食を調達する係になったのだ。

「アヒルの挽ひき肉と野菜炒いため、焼きサラダのゆで卵のせ、地米のトウガラシ風味の薄焼き、乾燥果物、切り落としの焼肉ケバブを挟んだピデパン、蜂はち蜜みつ水すい、フーシャング市名物の薔ば薇ら酒しゆ――みんなの注文、これでちゃんと全部よね？　カイさん」

「そのはず。多いね。でもま、ドライド君がいる限り余ることは絶対にないからいいかな？」

「むしろ、足りなくなることを心配した方がいいような……」

　放っておくと他人の分までさっさと平らげてしまう、無む尽じん蔵ぞうの胃袋を持つ幼おさななじみを思い、シュマリアが半はん眼めになると。

　カイスタンが急に立ち止まった。驚いたように瞬またたいて爪つま先さき立ちになり、どよめく雑ざつ踏とうの向こうを見て納得したように二度頷うなずく。背せ丈たけが足りないシュマリアには何が何やらだが。

「どうしたのカイさん。喧けん嘩かでも起きてるの？」

「うん。公館の前が騒さわがしいなと思ったら――王太子シエフザーデ殿下が到着されたみたいだね」

　聞いた瞬間。

　シュマリアの身体からだは、ひとりでに走りだしていた。

　かろうじて両手の籠を引っくり返さないよう意識しながら、舞で鍛きたえた身のこなしで、スリが出ても気づかないのでは、と思うほど密集した人ごみを泳ぐようにかいくぐって顔を出す。

　公館の古めかしい、三日月と市花である薔薇が踊る鋳ちゆう鉄てつの門が、大きく開かれていた。

　力強い体格をした駱駝と馬が蹴け立たてた砂すな埃ぼこり。その向こうに――

「……わ」

　思わず声が出た。周囲でもため息が漏もれる。理由は明めい瞭りようにして簡かん潔けつ。ナセルがたった今、砂よけの外がい套とうのフードを下ろしたところだったのだ。

　午後の光に輝く金きん無む垢くの髪。大勢の中でもひときわ目立つ美び貌ぼう。優美な立ち姿。風で砂さ塵じんが舞うから辺あたりは随分と埃っぽいのに、そこだけ澄すんだ空気をたたえているように見える。

　旅疲れを感じさせない物腰で、フーシャング市長らしい羽ジユ織ツパの男性を皮切りに、出迎えに現れた人々へ次から次に微笑ほほえみと一礼を向ける。最後には、門前の人だかり――シュマリアのいる方にまで。周囲がどっと沸わいた。特に、色とりどりのベールイザールで着飾った女性陣が。

　……ほんもののナセル様だ。












　とくとくと鼓こ動どうを速める胸を押さえ、手の届かない夢が叶かなったかのような歓かん喜きと陶とう酔すい感かんに頰ほおをほんのり薔薇色に上じよう気きさせていると。

「びっくりした。君はああいう類たぐいの美男子には興味ないとお兄さんは、思ってたんだけどな」

　――突然すぐ隣から声をかけられて、本気で腰が抜けそうになった。

「か、カイさんいつのまに……！」

「あ。中に入ってしまったね。早いなあ」

　慌あわてて顔を振り戻すが、すでにナセルと彼の護ご従じゆうの姿は公館の中に消えていた。

　露ろ骨こつにがっかりした表情を浮かべてしまい、それからすぐ隣からの視線を意識して頰を強こわ張ばらせるシュマリアを、彼女のすぐ隣に同じようにしゃがんだカイスタンは、春の夜の藍色の瞳で穏やかに見守っている。

　……訂正。

　穏やかにというよりは、面おも白しろそうに、という方が正しい。ほのぼのとした人情喜劇を眺ながめているひとが浮かべる表情にそっくりだ。

　シュマリアは両手を組み合わせて先せん輩ぱい舞師の笑顔を見上げると、言いにくそうに懇こん願がんした。

「……カイさん、あの、このことは兄さんとディアスとドライドとジハールと、あとレイニーさんと先生にも内緒にしてくれると嬉うれしいな～、なんて」

「それはもう旅団の全員だよね。――うんうん、わかってる。そんな蹴けられた仔こ犬いぬみたいな目をしなくても大丈夫だよ」

　噴ふき出すのをこらえているような顔。カイスタンは、先せん刻こくから眉まゆ尻じりが下がりっぱなしのシュマリアを、大人おとならしい艶つやめいた悪戯いたずらっぽさを含んだ声で宥なだめた。

「大事な舞台の前に、君とアレスの仲に亀き裂れつを走らせるような真ま似ねはしないよ。これ以上先生の眉み間けんの皺しわを増やしたら、俺のお姫様にも叱しかられてしまうしね。――さあ、お兄さんと君も公館に戻ろうか？　早くしないと、ドライド君のおなかと背中がくっついちゃいそうだし」
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　雲ひとつない青せい玉ぎよく色の空が、枯かれはじめた薔薇のような色に暮れてきた頃。

　支し度たく部屋に入ったシュマリアの顔は、どことなく強張っていた。

　王太子シエフザーデ殿下を歓かん待たいする宴うたげ。――その開始時刻が、すぐそこに迫せまっているせいだった。

　木の枠わくに嵌はめこまれた大きな鏡の前で、そわそわと落ち着かない心地ここちで花びらのような白い衣い裳しように着替え終えた時――シュマリアの小さな心臓が、とくんと大きめに波打った。

　と同時にこめかみに生まれるのは、ほのかな頭痛。

　……まずい。

　周囲のひとには気づかれない程度の変調。だがシュマリアは厭いやな予感を覚え、息を呑のむ。

　なぜならこの不快な感覚には憶おぼえがある。去年、初めて〈秋の大祭ミフルジヤーン〉に出演した時。出番の前夜に緊張しすぎて、こんなふうになった。

　出番まで間もないし、普段ならダリヤールやアレスを頼ってしまうところだが、今回ばかりはそうもいかない。万が一、緊張している理由を聞かれたりしたら困る。

　――王太子シエフザーデ殿下のことが頭から離れないせいだ、なんて。絶対に言えない。

　身支度は途中だったが、シュマリアは息のできない水の中から逃のがれるように橋はし廊ろうへと出た。

　落ち着け。落ち着くのよ。ただ舞をお見せするだけ、いつもと同じなんだから。

　でも。『あのひと』と同じ場所にいる。同じ空気を吸っている。

　たったそれだけのことなのに――そのはずなのに。それを意識した途端、シュマリアの身体と心は硬かたく強張ってしまうのだ。

　シュマリアをこんなふうに動揺させるひとは『あのひと』の他にはいない。今までにもいなかった。だから、どうすれば平常心を取り戻せるのか、見当もつかない。

　冷え冷えとした白黒まだらの石の支し柱ちゆうに額を押しつけ、どうしよう――と途と方ほうに暮れた時。

「なあ。なんか食べるもの持ってない？」

　背後から声。

　かくりと膝ひざから脱力しそうになるほど気楽なそれに「は？」と口を開けて振り返るが。

「……そうよね、ドライドしかいないわよね。本番直前まで食べ物ネタをふってくるほど食い意地が張ってるのなんて」

「はっはっは。何を今さらわかりきったことを」

　あまりに太平楽な幼なじみの出現に、シュマリアは呆あきれ顔でこめかみを押さえた。

「全然威い張ばるところじゃないでしょう、そこは。というかドライド、さっきわたしとディアスの分までお昼ご飯食べたはずじゃなかった？　なんでまだ食べ足りないのよ」

「だって小こ腹ばらが空すいちゃったもんは仕方ないだろ？　俺は無理な我が慢まんはしない主義だしー」

　間延びした口調で、あっけらかんと開き直る。白を基調に、夜の藍色の腰帯や飾り布をあしらった楽師衣裳のドライドは、今日も羨うらやましいくらい気負いのない様子だった。というか彼が緊張したところなど、シュマリアは見たことがないのだが。

　半分感心、半分呆れてしまうシュマリアを、勢い盛さかんな若葉の色をした瞳が遠えん慮りよのない態度で覗のぞきこんでくる。

「というわけで何かくれ」

「ってそれがひとに物を頼む態度なの、ドライド」

「だっていつものことじゃん。後で奢おごるからさー。頼むよお恵めぐみ」

「……まったく。兄さんとディアスからは、もう恵んでもらったの？」

　小さい頃から、ちょっと動くたびに何か飲みたい食べたいとごねはじめる傾向のドライドへの対策を、シュマリアとアレス、そしてドライドの実兄のディアスを加えた幼なじみ組は、不本意ながら心得てしまっている。ドライドに与えるおやつを常備しているのはその一端だ。

「アレスからはトウガラシ粉入りの揚あげ菓が子し、兄貴からは蜂蜜水をもらったぜ。というわけで最後にシュマリア、締めに甘くて腹持ちがいいもの頼む」

　この厚かましさなのに不思議と憎にくめないのはなぜだろう――と今さらのように感じながら、軽くため息。

　一緒に支度部屋に戻ると、愛用の布ぬの鞄かばんから乾しアンズの詰まった紙袋を探し出してやった。

「おお、ありがと！　いや助かった助かった。禁断症状出そうだったぜあー」

「麻薬か。――というかドライド、ターバンクフイーヤとかちゃんとしてないじゃないの。今日はいつもより真ま面じ目めにしとかないと、怖い副総そう督とく閣かつ下かに睨にらまれるよ？」

「それやだな。俺あのひと、ちょう苦手」

　言いながらも食べる方に夢中なドライドに、シュマリアは二度目のため息。いつまでも手のかかる小さな弟を持った姉の気分で、白いターバンクフイーヤを手にとった。ドライド本人の奔ほん放ぽうさを反映しているのか、外に向かって好き勝手にハネる癖くせのある明るい茶色の髪を、ターバンクフイーヤに綺き麗れいに押しこんでいく。このあたりは慣れたものだ。

（……あれ？　そういえば心臓……いつのまにか落ち着いてる？）

　そう気づいたのは、最後に鷹たかの羽のついた緑の宝石――実は色つき硝子がらすをそれらしくカットした紛まがい物だが――でターバンクフイーヤの端を留めた時だ。

　子供じみたわがままに付き合っているうちに、全身の力みが自然と抜けていた。今日ばかりはドライドの食欲魔人ぶりに感謝か。

（もしかして、わたしが緊張してるのに気づいて、わざとはっちゃけて励はげましてくれたとか？）

　とことん無む邪じや気きで無神経そうだが、思いがけず頼りになったり、さらっと気持ちを救ってくれることを言うことのある幼なじみを見つめ直す。

　――が、リスがドングリを頰張るが如ごとき勢いで乾しアンズを口に押しこんでいるドライドを見ていると、シュマリアの首はだんだんと真横に傾いてしまった。半眼でぼやく。

「……まさかね。いい方向に考えすぎよね」

「ぬ？　なんか悩んでるんなら聞くだけ聞くぞ？」

　まだしどけなく髪を下ろしたままのシュマリアを見下ろして、ドライドは思いついたように。

「あ、もしかして髪型で迷ってんのか？　なら俺はあれが見たいな。あれ希望」

「いや別に、そのことで悩んでたわけじゃ――」

「つい最近、首府で『風幻情歌』やったの時のあれ。髪を上にあげちゃうやつ？　あれがいいぜ絶対。いつもと違った感じで、俺でもどっきりしたしさ」
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「……うーん。ドライドに上う手まくのせられてしまったような」

　くせの強い黒髪を一部は編んで頭にめぐらせ、残りは後うしろで束ねて。茎くきを短く切った青薔薇を挿さした髪型を鏡で確認しながら、シュマリアはぶつぶつと呟つぶやく。

　……そんなところまで見てくれるはずはないのに。

　頭の中では冷静につっこみつつ、つい、黒髪がほつれていないかどうか、普段より念入りに確かめてしまっていると。

「この前は、言い忘れてたが。その髪、似合うぞ」

「っ!!　――……今日はみんなに驚かされる日なのかしら、わたし」

　カイスタンとドライドの次は、アレスだ。三敗目。跳び上がるほどではないが驚いた。

　すでに定番の黒衣裳に着替えていたアレスは、「時間だ」と言って、いつものようにごく自然にシュマリアの手をとると、会場となる広間へと続く回かい廊ろうに連れ出した。

　そして、長年愛用してきた剣の確かな切れ味を誇ほこるような口ぶりで、こう補足する。

「わかるひとにはわかる、と言っただろう。ドライドは、違いのわかる男だ。信じろ」

「兄さん……」

「ドライドは、世せ辞じを知らない。不ま味ずいものは不味いと言う。それにたぶん――不評を買うとしたら、俺の方が先だ」

　言われてみれば、アレスの黒衣裳の釦ボタン穴あななどにも、何本も赤い薔薇が挿しこまれている。

　シュマリアの青薔薇との対比で、また、薔薇が特産のフーシャング市仕様の、『仮面の王』が劇中の戦いくさで流す血の演出でもあるのだろうが、正直――

「今日の兄さん、なんだか耽たん美び」

「妙みような韻いんを踏ふむな」

　めずらしく、むっとしたふうに口を曲げる義兄に、ぷっと遠慮なく噴きながら大広間へ。

　帝都の宮宴とは比べられないが、緑の絨じゆう毯たんを敷きつめ、薔薇や果物に満ちた壺つぼを飾った宴席には上品な華はなやぎがあった。

　旅疲れの王太子シエフザーデ殿下をわずらわせてはいけないから「質素な宴」にする、と副総督は言っていたが。官かん吏りの娘とはいえ所詮は庶しよ民みん育ちのシュマリアには、どこが「質素」　なのかさっぱり判断がつかない。充分に豪華じゃないか――と、なにやら憮ぶ然ぜんとして視線をめぐらせ。

　――ナセルを。

　周囲よりも一段高い上かみ座ざに、ちょうど現れた王太子シエフザーデ殿下を見つけた。釘くぎ付づけになる。

　カイスタンが彼の『お姫様』――レイニーと舞っている演目の楽も、抑おさえがたい興奮に満ちた周囲のざわめきも、ふっと遠のいた気がした。

　白とこくのある蔦つたの葉色を基調とした長衣ジヤルラビーヤをまとい、金きん髪ぱつは繻しゆ子すのリハボツンテを使ってうなじで束ねている。帝都で彼の最高に洗練された装よそおいを見たことのあるシュマリアには簡素な装いにも思えたが、かといって失望はしなかった。相変わらずの輝く月のような美貌だけで、魅み惑わく的てきすぎるくらいだから。

　――しかし、表情が精せい彩さいを欠いていることは気になった。

　ナセルは同じく上座についた市長たちとの会話に、例の誰でも骨抜きにしてしまう微笑みを浮かべてはいるのだが、全体の存在感がどことなく虚うつろだ。誰にも言えない悩みごとに心を奪われているかのように。どうしたのだろう？

　以前に見た、儚はかない哀あい傷しようを秘めたナセルの瞳を思い出してしまい、ふと心配になる。

「シュマリア」

「――わかってる。出番でしょ？」

　さすがに今度はアレスが近づいてくる気配を察していたので、落ち着いて切り返す。

　先刻までの緊張感は、皆のお蔭かげで心地よい昂こう揚よう感かんへと変わっていた。

　ふわふわと落ち着かない胸の高鳴りは、まだ消えていないが……大丈夫と、今は思える。

「うん。行こう」

　今回演じるのは『戦いくさ姫ひめファランと仮面の王』。東領に古くから伝わる舞曲であり、〈春の大祭ノールーズ〉でシュマリアたちが披ひ露ろうしそこねた演目でもある。十お八は番この剣舞は宴席には過激すぎるので、今回は封ふう印いん。華か麗れいな恋語りの部分のみを演じることにした。

　……一番苦手なところだけど。そうも言ってられないしね。

　今、とくとくと速めに鳴りつづける胸を満たすのは、緊張感よりもずっと温あたたかい――穏やかで前向きな想いだ。もし自分の想像した通りに、あの王太子シエフザーデ殿下が何かを思いわずらっているのなら。……この舞でひと時、心を癒いやしてもらいたいという。

　それならきっとできる。恋語りは苦手でも。そもそも自分は、観てくれるひとに勇気や活力を与えたいと思って、舞師の道を選んだのだから。

　再び緊張に負けて身体が固まってしまうのを避けるために、ナセルのいる方は見ないようにして――けれど心は確かに彼に向けて。シュマリアは、風のように軽かろやかに舞いはじめた。

　そうして生まれた軽やかな空気の流れに、アレスが影のように絶妙に溶けこみながら、男性の舞師にしか出せない力強さや鋭するどさという華を添えてゆく。

　その光と影の絶妙な調和が、深い深い一体感を呼び、シュマリアをさらに勢いづけてくれた。

　――やがて気づく。

　自分が、いつのまにか、自然と微笑んでいたことに。

　以前はこのあたりで――ファラン姫が『初めての恋に戸と惑まどいながらも幸福そうに微笑む』場面で、シュマリアの表情はひどく強張っていたはずだ。口に遠慮のないジハール曰いわく「君の顔はカチコチにひからびたパンか？」。

　でも今のは違った。自然と、幸せそうに微笑むことができていた。初めて。

　……どうして？　練習でもできなかったのに。

　本番で、しかも、緊張というならこれ以上はないくらい緊張しているはずの舞台なのに。

　しかし残念なことにその答えを見つける前に、曲が終わってしまった。

　ちょっと慌てて構かまえ直した一枚布の向こう――ナセルの姿が目に飛びこんできた。

　ナセルは、シュマリアの予想だにしていなかった表情をしていた。彼は驚いたように目を瞠みはって、こちらを見つめている。

　やだ……どうしよう。また驚かれてしまってるの？　わたし。

　首府の少年隊士たちに続いて、ナセルにまでも。がんと衝しょう撃げきを受けて固まってしまうが。

「――シュマリア。礼」

　突然、いつもより強く肩を抱き寄せてきたアレスに囁ささやかれて、慌てて四し方ほうに一礼。ナセルをもう一度見る前に退場を余よ儀ぎなくされる。

　それでも、いつもと同じようでどこか違う、火ほ照てった余よ韻いんに肌はだの下を満たされていた。

　驚かれてしまったのには軽くへこんだが――ナセルがちゃんと舞を見てくれていたことと、彼の虹にじ水ずい晶しようの瞳から虚ろな翳かげりが消えていたことは嬉しい。

　おっし！　――と、支度部屋に戻るや、拳こぶしを振り上げる。まずは、やった。がんばれた。

　緊張はすっかり失せ、舞を覚えはじめた頃のような無邪気な楽しさと純粋な幸せが、シュマリアの血の中をめぐり踊っていた。
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　どうにかこうにかつつがなく宴を終えた後、公館の右う翼よく棟とうで汗を流したシュマリアは、夕ゆう餉げの前に「お花を摘つみに」行った。

　同じ建物の中に、ナセルもいる。それだけで足どりが軽くなってしまうが。

（……ナセル様がこの『風月都市』に来たのって、本当に『保養のため』なのかな）

　やはり、そこは気になった。歩きながら、思案顔で腕うでを組む。

　保養地の類なら、もっと帝都に近い直ちよつ轄かつ王領内にもいくらでもある。（失礼ながら）これといって特徴のない『風月都市』フーシャング市は、いかにも中途半端だ。

　この『風月都市』にナセルに特別の関心を抱かせる何かがあるとしたら、それは――

「旅団所属の第二下士官――シュマリア・ミア・アーリ＝ジェディットだな？」

　――振り返った先にいたのは、東領聖せい撰せん軍ぐんの黒い軍服をまとった壮そう年ねんの男だ。

　男は面めん喰くらうシュマリアの返事を待たずに、いかめしい顔つきで、一方的に告げた。

「副総督キール閣下が、おまえをお呼びだ。今すぐ左翼棟までついてくるように」







　気分は、軍でも恐れられている鬼教官に、ある日突然、教官室に呼び出された時のそれと同じだった。やましいことはまったくないのに、無む性しようにどきどきしてしまう。厭いやな気分だ。

　東領の総督は、『業わざ師し』と呼ばれるサウード・ザルディ・アーリ＝イスバスラール。

　副総督キールは、サウードの第一子だ。

　父総督の名みよう代だいとして、旅団よりもひと足先にフーシャング市に入り、物慣れない市長の代わりに王太子シエフザーデを迎える手て筈はずを整えた人物でもある。今夜のそつのない宴の進行や、地元の名産品を活いかしつつも田舎いなかくさくはさせない演出から、キールの感覚の優秀さはうかがえた。

　しかし――シュマリアは普段、キールとは縁えんがない。というより旅団自体、キールとは普段縁がない。

　思い当たる節ふしはたったひとつ。バルク家ティムール族の血を引くことだ。だがそれなら義あ兄にも一緒に呼び出すだろう。では何が目的だ？　なぜわたしだけ？

　言い知れない不安を胸に、シュマリアは青く塗られた扉とびらの前で立ち止まった。息を吸う。

「シュマリア・ミア・アーリ＝ジェディット、お召めしに従い、馳はせ参じました」

「入れ」

　真しん鍮ちゆうの把とつ手てに手をかけて、棺ひつぎの蓋ふたでも開けるかのように、そっと押し開いた。

　小ぢんまりとした、書斎風の部屋だ。青い肘ひじかけ椅い子すにもたれているキールの前で、シュマリアは腰を落として一礼する。

　――間近で見るのは初めてだが、気が引けてしまうほど端整で美しい青年だ。

　水晶色とでもいうのか――淡あわい星の光を集めたかのような、稀け有うな色みの髪と虹こう彩さいを持っている。色白で細身。どちらかといえば骨こつ相そうも女性的だが、瞳の輝きが強く極めて怜れい悧りそうな顔つきなので、弱々しさは感じない。

（ナセル様から、やさしさと余裕を引いて、尊大さを足したような感じ……？）

　確かアレスと同じ十八歳のはずだが、アレスよりはるかに気難しそうだ。

　苦手な部類の人間だな――と、内心及び腰になっていると。

「本日は、任務ご苦労だった」

　尊大な声。息を呑むほど清せい冽れつな水色の瞳が、正座でかしこまるシュマリアを射い抜ぬいた。

「王太子シエフザーデ殿下も、おまえの舞を褒ほめていらしたぞ」

　本当？　やだ嬉しい！　――と相手がキールではなく、義兄か幼なじみ二人のどちらかだったなら、歌うように叫さけんでいたところだ。おまけに歓喜と恥はじらいの勢いで、その肩をばしばしと叩たたいたあげく小こ躍おどりしていただろう。というより今すぐそうしたくてたまらない。

　絹の飾り房ふさのついた敷物キリムの上でむずむずしているシュマリアを、珍ちん奇きな小動物でも見るような目で見下ろして、キールは冷ややかに言葉を継ぐ。

「時に。おまえは、殿下がなぜこの『風月都市』においでになったのかは了解しているのか」

「ダリヤール・ザイン旅団長から、保養のためと聞いていますが」

「――保養、か」

　キールが、まるで高名な学者が荒こう唐とう無む稽けいな作り話を聞かされて白しらけた時のような顔になる。

「中央宮殿ダルガーフでは幼少の砌みぎりからひと筋縄ではいかない聡そう明めいさを讃たたえられてきた王太子シエフザーデ殿下が、ほんの二ヶ月前にバルク家との紛争が治まったばかりのガウダ平原に、ただの保養のために、足を踏み入れると思うか？　何か裏があるはずだ」

　思わず頷いてしまった。穿うがちたくなる気持ちは、シュマリアにも非常によくわかるので。

　しかし、わかりはするが――キールは、一体どうしてこんな政治的な話をシュマリアにしているのだろう？　旅団の一介の舞師如きに。

　ひそかに眉をひそめていると、キールが突然まじまじとシュマリアを見つめてきた。

　こちらが気まずくなるほどの沈ちん黙もくを置いて、ようやく唇くちびるを開くと、キールは一気にまくしたてた。高慢な口調で。

「東領副総督の名の下に、聖撰軍は第二下士官シュマリア・ミア・アーリ＝ジェディットに命令する。――ここの三階に引きとられた王太子シエフザーデ殿下に、身の回りの世話をする者を送ると伝えておいたから、これからおまえが向かえ」

「……え」

「無論、ただお世話をすればいいという話ではない。そのついでに、さりげなく、今回の来訪の『真の目的』を探ってくるんだ。必要な場合――色仕掛けを試みることも許す」

「………………は？」

　最後の一文に、シュマリアは本気で耳を疑った。今……自分の人生には未来永えい劫ごう関係ないと思っていた言葉を聞いたような？　冗談にしてはどぎつすぎるし。

　思考も表情も硬こう直ちよくしてしまったシュマリアを、キールは今にも怒ど鳴なりはじめそうな苛いら立だちの表情を浮かべて突き放した。

「聞こえなかったのか？　――王太子シエフザーデ殿下がこんな田舎をわざわざ来訪された真意を探ってこいというんだ。どういうご趣味なのかは不明だが、殿下は妙におまえをお気に召していた様子だったからな、無理難題ではないはずだ。旅団には私から上う手まく言っておくから、すぐに向かえ。――唯神アルバーリと、おまえの守護天使の加護を祈っておいてやろう」







　――お言葉承うけたまわり、仰おおせに従います。

　なんぞと何も思わずに頷けるはずもない命令だったが、異を唱となえる暇いとまもあらばこそ。キールが呼びつけた侍じ女じよたちによって、別室に連行されてしまった。

　最年長と思しき侍女は、シュマリアを上から下まで観察すると、困惑も露あらわに。

「まあまあ……これはちょっと、あたくしたちも死ぬ気でがんばらないといけないわね」

　待てどういう意味だ――とつっこむ間もなく、服を引っぺがされて、四季咲きの薔薇の花びらと香こう油ゆを浮かべた風ふ呂ろに叩きこまれた。これは文句なしに絶妙な力加減の垢あかすりを受けた後は、よってたかって身支度をいじり回され――

　――気がついた時には、シュマリアは独りで階段の前にいた。

　背後で扉と鍵が閉まる音。

　ランプが夢幻的な光と影を投げかけているそこを昇ればナセルのいる『三階』につくのだろうと、厭いやでもわかってしまう。がっくりと肩を落とし、ため息をついた。

（色仕掛け……って言われても。あの偉えらそうな閣下は、わたしに色気があると思ってるの？）

　後半に自じ虐ぎやくが混じってしまったが、そんなものがあったら舞でも苦労していないというのが正直な気持ちだ。窓に映る自分の姿を睨む。

　押しつけられた衣裳は、シュマリアが舞台で着るものよりも華か美びで艶っぽいが。

（これもやっぱり、本物の宝石なのかしら。……傷をつけて弁べん償しようさせられたりしたら厭だな）

　胸の谷間――が、あるべきところを際きわ立だたせる部分にほどこされた、金糸と透明な宝石の細さい工くに目を留め。先刻のことを思い出して、半眼になる。

　ぎゅうぎゅうに詰め物をされただけならまだしも（それも充分不愉快だったが）瞼墨クフルで胸の谷間らしい影まで描かれるという屈くつ辱じよく的てきな小技まで、そこにほどこされたのだ。……変に感心して見ていないで、ちゃんと怒っておけばよかった。

　シュマリアは別に胸の大きさは気にしていない。同じ舞師で胸の豊かな友人が「踊ってるとね……揺れてすごく痛いのよ」とこの世の終わりのような顔でこぼすのを以前に聞いて、小ぶりでよかったと奇妙に安心してしまったことさえある。

　さらに言えば、こういった男に媚こびるような化け粧しようと衣裳は、軍の舞師としてはもっとも忌いむべきものなのだ。舞師の本分は、兵士の精神面を支え、唯神アルバーリの恵みを感じさせるという尊とうといものであるからして。

　もし許されるなら――こうした繊せん細さいかつ微妙な感情をまるで理解していないだろうあの女顔の副総督を、今すぐ膝詰め説教で叱り飛ばしてやりたいところだ。

　――が、命令は、命令だ。拒否はできない。

　かといって色仕掛けは厭いやだ。だいたいナセルに通用するとも思えない。なんとか抜け道はないのかと、シュマリアはない知恵をしぼる。

（要するに――ナセル様がここに来た『真の理由』を聞き出しさえすれば、色仕掛けなんてふざけた真似はしなくてもいいのよね？　よし、じゃ、それを目指してみようじゃないの）

　無理やり自分を奮ふるい立たせると、薄い紗しやを重ねたベールイザールで気乗りしない表情を隠したまま、シュマリアは三階に出た。

　が、教えられたナセルの部屋の前に男が立っているのを見て、軽く目を瞠みはった。

（騎士……？）

　疑問符をつけたのは、ナセルにはなぜか護帝騎士ドウー・ジヤナハインがいないという話を聞いていたのと、その男の風貌があまりにも騎士らしくなかったせいだ。

　背は高い。貧ひん弱じやくでもない。――だが、たまの休日に家でごろ寝している父を連想してしまうほどにだらしがないのだ。最高位の騎士の衣裳よりも、くたびれた平服サウブでナビーズ酒でもあおっていた方が似合いそうなその男と、ふと目が合った。

「おお、ようやく来なさったな？　ナセル殿下は中でお待ちかねだよ、舞姫殿」

　……お待ちかね？　ってまさか、そんな!?　なんでそんな!?

　意外なほど澄んだ緑りよく灰かい色しよくの瞳に一瞬気をとられ、それから驚きよう愕がくに凍こおりついてしまったシュマリアを、男はとても楽しそうな笑顔で扉の中へと押しこんだのだった。
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　またしても背後で扉が閉められる。中は、キールのいた部屋とほぼ同じ造りだ。

　せっかく落ち着かせたはずの心臓が、ある種の怖おそれと緊張で早はや鐘がねを打ちはじめる。ナセルはどこに？　と何よりもそれが気がかりで、シュマリは焦あせって室内を見回す。

　かすかな気配と物音で振り返ると、音がしそうな勢いで視線がぶつかった。

　――今は灰かい青せい色に見える、虹水晶の瞳の主と。

　続きの間から急いで出てきたらしく、シュマリアを見てわずかに決まり悪そうに微笑んだ。

（ナセル様）

　奥で湯ゆ浴あみでもしていたのか。上質そうな絹のシカャミツスに脚衣ビンタールという、このまま横になってもおかしくないほどくつろいだ姿は、美しくしなやかな身体の線をいつも以上に意識させる。濡ぬれた金髪は濃こく重たい輝きを含み、顔や襟えり許もとから覗く白い素肌は、まだほのかな火照りを滲にじませ――つまり、いつもの軽く数倍は艶つや気けがあった。

　見てはいけないものを見てしまった気持ちになり、シュマリアは慌てて目を逸そらす。

「ごめんなさい！　表の騎士の方に入れていただいてしまって――」

「やっぱり彼のせいか。いや、気にしないでいいよ。何があったかは想像がつくから」

　シュマリアはかちこちになりながら、ナセルの気配をうかがった。言葉通り、怒ってはいないようだが……。

「……あの騎士様は、殿下の護帝騎士ドウー・ジヤナハインですか？」

「いや、違うよ。ファラグが最近、蒼そう星せい騎士に抜ばつ擢てきした男でね。しかし叙じよ任にんしたはいいが手を焼いたらしく『腕は立つし、煮ても焼いても喰くえない性格がおまえと相性がよさそうだから、護ご衛えいにしろ』と押しつけてきたんだ。参るよ」

　さらさらと自然に流れる会話。喜劇じみた内幕に、シュマリアは意外そうに瞬いた。

　ファラグとは言わずと知れたナセルの弟王子だが、謹きん厳げん実じつ直ちよくが元げん帥すい服をまとって歩いているような人物だ。今のだらしがない騎士のような男は積極的に毛嫌いしそうなのに、よく抜擢したものだと場違いに感心してしまう。

「――ところで。どうして君はずっと下を向いてるんだい？　顔は見せてくれないの？」

　甘く気さくな言葉にも勇気づけられて、シュマリアはそろそろと瞳を上げるが。

　予想以上に近くにナセルが立っていた。

　……今すぐ回れ右をして逃げ出したくなる衝動が、嵐あらしのようにシュマリアを襲う。

　しかし、命令は命令だ。ここはなんとか踏ん張らないと。

　真剣を通り越して悲ひ壮そうな覚かく悟ごの滲む表情で、シュマリアはナセルを見返した。お久しぶりです、お元気でしたか。そんな当たり障さわりのない挨あい拶さつしか浮かばず迷っていると、ナセルの方から追撃が来た。あの笑顔で。

「逢えたのは嬉しいけれど、宴の時よりも随分服装が華やかだね。それはなぜか聞いてもいいかな？　舞姫殿」

「実はあの……キール閣下に、殿下の身の回りのお世話を命じられて。それでわたし」

「キール君に？　ああ、そういうことか……」

　そこでナセルの声が急に冷ひややかになったことに、シュマリアは驚き、同時に凍こおりついた。

　なんだか厭いやな予感に襲われる。

「……とても残念だ。君がそんなにふしだらな子だったとは思わなかったよ」

　ふしだら、という言葉の強烈な響きにまず打ちのめされ、次に不ふ穏おんな空気を察して、シュマリアは本能的に身構えた。見れば、ナセルの目はまるで笑っていない。

「けれど私も疲れているのは確かだし――キール君のお気き遣づかいは、ありがたく受けとらせてもらうとするかな」

　すぐには意味の呑みこめないことを呟きながら、ナセルが一歩ずつ近づいてくる。

「ちょ、あの、待ってください王太子シエフザーデ殿下――……っ!?」

　悲鳴は声にならなかった。

　突然ナセルに手首をつかまれ、踊るようになめらかに連行された先は、なんと窓際の寝椅子。

　まさか――とたじろぐ暇も与えられず、ナセルと一緒にそこに座らされる。体勢を立て直す前に強く抱き寄せられた。そして金色の耳飾りが揺れる耳じ朶だに、ひどく冷めた音調の――それでいて身震いするほど艶つやめいた美声がふれてくる。

「私のように何をしても許される身分の人間の『身の回りのお世話』には、こういうことも含まれるんだよ。君でも知らないはずはないだろう？」

「……っ……!?」

　動揺しすぎた喉のどが痙けい攣れんして、声が出ない。心臓を杭くいで撃ち抜かれたような心地だ。

　まさかナセルの方からそっち方面に話を持っていかれるとは予想の埒らち外がいだったシュマリアは、逃のがれられない腕の力に、顔を赤くではなく蒼あおくする。

　まずい。これはまずい。助けて兄さん、否、兄さんはいないから――

「待ってください、お願いですから……ナセル様!!」

　死ぬ気でナセルの胸を押し返して、シュマリアは脅おびえた仔犬が吠ほえるように叫んだ。

「そうじゃ、そうじゃないんです！　わたしはただ、殿下をお世話しながら殿下が今回ここに来た本当の理由を探ってこいと命令されただけで――」

「なるほど。そういう裏事情だったんだ？」

　がらりとナセルの態度が変わった。

　今までの強引さが噓うそのようなあっけなさで身を離されたので見上げれば、ナセルは悠ゆう然ぜんと、ひとの悪い笑みを浮かべていた。

　――語るに落ちていたことにようやく気づく。しまった。こんなはずじゃ。

　もはやこれまで――という勢いで寝椅子の端まで飛びのくと、シュマリアは蒼そう白はくになって土ど下げ座ざした。

「ごめんなさい！　でも本当は騙だましたりしたくなかったんです、どうかお許しを……！」

　沈黙は短かった。

　斬ざん首しゆを待つ罪人とまるで同じ心地で額ひたいをこすりつけていたシュマリアは、くっくという奇妙な音が聞こえてきたのを訝いぶかり、目だけでそっと様子をうかがった。途端、目が点になる。

　ナセルが笑っていた。

　しかも、いつもの魅惑の微笑ではない。爆笑だ。椅子の背に突っ伏して肩を震わせている。

「……王太子シエフザーデ殿下？」

「……いや、ごめん。君が予想以上に派は手でな反応をしてくれるから、おかしくて、つい」

「予想って……まさか、殿下……」

　厭いやな予感に顔を引きつらせるシュマリアの問いかけに、涙目をぬぐいながら上体を起こしたナセルが答えるには。

「実はさっきの宴で、キール君の前で少々あからさまに君の舞を褒めてみたんだ。あの若々しくて無む謀ぼうな副総督殿が、東領の利益のために王太子シエフザーデの弱みを握にぎっておきたいと思っていることは、前々から察していたからね。駄だ目めでもともとでも、私に付け入る要素を持った君を使って探さぐりを入れてくるとは思っていたよ」

　なるほど――本気で迫られたわけではないと知って、シュマリアは安心はした。先に騙すような真似をしようとしたこちらが悪いのも確かだ。

　……なのに、この釈しやく然ぜんとしない気持ちはなんなのだろう？

　そして何よりも、冷静さを欠いて兎うさぎのように簡単にナセルの罠わなにはまってしまった自分が情なさけなくて、シュマリアは思わず寝椅子に突っ伏したような体勢になると、内心激しく気落ちした。駄目すぎる。あまりにも。

「そうしたら案あんの定じよう、絶対に自分からは着ないだろう官能的な衣裳と男に媚こびるのを目的とした濃い化粧で、君が現れたというわけだ。いや、楽しませてもらったよ」

　官能的だなんだという表現が自分にあまり不似合いで気恥ずかしくて、シュマリアは自や棄けになって衣装を脱ぎ捨てたい思いにかられる。だがそれよりも。

「……待ってください殿下。キール閣下との攻防はわかりましたけど、それだけなら実はさっきあそこまでわたしをからかう必要はどこにもなかったんじゃないですか!?」

「うん。そこは……ちょっとした嫉しつ妬とかな」

　誰の何に嫉妬なのか。真意がつかめなくて、シュマリアはまじまじと、ナセルの光さすたびに美しく色を変える瞳を見つめる。

「君は確か恋愛らしい空気を出すのが苦手だと言っていたはずなのに、さっきアレスと舞った時は、随分とそれらしく舞えていたから。何かあったのかな、と思ってね」

　それは――と言いかけて、シュマリアは言葉を途切れさせる。

　あの時、思いがけず自然に、かつ幸せそうに微笑むことができていた理由は、実は自分でもまだよくわからないのだ。落ち着いて振り返ってみても、たまたま偶然、奇蹟的にも表情がゆるんでいたとしか思えない。今までは失敗ばかりしていたのだから。

　でも――シュマリアにとって大事な部分を、ナセルがよく見抜いて理解もしてくれていることは嬉しかった。

　彼の爪の垢を煎せんじてキールに飲ませてやりたいとも思いながら、頰と頭の中を幸せな薔薇色の感動で染めて浸ひたっていると。

「……その様子だと、私が本当は何を言いたいのか気づいていないようだね。まあ、それも君らしいかな」

　ナセルは苦笑いでそんなふうに言いだした。え、とシュマリアが彼の言葉を考え直すよりも先に、彼は牡お鹿じかが立ち上がる時のようなしなやかな動作で腰を上げる。

「お茶でも淹いれようか。君も疲れてるだろう？」

「あっ、そういう雑用ならわたしが！」

　小さな金片をちりばめた円卓に置かれた、銀の湯沸かし、金線細工で薔薇が描かれた白い陶とう磁じ器きの碗わん――どれも上等な品だとわかる茶器を扱うだけでも緊張するのに、シュマリアのすぐ横には、なぜかナセルが見張るように立っている。

「……あの、殿下。座って待っててくださって結構なのですけど……」

「ここで君を見てる方が楽しい。――私のことは気にしないでいいよ。見られるのは舞で慣れてるだろう？」

　舞台で大勢に見られるのと、ナセルと二人きりで見つめられるのとでは全然わけが違う。

　そのくらいわかっていそうなのに――とやや恨うらみがましさのある横目でうかがうと、少し意地の悪そうな微笑を見つけた。

　……わかっていて、わざとからかっているのだとシュマリアは直感した。

（もしかして、わたし……さっきからいじめられてる？　それとも、いじられてる？）

　正解がどちらでも、落ちこみそうだ。

　だからというわけではないがシュマリアは、気分を晴れやかにしてくれる効能のある茉莉花ジヤスミンの茶と、疲れを癒してくれる蜜で甘く煮た檸檬レモンのパヘルイヴアを選んで、鏡のように磨みがかれた銀盆に載せて運んだ。

「でも元気そうで安心したよ。〈春の大祭ノールーズ〉で痛めたところは、もう平気なのかい？」

「はい、もう完全に治りました。王太子シエフザーデ殿下は……？」

「元気だよ。君が名前で呼んでくれたら、もっと元気が出ると思うけど」

「それは……ええと」

　シュマリアは目線を宙に泳がせた。

　ナセル様――と、心の中では呼んでいる。呼んでしまっている。

　だが本人を前にしてそう呼ぶのには、やはり、かなりの勇気が必要だ。

〈春の大祭ノールーズ〉では、もう二度と逢うこともないと思って、そう呼んだこともあったけれど。

「そしてなぜ、私から一番遠く離れた席に座るのかな？　君は」

「……わたしにはここが一番居心地がいいんです」

「ふうん？　じゃ、私もそっちに行こうかな」

「行きます！　今わたしがそちらに行きますから！」

　苦しまぎれの言い訳を捨てて、シュマリアはナセルが手で示す場所――彼のすぐ隣の、彫刻された肘かけ椅子へと急行した。

　あたふたしっぱなしのシュマリアを眺めるナセルの顔からは、ずっと笑みが絶えない。

　まったく、ひとが悪い。わたしは玩具おもちやじゃないのに――と、さんざん翻ほん弄ろうされた身としては怒るべきなのだろうが。

　先刻よりはるかに活き活きとしているナセルを見ていると、ついつい怒りが萎なえて、一緒に表情を和なごませたくなってしまう。

（わたし、もしかしてお人ひと好よしすぎるかしら……このひとに対して）

　けれどナセルが『完璧に優雅な王太子』の仮面を脱いで、こんなふうにくつろいでくれるのは、それだけ信用されて気持ちを許してもらえているということでもあるから、シュマリアはどうしたって嬉しさを感じてしまうのだ。

「そういえば――第二王子殿下はお元気ですか？」

「ファラグ？　彼なら元気すぎるほどだよ」

　困った奴だ――と、今にもため息をつきそうな様子で、ナセルは肩をすくめる。

「帝都も暑くなってきたというのに、片腕立て伏せの自己記録を毎日更新しているくらいだ。私も毎日、耳がきーんとなるくらい怒鳴られてるよ。彼から離れてのんびりしたくて、ここに逃げてきたくらいだ」

「……逃げてきたんですか？」

「信じられないという目をしてるね。さすがにこんな理由では、君はごまかせないか」

　含みありげな言いように、シュマリアはぴくりと眉を動かす。

　やはり『のんびりしたい』『保養のため』というのは、表向きの口実か。では。

　――しかしそこは、シュマリアよりはるかに経験豊富な王太子シエフザーデ。

　それ以上を簡単に教えてくれる気はないようで、何を企たくらんでいるのか聞きたくなるような笑顔で話を換えた。

「まあ、すぐに帰ったらキール君に怒られるだろうから、しばらくここにいるといいよ。私も君なら歓迎するし。なんなら、色仕掛けをやり直してくれてもいいけれど？」

「……っ……もうそれは忘れてください……」

　いたたまれなくなるだけだから。

　シュマリアは赤い頰で茶器を片付けると、清く正しい意味での「身の回りのお世話」をするべく室内を見回した。しかしナセルは召使いなしでも困らない几き帳ちよう面めんさの持ち主のようで、部屋は到着初日とは思えないほど整然としている。

「そんなにがんばらないで、くつろいでていいよ。君も宴で疲れているだろう？」

「いや、そういうわけには……あ、殿下、もしよかったら肩でも揉もみましょうか？」

「それは親密そうでいいね。でも今はそれより、『千夜一夜物語』でも聞きながらひと眠りしたいかな」

「任せてください、それなら大得意です！　どの物語が聞きたいですか？」

「今夜は『宝ほう珠じゆの民とアルマダリヤ姫』の気分かな」

　――意外と物ぶつ騒そうな話を選んできた。

　アルマダリヤは『月の雫しずく』『永遠の輝き』とも呼ばれる宝石だ。この世でもっとも硬く、もっとも透明な輝きを持ち、もっとも稀き少しような宝石。

『宝珠の民とアルマダリヤ姫』は、その涙がアルマダリヤに変わるという奇き蹟せきの姫をめぐって繰り広げられる、殺さつ伐ばつとした戦争の悲劇を語るもので――少なくとも、眠る前に聞いて安らかになれる類の話ではない。

　わざわざそんな話を指定してきたことが妙に引っかかり、シュマリアは眉び宇うをひそめるが。

「ナセル様――？」

　彼は急に、なぜか、命の危機に直面したかのような厳しい顔つきになっていた。その目はこれまでと違ってシュマリアを見ていない。

　直後、ナセルは肘かけ椅子からはじかれたように立ち上がると、目を円まるくしているシュマリアの腕をつかんだ。寝椅子に引き倒された時のことが瞬間的に甦よみがえってしまい、シュマリアは思わず抵抗しかけるが――

　――次の刹せつ那な、目を瞠みはって凍りついた。

　部屋の中が、突とつ如じよとして不気味なほど濃く深い紅くれない色いろに染まったのだ。まるで壁という壁が炎ほのおに巻かれているかのように。

　シュマリアは怯おびえて息を呑んだ。〈春の大祭ノールーズ〉での苦い記憶が瞼まぶたの裏にあざやかに甦る。

　同時にナセルの突然の行動のわけも悟さとった。彼はシュマリアを逃がそうとしたのだろう。

「……間に合わなかったか」

　推測を裏付けるかのように、ナセルは口くち惜おしそうに吐き捨てると、覚悟を決めた様子で円卓に立てかけていた長剣を手にした。

　シュマリアはその傍かたわらで、なぜ今まで自分は何も気づかなかったのかと痛烈に後悔する。

　これは〈聖せい灰はい〉の結界だ。バルク家ティムール族が得意とする星魔術シーミーヤの牢ろう獄ごくで、外界からは完全に隔かく絶ぜつされてしまうため、暗殺によく利用されるという。つまり――

　――ぐぉん！

　紅く輝く部屋の隅で、幻げん獣じゆうマルティオラの咆ほう哮こうのように空気が大きく唸った。

（来た！）

　一瞬の嵐の如き暴風と、逆巻く赤しやつ光こうが消えた後には、ひとりの青年が忽こつ然ぜんと現れていた。

　黒装束をまとった細身。右手には、彼の背の高さほどもある丸削りの黒い杖つえ。

　あざやかな赤い髪が、さらりと鎖さ骨こつの下あたりまで流れている。

　左目は――というよりも顔の左半面は真っ白な包帯をひたと巻いて隠されているが、右目は紫水晶の色をしていた。

　義兄の濃こ紫むらさきの瞳をシュマリアはとっさに連想する。歳の頃が近く、表情の乏とぼしいところも似ている。

　だが、アレスとこの青年では、決定的にまなざしの温度が違った。

　アレスのおっとりとした温ぬくもりのあるそれとは異なり、浮かばれぬ死者が変へん怪げしたという鬼神イフリートを思わせる幽ゆう艶えんな美しさを持つ青年の瞳は、凍るような冷たさをたたえている。無感覚なまでの冷れい酷こくさとでも言おうか。

　どこかでこれとよく似た瞳を見たことがある気がして――それが〈春の大祭ノールーズ〉で遭そう遇ぐうした、あの恐るべき暗殺戦士エンヴェルがひとを殺そうとしている時の冷たい瞳だと気づき、シュマリアは慄りつ然ぜんと震ふるえた。

「お初にお目め文も字じいたします。我が名はイドリス」

　青年はごく浅くだが丁てい寧ねいに一礼すると、その薄紫の右目を瞬まばたきさえせずに宣言した。

「主命により、あなたに報復しにまいりました。――ナセル・シャハザマーン・アーリ＝リベルダード殿」
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「――君は下がって」

　身動きしづらい華か美びなドトレースブ姿の上に、軍で支給される短剣すら帯おびてこなかったシュマリアは、ナセルの厳しい言葉に黙だまって半歩引いた。内心の悔しい想いを抑えこんで。

　しかし〈聖せい灰はい〉の結界だと気づいた直後から、一ヶ月前に目覚めたばかりの異能――〈星流の瞳ひとみ〉を起動させる準備にはかかっていた。〈星流の瞳〉はどんな星魔術シーミーヤの仕組みでもたちどころに見抜く。そうすればこの術を破って、表の騎士に助けを呼ぶことも可能だ。

　――一瞬だけきつく瞼まぶたを閉じて、ぱちりと音を立てる勢いでまた開く。

　それがこの一ヶ月間でシュマリアが編あみ出した、〈星流の瞳〉を発動させる自己暗示だ。

　年中発動させていると疲れてしまうから、普段は力を封印するよう訓練したのだが。

（あれ……ちょっと待って。やだ、何これ……？）

　部屋をぐるりと見渡して、シュマリアは愕がく然ぜんとする。

　以前、暗殺戦士エンヴェルが作った〈聖灰〉の結界は簡単な構成で、結界を作る場所にばら撒まかれた〈聖灰〉さえ除じよ去きよしてしまえば結界そのものも破は壊かいできたのに――これは違う。〈星流の瞳〉でいくら凝ぎよう視ししても〈聖灰〉そのものが影も形も見えない。

　代わりに紅あかく点滅して見えるのは、シュマリアでは解読不能な文字列だ。

　――これはきっと、エンヴェルの結界より強固な難なん物ぶつだ。

　直感してシュマリアは少し怯ひるむが、同時にわかったこともあった。

「王太子シエフザーデ殿下。あのひと、かなりの星魔術シーミーヤの遣つかい手――『星ほし詠よみ』です」

　ナセルにだけ聞こえるくらいの小声で伝えると、彼は振り返らずに頷うなずいてくれた。

　いつでも剣を抜ける構かまえで、ナセルは炎色の髪と包帯の青年に、しごく冷静な声をかけた。

「君の主人というのは、察さつするにバルク家の当主ザラスか？」

「シヴィト様です」

「なるほど。では、これは誰の報復なのだろう。――エンヴェルかい？」

　こくりと、イドリスは奴ど隷れいのような無表情のまま、幼ささえ感じさせる素そ朴ぼくな仕草で頷く。

　そして突然に動いた。

　漆しつ黒こくの杖つえを構えるや狩かりをする野生の獣けもののような思い切りのよさでナセルへと突っ込んでいく。ナセルは即座に鞘さやを捨てて剣を構えた。それを見て、シュマリアははっとする。

　がづっ！　という鈍にぶい音を立てて、ナセルの長剣とイドリスの杖がぶつかる。イドリスの杖は芯しんに鉄の棒でも仕込んでいるのか、刃が喰くいこむだけで斬きれはしない。

　二人とも背せ丈たけ・体格には大差がないためか、至近距離で交こう錯さくしたまま膠こう着ちやく状態になった。

「〈土星〉は呼ばう――神しん命めいを運び駆かけるもの！」

　その時、シュマリアはいちかばちかで術語を唱となえてみた。

　もしかして……という淡あわい期待に反して〈聖灰〉の結界はびくともせず、砂嵐ハムシーンじみた強風で壁かべを撫なでるだけに終わる。

　しかしシュマリアの風を契機に、ナセルはイドリスを鋭するどい蹴けりではじきとばして、間合いを再び開いていた。イドリスは一瞬たたらを踏ふむが、特に痛つう痒ようを感じたふうではない。

「――君は、エンヴェルの弟で子しか？」

　不意打ちじみたナセルの指摘に、初めてイドリスが表情を動かした。髪よりも色の濃こい眉まゆがわずかに跳はねる。だが答えた声は、先ほど宣戦布告した時と同じ、抑よく揚ようのないものだった。

「なぜ、そう思われるのですか」

「戦い方が似ている。何がなんでも敵を倒すという野獣の本能を感じさせて、迷いがない」

「……あの方に似ていると言われたのは、初めてです」

　エンヴェルの弟子という部分を、イドリスは否定しなかった。おそらく図ず星ぼしなのだろう。腹芸ができるような人間には見えない。

　ナセルのような計算高い演技力もなければ、アレスのように日常と舞台上で性格が正反対になることもなさそうな――なるほど、確かに動物的な印象のある青年だ。シュマリアはひそかに、よく躾しつけられた猟りよう犬けんを連想する。

「では」

　赤い髪の猟犬は、ナセルに一礼するかのように睫まつ毛げを伏せると、再び杖を握にぎり直した。

「ご慧けい眼がんに敬意を表して――あの方と似ていないところをお見せしましょう」

　イドリスは無表情のまま、ほんのわずか唇くちびるを動かす。

　シュマリアは彼の手て許もとで、魔力の気配が蜃しん気き楼ろうのようにゆらりと立ち昇るのを認めて叫さけんだ。

「ナセル様！　星魔術シーミーヤが来ます――！」

「――〈火星〉は導く。煉れん獄ごくの死者の凝ぎよう血けつ」

　その術は。シュマリアの碧へき眼がんにある種の驚きが宿るのと同時に、イドリスとナセルの間に身の丈ほどもある巨大な炎ほのおの塊かたまりが出現した。

「〈水星〉は潤うるおす――熾し盛じようなる世の渇かわき！」

　ナセルはすぐさま反対の属性の術を発動して、威い力りよくを相そう殺さいさせた。水の波は濤とうが一瞬で蒸じよう発はつして、煙えん幕まくのように蒸気が充満する。

　だが派は手でな炎の星魔術シーミーヤは、最初から目くらましのつもりだったのだろう。ナセルが次の動きを控ひかえたその隙すきに、イドリスは自分にもっとも有利な間合いに標的を引きずりこんでいた。

　しかしナセルもただの剣士ではない。頸けい椎つい破壊を狙ねらってきたイドリスの杖をすかさず低い姿勢をとってかわすと、逆に彼の懐ふところ――ナセルにとっての最上の間合いに飛びこんだ。

「――っ！」

　が、ナセルの動きは、突然途中で止まった。はっと瞠みはられた瞳が驚きに満ちている。

　剣を握っていた手が、死角から飛ひ来らいしたものに鞭むちのように打ち据すえられたのだ。不意打ちの痛撃でナセルが剣を取り落とす。直後にその鞭のようなものに手首を絡からめとられ、壁に強烈に叩たたきつけられた。

　ナセルの手首に喰いこんだそれは、イドリスの杖の先端から伸びた黒くろ鋼がね色いろの長い鎖くさりだ。

　――仕込み杖だ。

　杖の中に錘おもりつきの鉄てつ鎖さを仕込んでおいて、相手の意表をついた攻撃をする武器である。

　立ち上がりきれないナセルの頭上で、イドリスが無む慈じ悲ひなほど冷静に杖を振り上げ――

　――動きを止めた。

「そうよ。そのまま動かないで。武器を捨てて」

　ひそかにイドリスの背後に回ったシュマリアが、彼の包帯の巻かれている方の横顔に突きつけたのは、先刻ナセルが打ち捨てた鞘だった。

　鞘とはいえ全体は硬かたい木製だし、一部には金属もあしらわれている。立派な鈍どん器きだ。

「ただの寵ちよう姫きではないと思っていましたが――」

　ベールイザールでほぼ完全に隠されているシュマリアの顔をちらりと見やって、イドリスが特に動揺したふうでもない声こわ音ねで呟つぶやいた。

　抑揚がないせいで、次に何を仕掛けてくるのかまったく読めないのがひどく不ぶ気き味みである。

「もしや、騎士ですか？」

「動かないでと言ったはずよ！」

　叫ぶように声の調子を気強く保ち、シュマリアはドトレースブの陰で足を踏ふん張ばる。

「私は今すぐにでも、あなたの頭骨くらいは粉ふん砕さいできる自信があります。あなたこそ、武器を捨てた方がよいのでは」

「っ……わたしだって、この距離からなら、あなたを確実に撲ぼく殺さつするくらいできるわよ」

「――君がそこまでする必要はない」

　相打ちも辞さないという覚かく悟ごで言い放はなったシュマリアの言葉を、優美な声が咎とがめる。

　ナセルが、剣を拾って立ち上がっていた。

　割れたこめかみから流れる血をぬぐいもせずに、射殺さんばかりの視線でイドリスを睨にらむ。

「イドリス。君こそ今一度考えてみるといい。私が君の心臓を貫くのと、君がこの状況を脱するのと――どちらが簡単か」

　イドリスは沈ちん黙もくした。

　――だがなぜか、ナセルの言葉に考えこんでいるのとも少し様子が違うようだ。

　彼のすぐ背後にいるシュマリアは、イドリスの耳じ朶だで何かが光っていることに目を留めた。

　彼の右目にそっくりの色合いをした紫水晶のかけら――星せい石せきだ。〈星流の瞳〉に、ピアスの内部で渦うず巻まく魔力が視みえる。通信用の星石だとシュマリアは見抜いた。他の場所にいる仲間から連絡が入ったのか。

　やがてイドリスは、何かを諦あきらめたように呟いた。

「――わかりました、『ゴラン』」

　ゴラン。

　その言葉を耳にした刹せつ那な、ナセルが刃で胸を貫かれたように大きく瞠どう目もくした。

　直後、イドリスの姿を、突とつ如じよとして生まれた強風が包みこんだ。星魔術シーミーヤの風だった。

　その小さな嵐あらしに身体からだをはじかれて、きゃっと悲ひ鳴めいを上げながらシュマリアは床にしりもちをつく。風が治まり、ナセルが駆け寄ってきてくれた時には、〈聖灰〉の結界もイドリスの姿も、まるで悪い夢だったかのように忽こつ然ぜんと消えていた。

「大だい丈じよう夫ぶかい？　とんでもないことに巻きこんで悪かった」

「いえそんな、わたしはどこも大丈夫ですから。ナセル様の方が、さっき壁にぶつけて――」

　心配顔のナセルと間近で向かい合った途端、シュマリアは、さあっと蒼あお褪ざめた。こめかみからの鮮せん血けつは止まることを知らずに流れ、彼の美び貌ぼうの左半面を凄せい惨さんな深しん紅くに染めている。

「大変なことになってるじゃないですか！　座ってください、すぐに癒いやしますから！」

「君が傷に口づけてくれたら、早く治る気がするけど」

「そんな冗談を言ってる場合ですか！」

〈聖灰〉の結界は周囲と切り離された異空間なので、あれほど激しく戦ったにもかかわらず、室内は襲しゆう撃げき前と変わらず整然としている。

　ナセルにはそばにあった寝椅子に座ってもらった。シュマリアは大急ぎで、銀の水差しに汲くみおかれていた水で布を濡ぬらすと、この世にひとつしかない宝石細工でも磨みがくかの如き慎しん重ちような手つきでナセルの顔を清めた。

「ここで押さえててください。表の騎士様に、公館付きの癒し手を呼んでもらいに――」

「その必要はない」

「何を言ってるんですか、早く警護を強化してもらわないと。また襲おそわれたら、怪け我がじゃ済みませんよ!?」

「そんなに慌あわてなくても、イドリスはたぶん今夜はもう来ないよ。彼の戦い方を見るに、こちらが警護を強化するとわかっていても来るほど、自分の力に絶対の自信を持っていない。あの傲ごう慢まんなエンヴェルの弟子にしては控えめで慎重だけど――一種の従じゆう者しや気質というものかな」

「……数分しか顔を合わせてないのに、どうしてそこまで見抜けるんですか？」

「これでも小さな頃から、厭いやになるほど色々な人間を見てきているから」

　そういえば、このひとは王族の中の王族だ。命知らずな戦士の如ごとき戦いぶりや、優雅な容姿とは裏腹の大胆すぎるほどの行動力を目まの当たりにしていると忘れそうになるが。

　彼の言葉に納得はしたものの、まだ騎士を呼びたい気持ちの残っているシュマリアの手を、ナセルは力をこめて握って引き止める。

　――その手の熱で、互いの身体の距離の近さに初めて気づいて固まるシュマリアをよそに。

　ナセルは内緒話の口く調ちようで囁ささやいた。

「それに今の襲撃のことは、キール君や公館の人間には秘密にしたい」

「！　そんな、どうしてっ」

「このフーシャング市は、二ヶ月前、ファラグが紛ふん争そうを片付けたばかりのガウダ平原にある。私が――『帝政アシェラートの王太子シエフザーデ』がバルク家の戦士に襲われたと知れたら、今度はここが戦場になりかねない。こんな掠かすり傷如きで、そんな大事に発展されたら、その方が私はやり切れないよ」

　――ガウダ平原は『くすぶりつづける曠こう野や』と呼ばれている。

　ひとたび揉もめ事という名の小さな火花が生まれれば、たちまち戦火という名の炎が燃え上がってしまう危険地帯という意味だ。ナセルは、自分さえ痛みに耐たえれば、その「火花」を生まずに済むと言っているのだ。決して浅い傷ではないのに、なんでもないことのように笑って。

　その姿に……無む性しように胸が締めつけられてしまった。

〈春の大祭ノールーズ〉で身を捨てるような戦い方をしていた時にも思ったが――どうしてこのひとは、自分が傷つくことに無む頓とん着ちやくなのだろう？　見ているこちらが、苦しくなってしまうほどに。

「もちろんバルク家とは決着をつける気ではいるけれど、今はまだその時機ではないんだ。準備も整っていないし。――君なら聞き分けてくれるね？」

「……そういう言い方は、ちょっとずるいと思います」

　つい唇を尖とがらせてしまったシュマリアを見て、ナセルはごめんと謝あやまりながら頭を撫でて宥なだめようとしてくる。その笑顔が、また胸にしみた。なんだか泣けそうになってしまう。

　――私は、バルク家を滅ほろぼしたくないと思って動いている。

　ナセルは以前そう口にしていた。

　帝都貴族や東とう領りよう総そう督とく府ふの間では、帝国に楯たて突くバルク家など絶ぜつ滅めつさせてしまえという意見が大勢を占しめる。そんな中で、ナセルのようにバルク家のような少数民族と和解することこそが帝国のためになると考え、行く末が非常に困難なことを知りながらも、平和な関係になるための対話への道を探しつづけているひとは稀まれだ。

　しかも王太子シエフザーデ殿下である。だからシュマリアは――

「あの。バルク家を救う計画――今はどんな感じなのか、聞いてもいいですか？」

「着実に前進はしているよ。バルク家の破壊活動の最大の切り札であり精神的な象徴でもあるエンヴェルを倒せたからね。最後の一手の前に、やるべきことはあと少しだ。――君と君のお兄さんが肩身の狭い想いをしないでもよくなるように、がんばるよ。信じて」

　――バルク家ティムール族の血を引く者として、ナセルの存在がとても嬉うれしいのだ。彼を大きな希望のように思っている。

　だからこんなにも、怪我したり死にかける目に遭あう彼を見るのがつらいのだろうか……。

「……ええと」

　いつも冷静なナセルが、めずらしく戸惑ったような声を落としたので、シュマリアは瞬まばたきしながら顔を上げた。

「それは、君なりの色仕掛けと受けとっていいのかな」

　首をかしげて、はにかむような苦笑いのナセルの視線の先を追い――顔に一気に血が昇った。

　自分がいつのまにか、両手でぎゅっとナセルの手を握り、懐ふところ深く押し抱いていたことに気づいて。火傷やけどでもしたように慌てて、ナセルの手を押し戻す。

「ご、ごめんなさい……つい！　ついうっかりなんです、ごめんなさいっ」

「ついうっかり、なに？」

「……そこにつっこまないでください、お願いですから」

　意地の悪い問いかけに唸うなる。

　つい――怪我をした仔こ猫ねこを抱きしめたくなるような気持ちと、何かを祈るような想いが相そう乗じようして、衝動的な真ま似ねをしてしまった。恥ずかしくて、とてもではないが顔が上げられない。

　ナセルもいつものように茶化してくれればいいのに、なぜか不意に沈黙して、シュマリアを真ま面じ目めに見つめているようだから困る。

　沈黙に耐えきれなくなったシュマリアは、大きな咳せき払ばらいを何度もして強ごう引いんに話を変えた。

「さっきのイドリスというひと――たぶん〈烙らく印いん持ち〉だと思います」

　視界の端で、ナセルがやわらかな微笑ほほえみを消して、ぴくりと眉を動かすのが見えた。

「兄さんが前に〈烙印〉を使って発動させていた術を使ってました。わたしも軍で少し調べたんですけど、あの炎の術は攻撃系としては最高位で、聖撰軍で一番優秀な星詠みでも、あんなふうに簡単に使うことはできないそうです。だから、たぶん――」

「――本当に、よく勉強しているようだね」

　やさしい声。瞳を上げると、ナセルは学生を褒ほめる教官のような笑顔を浮かべていた。

　よくできました――と頭を撫でられて、シュマリアは、ナセルはすでに今彼女が言った内容には気づいていたのだと悟さとる。だてにバルク家の問題に取り組んではいないということか。

「星魔術シーミーヤの腕うでも上げたよね？　治ち癒ゆ術じゆつも上手じようずだけれど、さっきの〈聖灰〉の結界を破壊しようとした風の術も、以前見たのより安定していたし」

「最近、軍での勉強をがんばってるんです。……とか言いつつ、さっきはあまりお役に立てなかったヘタレですけど」

「卑ひ下げするのはよくないな。私は君には充分助けられているよ。――さっき名前を呼んでくれただろう？　すごく元気が出た。手も握ってくれたし」

「っ……ふざけてる場合じゃないですよ、もう」

　怒った顔はしてみせたが、ナセルがいつもの気品がありながらも親密な風ふ情ぜいに戻ったことにシュマリアは内心ほっとしていた。

　寝椅子からゆっくりと腰を上げたナセルは、傷の消えた右手を優雅に差し伸べてくる。

「もう暗くなっているし、君もいったん戻った方がいいだろう。お兄さんたちが心配する」

「警護はどうするんですか？」

「ここにいる間は、表のだらしない騎士の彼に添い寝でも頼むよ。彼はあんななりだが、案外私の考えをわかってくれているし。君と違ってむさ苦しいし、近くに置くと鬱うつ陶とうしいほどかさばるのが難点だけどね」

　散々な言いようだが、ナセルがあのだらしがない騎士を側そつ近きんとしてある程度認めていることは、シュマリアにもなんとなく察せられた。親しみの裏返しの悪口という厄やつ介かいな代しろ物ものには、旅団にいる性しよう悪わる楽師に慣らされているから。

「またおいで。ただし今度は、もっと君らしい装よそおいで。そうしたら、私がここに来た本当の理由を教えてあげてもいい」

　指を絡からめて手を引かれていたシュマリアは、はじかれたように顔を上げた。

「あ――でも待ってくださいナセル様、今わたしにそんなことを言ってしまったら」

「――キール殿に報告されて、まずいんじゃないかって？　大丈夫だよ。私は君の口を封ふうじる言葉も知っているから」

　ナセルは自信たっぷりに言いながら、不意に上体をかがめた。身構えるシュマリアの黒くろ髪かみを覆おおうベールイザールに唇がふれそうなほど顔を近づけて。

「この話は、君にしかしていない。このことは、君と私だけの秘密にしよう」
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　逆に色仕掛けをされてしまったかのような微妙な心地ここちで、後ろ髪を引かれながらも二階に戻ると、深刻な顔つきのキールにいきなり怒ど鳴なられた。

「遅い!!」

「……は!?」

　シュマリアは面めん喰くらって、外はずしたばかりの分ぶ厚あついベールイザールを取り落としてしまった。

　金きん箔ぱく貼りのランプの灯あかりの下。出先だというのに生き真ま面じ目めに書類仕事と格闘していたらしいキールの、怜れい悧りそうな面おも差ざしに浮かぶ表情は鋭いが、シュマリアは怯ひるむことすら忘れて、彼のいる黒こく檀たんの机に、ばん！　と手をついた。

「なんで遅いって怒られなきゃいけないんですか！　色仕掛けしろとかいうんなら……そ、の」

　下へ手たすれば、もとい上う手まくいってしまったら、ひと晩そのまま――ということもある。

　そこまで考えてしまってシュマリアは慌てて口を噤つぐむ。今何を考えた、自分！

「何を破は廉れん恥ちな想像をしている」

「……っ！　元はといえば、すけべな命令をした閣かつ下かが悪いんでしょうが！」

「誰が助すけ平べいだ!?」

　最初は冷ひややかにつっこんできたキールだったが、シュマリアに不名誉なことを叫ばれるとすぐに声を大きくして立ち上がった。顔に似合わず意外と短気か。












　しかし至近距離からシュマリアを見下ろしたキールは、ふと秀しゆう麗れいな眉をひそめた。

「待て。服装が乱れているが、おまえまさか――」

「！　こ、これはナセル様のお手伝いで部屋を片付けてたら、敷物キリムにつまずいてしまって」

「迂う闊かつだな、まったく。無用の心配をさせるんじゃない」

「…………はい」

　噓うその理由を信じてもらえたのは好都合だが、遠えん慮りよのない物言いには微妙に腹が立つ。

　清せい潔けつな表情を見るに悪意だけはないようだが、それが却かえってたちが悪い。シュマリアは引き攣つるこめかみを指で揉もんだ。

　ナセルといた時間の緊きん張ちよう疲れやらが、今になって肩に重くのしかかってきている。空腹も相まって、もはや声の刺とげ々とげしさを隠す気力もなかった。

「だいたいですね、王太子シエフザーデ殿下には閣下の企たくらみなんて最初っから見抜かれてましたよ？」

「だろうな」

「……だろうな、って。それはどういう」

「聡そう明めいな方だ。私が何か仕掛けてくることなぞ、最初から予想していただろう」

　駄目でもともと。ナセルもキールがシュマリアを派は遣けんした理由をそう分析していたが、実際本人の口からそうでしたと教えられると改めて憤ふん激げきする。こっちは決死の覚悟だったのに。

「あのですね閣下！　そんな駄だ目めでもともとな作戦で、わたしが本当にその――危ない目に遭ってしまったらどうする気だったんですか!?」

「その心配はない」

「どうしてそんな澄まし顔で、ないって言い切れるんですか!?」

「ナセル殿下は、王太子シエフザーデというお立場をわきまえられた方だからだ。無む闇やみに女に手をつけて中央宮殿ダルガーフをゆるがす種を蒔まくような真似はしないとわかっていたから、おまえのような嫁よめ入り前の娘でも送れたんだ。そのくらい簡単に想像できるだろうが。――できなかったのか？」

　心底不思議そうな顔で訊きき返してくるキールに、シュマリアは、ぽかんと口をあけた。

　冷ややかさを甦よみがえらせつつある白銀色の瞳をまじまじと凝視して、どうにかうめく。

「だったら、なんで色仕掛けなんて言いだしたんですか!?」

「試したところで、空振りに終わるのはわかっていたからだ。だが、もしかすると殿下の動揺を誘って、意外な情報を引き出せるかもしれないと思ってな。――試してみたのか？」

「試してません!!」

　これまた真顔で訊たずねてくるキールに、誰が試すかという気持ちをこめて否定する。

　ナセルに手て籠ごめにされる演技を仕掛けられた時以上に、シュマリアはがっくりときた。

（いや、このひとも大概どうかと思うけど……一番阿あ呆ほうなのは、やっぱりわたしか）

　結局、ひとりで動揺して右往左往していたのだから。

　しっかりしようと決めたはずなのに、これではあまりにも情なさけない。キールのあんまりな説明不足への瞬間的な憤激が去ると、シュマリアは自分への苛いら立だちと無念さでどんよりした。

　そこへ、急せかすように言われる。

「そんなくだらんことより、王太子シエフザーデ殿下とお話はできたのか？」

　――来た。

　どんよりと絨じゆう毯たんの起毛をつまんでいたシュマリアは、ひそかに表情に緊きん迫ぱく感かんを取り戻す。

　自分は東領聖撰軍の舞師。キールは上官だ。背はい信しんは本来なら許されない、けれど。

　――私は君の口を封じる言葉も知っている。

　まったくもってナセルの言う通りで、悔くやしい気持ちにさえなってしまうが。

　彼の行動の最終目的が『バルク家との和解』だと信じている以上、その妨さまたげになるような真似をすることは、シュマリアにはできそうになかった。

　腹をくくって立ち上がり、シュマリアはキールの目を見ないようにして噓をついた。

「……フーシャング市のことを、主に話しました。雑談として、ですけど」

「よし。では、死ぬ気で思い出して説明しろ。一字一句違たがえずにだ」

「一字一句って、そんな無茶な」

「なぜ無茶なんだ？」

「…………」

　おそらくキールは、同じことをやれと言ったら難なくやれてしまうのだろうとシュマリアは直感した。色仕掛けの件の説明不足といい、キールは自分と同じくらい相手も物事を理解しているはずだ――否、理解しているべきだと考えている節ふしがある。

「曖あい昧まいなところも結構あるかもしれないですけど、そんなでもいいんですか？」

「許す。ああ、座って話してもいいぞ。むしろそこに立っていられると邪魔だ」

「…………はい」

　ナセルの性格と話し方をよく覚えていたのと、フーシャング市のことを出発前にがんばって調べておいたのが幸いした。たどたどしくではあるが、感覚を研とぎ澄ませているキールに疑念を抱かれない程度には会話をでっち上げられたことは、シュマリアの溜りゆう飲いんをわずかに下げた。

　――解放されたのは二時間あまり後。

　途中、先せん刻こく着替えを担当した侍じ女じよが軽い夕食を用意してくれたが、匙さじの上げ下げひとつまで厳しく注意してくるキールとの対話を続けながらの食事だったので、ろくに味わう余裕もなかった。昔通わされて半月で音ねを上げた行儀作法教室を思い出す、あの雰ふん囲い気きたるや。

「たたたたた……」

　正座で痺しびれた足を半ば引きずるようにして歩きながら――そういえば、ナセルは決して「つらい」や「痛い」を口にしないなと思い出す。

　右う翼よく棟とうへとつながる橋はし廊ろうの途上で振り返り、シュマリアは黒い影になった木こ立だちの向こうにそびえる左翼棟に目を向けた。〈星流の瞳〉で視ても異常はないことに胸を撫で下ろし――

（……あ。さっき、ナセル様におやすみなさいって言いそびれたな）

　ふと青い瞳を揺らした。思わず踵きびすを返しかけて、はっと我に返って立ち止まる。

　滅めつ多たにないことに、せっかく同じ場所で夜を迎えられるのだから――と思うと今からでも走っていきたくなるけれど。

　そんなちっぽけな理由で、またいろいろと難しい問題を抱えこんでいそうなあの王太子シエフザーデ殿下を煩わずらわせることはしたくなかったから。シュマリアは彼のいる部屋の窓を見上げて、口の中で祈るように「おやすみなさい、ナセル様」と呟くだけに留めた。
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『ゴラン』――とイドリスは呟いて去った。ナセルはその名に鋭く反応していた。

　不思議な響ひびきの名前だ。少なくともアシェラート風ではない。男性の名前だろうか？

　後方支援の舞師とはいえ、シュマリアも軍の人間だ。賞金首や問題人物の情報は軍施設の壁に『軍内新聞』と一緒に貼られているので、一般人より詳しい自信はある。それでも、ゴランという名は初耳だった。

（イドリスの仲間なら、バルク家ティムール族の人間かしら。でもティムール族というより、東方からの流る民みんっぽい名前だし……）

　バルク家ティムール族の名前は、皆アシェラート風だ。『ゴラン』は違う。では『ゴラン』は何者だろう。他部族の協力者か？

　バルク家ティムール族の反帝国活動には、同じように帝国の統治に不満を抱いている少数部族が、かなりの数、秘ひ密みつ裡りに協力していると言われる。〈春の大祭ノールーズ〉での第二王子ファラグ暗殺未み遂すい事件の陰にも、そうした少数部族の協力があったという噂うわさだ。

　――しかし『ゴラン』が単なるバルク家の協力者だとも思えない。

　理由は、『ゴラン』と耳にした時のナセルの表情だ。衝しよう撃げきを受けていたのは確かだが――それと同時に、どこか悲しそうにも見えた。

　宴うたげでシュマリアが案じたナセルの翳かげりのある様子と、それはどことなく似ていた。

　けれど『ゴラン』の何が、常に余裕の微笑みで本心を悟らせない彼から、その余裕を奪ったのだろう……？

「シュマリア」

　聞きなれた声。隣で椅い子すを引く音。その動作の静かさで、誰だかすぐにわかる。

　むせないよう、食堂で供された軽い朝食である、蜂はち蜜みつをからめたトウモロコシの焼パンをしっかり飲みこんでから、シュマリアは口を開いた。

「おはよう兄さん。今日は調子どう？　平気？　なら、わたしの分のスープも食べちゃってくれる？　なんだか食欲なくて」

「ん。――昨夜はどこに行ってたんだ？」

　手渡そうとした、まだ湯ゆ気げのこもるトマト風味の鶏とり肉にくスープの水面がわずかに揺れる。シュマリアの手が、一瞬ぴくっと震ふるえたのを反映して。

　しまった。ナセルの秘密に思い巡めぐらすのに夢中で、言い訳を考えてこなかった――と表情を強こわ張ばらせるシュマリアの前髪に、アレスが麻薬を嗅かぎつける犬のように鼻先を寄せてくる。

「薔ば薇らの香りがする」

　軽く身構えていたシュマリアは、それで完全に硬こう直ちよくした。

　キールの手配で放りこまれた薔薇風呂の残り香がに違いない。が、どう言い繕つくろおう。

「ナセル様の匂においもする」

「え!?　やだうそ、ほんとに!?　――……って待って、それってどんな匂いなの？」

　つい自分の髪の匂いを確かめてしまったが、思い直すに、昨夜のナセルは湯ゆ浴あみしたばかりで香こうの類たぐいはまとっていなかったはずだ。冗談で抱きよせられた時のことは、自分でも、なぜそこまで――とつっこみたくなるほど細かい部分まで鮮明に覚えているから確かである。

　するとアレスは無表情に。

「噓だ。やっぱり、ナセル様に会いに行ったのか」

　うっと反論に詰まりながらも、なんとかごまかせないか必死で頭を回転させていると、アレスは淡たん々たんとした口調で追い討ちをかけてきた。

「シュマリアのことで、俺が気づかないことはないぞ。忘れたか」

「…………忘れてません」

　この義あ兄には、他人にはさらっと無関心そうに見えて、意外に面倒見がよい。幼おさななじみのディアスとドライドのことも、昔からまとめて弟のように世話している。

　その秘めたる愛情の恩恵にもっとも浴よくしているのは、間違いなくシュマリアだが――

「キール閣下はシュマリアを『〈春の大祭ノールーズ〉の時のナセルの様子を訊くために呼んだ』と仰っていたが、やはり噓か。キール閣下の命で、ナセル殿下に会いに行かされたのか？」

　――アレスは、怒ってはいない。

　ただ、隠し事をしてほしくないと願っているのだ。指きりで約束した通り。

　義兄の静かな瞳から一いち途ずな想いを感じとったシュマリアは、洗いざらい白状してしまった。

　キールのご無体な作戦から、ナセルに秘密だと囁かれた昨夜の襲撃のことまで。すべて。

　多少良心は咎とがめたが、アレスなら絶対に他人に言いふらしたりはしないし、シュマリアの魂たましいの一部のような存在なので、許してほしいと心中でナセルに許しを請こう。

「というわけなの。でも誤解しないでね兄さん、別に何もおかしなことは――……ってあれ？　兄さん？」

　相あい槌づちが途と絶だえていたことに気づき、シュマリアはいじいじと匙さじで皿の上のオリーブの実を転がしていた手を止める。

　隣にいたはずのアレスが、忽然と消えていた。

　厭いやな予感がして見回すと、硝子がらす張りの扉とびらを開いて外に出ていくアレスの背中を発見した。

「ちょっと兄さん、そんなすごい速度でどこに行くつもり!?　まだゆで卵が残って――」

　殻からも剝むかれていないそれをシュマリアは思わず手にとり、慌てて義兄を追った。

　中庭に降りたアレスは、振り返らず、いつもより低めた声で返事だけしてきた。

「ちょっとボコボコにしてくる」

「誰を!?」

「ナセル様と言いたいところだが――元げん凶きようはキール閣下だからな。閣下だ」

「やっぱり!?　待って、それはまずいよ！　一応あんなでもわたしたちの上官なんだしっ」

　アレスはちょっと黙もつ考こうすると、わかったというように頷いた。だが安あん堵どしたのも一瞬。

「じゃ、ボコくらいで」

「結局殴なぐるの!?」

「俺の義妹いもうとにふしだらな真似をさせた報むくいだ」

　さっきは怒っていなかったが今は完全に怒っている。顔は相変わらず無表情でも。

　生みの親より育ての親なのか――監かん察さつ官かんの父マスウドの持つ「悪人には鉄てつ拳けん制裁」という攻撃的気質を、アレスは無表情ながらも意外と忠実に受け継いでいる。

　昔シュマリアが神殿学校で（これは後で知ったことだが）アレスに特別に可か愛わいがられているのを嫉しつ妬とされて、女子生徒数名に妙な嫌いやがらせを受けたことを知った時に、平手打ちで断だん罪ざいした過去がある。彼女たちの両親や神殿学校の教師に叱しつ責せきされた時も、アレスは「女子でも卑ひ劣れつなことをした場合は罰ばつせられるべきだ。それに俺は拳こぶしでなく平ひら手てでぶった。手加減はした」と大真面目にのたまったものだ。

　だからシュマリアは本気で焦あせっていた。アレスなら、本気でキールを殴る。

「兄さんいいってば、そんなことしたら除隊処分になるし！　わたしキール閣下には――まあ機会があれば一度引っ叩ぱたいてやりたいとは思うけど――今は怒ってはいないから、ね!?」

「俺は今怒ってる」

「――なに義兄妹きようだいでぐちゃぐちゃ揉めてんだ。この季節に暑苦しい」

　突然、雑ぞう言ごんが飛んできた。

　ぐるりと首をめぐらすと、石造りの簡かん素そな四あず阿まやに、金きん褐かつ色しよくの髪の男がかったるそうに座っていた。服は楽師らしく白を基調とした軽装。飴あめ色いろの腰帯には、愛用の銀笛の袋。そばには真しん鍮ちゆうと硝子でできた水みず煙草たばこの道具を置いている。

　――喉のどが命の吹すい奏そう楽がく師しだ。いつものように煙草の葉は入れず、味つけされた水煙の清せい涼りような喉越しを楽しんでいるだけだろうが。

「なんだジハールなの？　ここは喫きつ煙えん所じよじゃないのに何やってるのよ、朝から」

「君は馬ば鹿かか。喫煙所なんか行ったら、おしゃべり好きで物好きのおっさんたちにナンパされて無む駄だに疲れるだけだぞ」

　夜明け前のこの時間帯でも外さない色いろ眼め鏡がねの向こう、髪と同じ色の瞳に、こちらを小ばかにしたような表情を浮かべている。ジハールは冷めた目をアレスにずらして問うた。

「で。どうしたアレス。めずらしく、誰かタコ殴りでもしに行くみたいな面つらだな」

「似たようなものだ」

「ほう、そうか。じゃあ俺も手伝ってやろうか？」

「ええ!?」

　手伝うなよというのと、基本的に自己中心的なジハールが他人の手伝いを買って出るなんてという二重の驚きで、シュマリアは目をまるくしたが。続くジハールの言葉は、殴りたくなるくらい彼らしいものだった。

「最近、新しい曲を作ってな。実験台が欲しかったんだ。名づけて『これを聴くと、七日七晩白い仮面をつけて斧おのを振り回す殺人鬼に追いかけ回される夢を見る曲』」

「長い」

「兄さん、つっこむところはそこじゃないでしょう!?」

「やっぱり長いか？　じゃ適当に、仮題『フーシャング街の悪夢』とでもしとくか」

「ジハールもいい加減にし――」

「まあ冗談はともかく。アレス、君はそこの昨夜会合を欠席した上に朝っぱらから浮かれた髪型をしている色気の足りない舞姫にはもう、ダリヤール先生が話してくれた『第二の目的』のことは教えたのか？」

　長い指に挟んだ水煙草の煙管きせるでぞんざいにシュマリアを指して、ジハール。

　それだけ言うのに無駄な悪口が多いと騒さわぐシュマリアの横で、アレスは気まずそうに。

「ん」

「『ん』だけでわかるかよ。俺は君と通じ合ってる義妹いもうとじゃないんだぞ」

「ん。忘れてた」

「本気で馬鹿か君は。――レイニーさんからも何も聞いてないのか？　シュマリア」

「そういえば、兇きよう賊ぞくがどうこうとは言ってたかも。かもだけど」

　ジハールに「浮かれた髪型」呼ばわりされた、二つに分けて高い位置でくくった黒髪を揺らして小首をかしげる。作成者のレイニー命名『黒くろ兎うさぎ風もてかわ髪』。

　――黒い兎ってすごく艶つやっぽいと思うの。シュマリアちゃん、真似してみない？

　そんな誘い文句に、つい乗せられたのだ。いつも舞の衣い裳しようや化け粧しようを見立ててくれるのはレイニー故ゆえ、その感性を全面的に信用して。

　ともかく、レイニーがシュマリアの髪を結ゆいながら鼻はな唄うたまじりに話していたことといえば。

「あとは――『空そら知しらぬ月つき』？」

　空知らぬ月――地上にある月。

　意味の詩的な美しさにナセルを連想したせいで、灼やきついていた言葉が口をついて出た。

「そう言うがシュマリア、君は『空知らぬ月』が何かは知ってるのか？」

「何ってジハール、馬鹿にしないでよ。宝石でしょ？」

「君は馬鹿か。ただの宝石で聖撰軍が動くわけなかろう。伝説級に大きいアルマダリヤだ」

　――アルマダリヤ？

「シュマリア、君、今手に持ってるゆで卵を軽く握ってみろ。そうだ。その拳くらいの大きさがあるアルマダリヤらしいぜ」

「ええ!?　こ――こんなに大きいの!?」

　爪つめの先ほどの粒つぶでさえ、シュマリアの給料三ヶ月分より高いといわれるアルマダリヤだ。

　こんな、誰かを撲殺できそうなくらい大きなものとなると――

「レイニーさん曰いわく、五十億ラハムは下くだらないらしいぜ」

「五十億!?」

　卒倒しそうになるシュマリアの横で、アレスが淡々とつっこむ。

「ジハール。正確には、最低でも五十億ラハム、では。『空知らぬ月』が最高級の『流れる水のような』透明度で表面に瑕きずがなかった場合には、その五倍の値がつくと、レイニーさんは昨夜言っていたはず」

「んなもん別に適当でもいいだろ。正確な知識を授さずけたところですぐ忘れそうな、脳がスカスカの綿わたでできた舞姫に説明してるんだし」

　衝動的にゆで卵を投げつけてやりたくなったが堪こらえる。食べ物を粗そ末まつにしてはいけません。

「――それで、その『空知らぬ月』がどうしたのよ？」

　ジハールが呆あきれたような半眼になった。

「君は本当に話を聞いてなかったんだな。それとも実は、まだ目を開けて寝てるのか？」

「失礼な男ね。だって今思い出したけど、レイニーさん『空知らぬ月を狙ってる兇賊がいるらしいの。シュマリアちゃんも出かける時は気をつけてね』としか言ってなかったわよ？　カイさんと朝市に行くって、すぐに出かけちゃったし」

「あのひとも相変わらず適当だな。――いいか、俺はケチだから一度しか言わないぞ。その『空知らぬ月』が、近々この街で取引されるらしい。それを狙ってうじゃうじゃと兇賊が寄ってきたせいで街の治安が悪化してる、だから地元警シ察フ隊ナの兇賊退治に協力してやることになったんだと。やたら勿もつ体たいつけてた『第二の目的』とやらは。だっせえ話だけどな」

「五十億ラハムが絡んでるのに、ださいってことはないでしょ」

「馬鹿でけちな兇賊を相手にしなきゃならないんだぞ？　充分ださいっつの」

「――……でも協力はいいけど、どうして旅団が援軍に選ばれたのかしら？」

　兇賊やたちの悪い幻げん獣じゆうを退治するのは聖撰軍の役目だし、旅団にはダリヤールをはじめ遣い手は多い。しかし旅団は本来、前線で戦うことを前提にしていない部隊だ。少なくともシュマリアには、こんなふうに積極的に兇賊退治を求められたのは、初めての出来事だ。

　かったるそうに煙管をくわえて勝手にひと息入れているジハールに代わり、アレスがゆったりと口を開く。

「聖撰軍の他の部隊は、今、幻獣退治と紛争鎮ちん圧あつで手一杯だそうだ」

「あーなるほど。それで最後の手段の奥の手で、うちの旅団が駆かり出されたのね？」

「最後の手段と、奥の手は、同じ意味だが。その通りだ」

　無表情に頷くアレスは、先刻の憤激の嵐は忘れてくれた様子だ。納得とともに、シュマリアは胸を撫で下ろし――

「ああ、これは言い忘れてたか俺？　『空知らぬ月』を密売しようとしてるのは、活動資金の調達を狙ったバルク家の人間らしいってな」

「――っ!?」

　ジハールのかったるそうな補足で、再び凍こおりついた時だ。

　突然――朝のせいせいとした静けさを、鍋なべを麺めん棒ぼうでガンガンと殴りつけているかのような高らかな金属音が破ったのは。

　公館内にあまねく響きわたるその音が、三人の表情に緊張の色を走らせる。これは東領の大きな街では共通の、危機を報しらせる合図だ。そして響くのは伝令の声。

「緊急命令、緊急命令！　兇賊らしき男どもが『宝飾品バザール』で暴れているとの通報！　当直の方は至急武装して現場に急行してください！」







　――今夜は『宝ほう珠じゅの民とアルマダリヤ姫』の気分かな。

　昨夜聞いたナセルの言葉が、先刻から繰り返し頭に反響していた。結局兇賊退治そのものには参加できず『宝飾品バザール』の手前に設営された天幕の前で「後方支援のための待機」「封ふう鎖さした通りの見張り」という名目の待ち惚ぼうけを食わされている、シュマリアの頭に。

　――『空知らぬ月』という名の、密売アルマダリヤ。

　単なる偶然の一致とは思えない。バルク家が関係しているのなら尚のこと。

　では。やはり。――考えこんでいたシュマリアの視界の隅で、ふと気になる動きがあった。

　目を疑って振り返る。

　だが今、通りを封鎖すべく赤い太い綱つなを張った向こう――物見高い見物人たち小山の中に、確かに『あのひと』がいた。

「ディアス、ドライド！　わたしちょっと消える！　先生たちには適当に言っておいて！」

「……え？　ええ!?」

　一緒に留守番をしていた幼なじみの楽師たちに叫んで、返事も待たずに綱をくぐり抜ける。

　気弱なディアスは狼ろう狽ばいしているが、髪と瞳の色以外は彼に全然似ていない弟のドライドは対照的に、のんきに送り出してくれた。

「なんか美う味まいもの見つけたら、五人分買って帰ってこいよー。それで許すぜー」

「――多っ！」

　思わずつっこみつつ友情に感謝。人ごみを泳ぐようにして突破する。

　路地裏で追いつき――シュマリアは、彼の短上着アバにしがみついた。彼が振り向く。

　今は金色に輝いている虹にじ水ずい晶しょうの瞳が、シュマリアの空のように青い瞳とぶつかった。

「ナ――……『シフル様』」

　寸前で彼が〈春の大祭ノールーズ〉で使っていた偽ぎ名めいに言い換えると、青年はシュマリアの機転に感心した様子で、形のよい眉をつり上げた。

「よく気づいたね。髪を染める手間を省はぶいたのは、やはり失敗だったかな？」

「そういう問題じゃないですよ！」

　ちっとも悪びれずに呟くナセルを、シュマリアは思わず叱り飛ばしてしまった。

　目の粗あらい白麻のシカャミツスに、つるばみ色の短上着アバ。金きん髪ぱつはターバンクフイーヤで綺き麗れいに隠している。

　――〈春の大祭ノールーズ〉で、シュマリアが初めてナセルと出逢った時とほぼ同様の変装だ。わからない方がおかしい。

「何をしてるんですか、こんなところで、しかも独ひとりで、昨夜狙われたひとが！」

「まあまあ落ち着いて、黒兎さん。声がちょっと高いよ」

　黒兎。言われて今日の髪型を思い出す。

　多少子供っぽい気もするけど、動きやすいからいいか――とつい先刻までは思っていたのだが、ナセルを前にするとその『子供っぽさ』の方が強烈に心配になって、顔が硬かたくなった。

　言葉に詰まったシュマリアの背を押して、ナセルは朝なお薄暗い脇道へと身をひそめる。

　……上着一枚を隔へだてて感じたナセルの、意外と硬い手の感触に、ついどきりとしてしまう自分をふがいなく思う。

　窓のない白い壁に挟まれた隘あい路ろは、どれも違う種類のバザールに続くようになっているのだが、ここは駱らく駝だが通れないせいか人ひと気けが少ない。道端にでんと無神経にそびえる棕しゆ櫚ろの木の陰で、ようやくナセルの手と緊張から解放された。

「――それで、王太子シエフザーデ殿下。こんなところで何をなさってるんですか」

　シュマリアとしては、精一杯怖い顔と声を作って問い詰めたつもりだったのだが――悲しいことに、あまり威力はなかったらしい。

　ナセルは余裕ありげな態度を崩くずすことなく、逆に試すように問いかけてくるから。

「ただの散歩。と言ったら信じる？」

「絶対に信じません」

「じゃ、首輪つきの散歩だと言ったらどうだろうか」

　怪け訝げんな顔をしたシュマリアに、ナセルは悪戯いたずらっぽく笑むと、顔の横にかかる髪をかき上げて耳朶をさらしてみせた。白く清潔な耳には、小さな薔薇の花のようにカットされた透明なアルマダリヤの耳飾りがつけられている。

「これで私の居場所は、常にあの騎士殿に筒抜けなんだ。いざとなれば連絡もとれるし」

「じゃ、殿下に何かがあったら、あの――騎士様がすぐに来るってことですか？」

　無ぶ精しよう髭ひげでだらしがない騎士が――と、つい言いそうになったのを、寸前で踏みとどまる。

「ああ。彼は普段は怠たい惰だな驢ろ馬ばのようだけど、本気で走ると豹ひようのように速いんだ。運動関係ならたいてい一等賞のファラグでも勝てなかったそうだよ。ツケの溜たまってる店の主人に追いかけられた時は、さらに速度が上がるとか」

　あのだらしない騎士らしい話だが、信用度は確実に目め減べりするような逸いつ話わを披ひ露ろうすると、ナセルはなんとも言えない複雑な顔になっているシュマリアを改めて見下ろして――

「ところで、それは東領聖撰軍の軍服？」

「はい。……あの、でも、あまりじっと見ないでくれませんか」

「どうして？　活発そうで、昨夜の媚こびた衣裳よりも君らしいと思うけど」

　そういう問題じゃなくて――と、シュマリアは小さくなって前髪を掻かく。

　黒を基調として袖そでや襟えりに銀の釦ボタンや飾り布をほどこした軍服は、男性用のそれの下衣を膝ひざ上うえ丈たけの袴サルワールに替えただけという色気のない代物だ。しかも色々な秘密の理由でかさばる上着がごついせいか、小柄で迫はく力りょくのない自分には着こなせていない気がするので、どんな服装をしていても見ているだけで目の保養になるナセルの前では、どうしても居心地が悪い。

「――それよりナセル様、さっきのわたしの質問に答えてないですよ」

「答えてほしい？」

「あたりまえです。あと、それだけじゃなくて――……密売アルマダリヤのことも」

　その時ナセルの瞳に一条の光のように差しこんだのは、こちらの反応に満足したかのような表情だった。シュマリアの推測は正解らしい。

『ゴラン』についても指摘しようかどうか迷ったが――とりあえず、がさつに切りこんでいい問題ではなさそうなので言げん及きゆうを避けた。今は、まだ。

「君は一応、私の言葉をちゃんと覚えていてくれるんだねえ」

「当然です。というかこのくらい、誰でもわかります」

「確かに。ではこれから、君はどうするのかな？」

「どう……というと？」

　質問の意い図とをつかみきれず、シュマリアが頼りない目でナセルを見上げると、彼はもてあそぶかのような笑みを浮かべた。

「ひとつ、とてもわかりやすい暗示はしてあげたんだ。さすがにこれ以上は、無条件では教えてあげられないよ。王家の機密に関わることだしね。聞き出したいのなら、君なりのがんばりを見せてほしいなと思う」

　そういうことか。シュマリアはうっかり酸すっぱい葡ぶ萄どうをつまんだ時のような顔になった。

　ナセルは根本的にはやさしいが、ただやさしいだけの好青年ではないということを久々に想起させられる。

「なんなら昨夜みたいに、色仕掛けでもいいよ？」

「絶対にしません！　というかあれは色仕掛けじゃありませんっ」

　悪趣味な戯ざれ言ごとだけはきっぱりと退しりぞけたが、シュマリアは内心頭を抱かかえてしまった。

　ナセルから――今、自分の目の前で、実に楽しそうに微笑している複雑な性格の王太子シエフザーデから、首尾よく何かを聞き出すなんて。おそらくは、あのキールですらできなかったことだ。軍での成績が中の中のシュマリア程度の知性で、どうにかなる程度の難題とは思えない。

　けれど知りたい。このままナセルを独りで行かせたくない。

　奥底の本音を読ませない虹水晶の瞳を、もどかしい想いで見上げた時、ふいに甦ったのは。

　――でも本当は騙だましたりしたくなかったんです。

　昨夜、シュマリア自身がナセルに訴うつたえた言葉だ。

　そうか――そうよねと、自分で自分に頷く。悩むことなんてなかったんだ。

　激しい砂嵐が通り過ぎた後に、澄みきった青空を見つけた時と同じ清すが々すがしさが、シュマリアの身体に広がった。それでいつも以上に透明感を増した青の瞳でナセルを見上げれば、彼はほんの一瞬驚いたようにも見えた。

　無論ナセルのこと、すぐに常の余裕ありげな様子を取り戻してしまったけれど。

「その顔だと、少しは考えてみたようだね。どうする？」

「考えたというか……という感じですけど。――ナセル様。教えてください」

「……随分と直球だね」

　苦笑いされてしまって一瞬怖おじ気けづくが、今はとりあえず言うだけ言ってしまえという勢いの方が勝まさった。駄目でもともと。昨夜と同じか。それもまたよし。

「だってわたしは、ナセル様と駆け引きみたいなことはしたくないですし――こう言ったら軍の人間失格だとは思うんですけど――王家の秘密を探り出して、キール閣下に報告したいわけでもないんです。……知りたいのは、ただ、あなたのことが心配だからで」

　ナセルがわずかに目を瞠みはった。今の言葉は予想していなかった、そんな雰囲気だ。

「私が心配？」

「そうです。殿下がまた独りで無茶なことをして、〈春の大祭ノールーズ〉の時や昨夜みたいに危ない目に遭うんじゃないかって思うと、わたしは気が気じゃないんです」

「…………」

「もちろん殿下が何をするつもりかを知っても、わたしが役に立てるかどうかはまた別問題だっていうのはわかるんですけど――それでも、殿下が独りで危険に身をさらしているのを見過ごしたくないです」

　せっかくこんなふうに、そばにいるのに。奇き蹟せきのように。それは寂しすぎる。

「だからもし、足手まといでなければ。殿下がこの『風月都市』で何をするつもりか教えて、協力させてください。お願いします」

　――照れと羞しゆ恥うちは、想いのままに言い放ってしまった後に襲ってきた。

　今のはシュマリアの偽いつわらざる願いだ。けれど胸の中で反はん芻すうすると、子供っぽいくらいの率直さや言葉のつたなさが猛烈に恥ずかしくなってしまう。本当は駆け引きが「したくない」のではなく「できない」だけなのに、妙に開き直ったような発言でもあったし。

　早くも後悔しはじめた勢いで、発言を撤回するより先に。

「――君はいい子だ」

　ナセルの美しい顔に浮かんだのは、どうしようもなく自分の足許にしがみついてくる仔こ犬いぬを見つけてしまったかのような苦笑いだった。ぽん、とやさしく頭を撫でられる。

「しかも、意外と交渉が上手だ。ただし相手は私限定だけど」

「え。……あ、ということは？」

「君の知りたいことを教える代わりに、君は私に貢献するという交換条件で行かないかい？」

　交換条件。意味ありげな流し目。反射的に身構えるシュマリアに、ナセルは飄ひよう々ひようと告げた。

「そんな怯おびえた黒兎みたいな目をしなくても、色仕掛けをしろとは言わないよ。ただ少し、私に協力してくれればいいだけさ」
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　三階の高さから『宝飾品バザール』を見下ろすと、ひとの表情がよく見えないせいか、大がかりな人形劇でも観覧しているかの如き気分になる。さしずめ演目は、主人公がばったばったと盗賊を薙なぎ倒す『アリーと百人の盗とう賊ぞく』か。

　白しら々じらとした建物に挟まれた広小路には砂すな埃ぼこりが舞い、あちこちで怒ど号ごうが飛び交っていた。

　バザールの店舗で人ひと質じちを盾たてに立て籠こもっていた兇賊が、また一人、荒縄でがんじがらめに縛しばられているのが見えた。

「あの看板まで金ぴかの店の前で兇賊を叩きのめしているのは、君のお師し匠しよう様かな？」

「――あ、そうです、あの長髪と髭はうちの先生です。その隣の全面硝子張りのお店の前で、にこにこしながら今三人を峰打ちにしたのも、うちの旅団のカイさんですね。カイさんは一刀遣いが専門なんですけど、うちの中では先生の次に強いんですよ」

「君のお兄さんもいるのかい？」

「ええと――あ、あそこです！　十時の方角。わっすごい、今の身体さばきかっこいい！」

　小神殿の窓から大きく身を乗り出して、シュマリアはつい今まで以上に自慢する口調と大きな声で実況解説をしてしまう。ナセルが一瞬だけ微妙な顔をしたことには、少しも気づかずに。

　それからしばらくしてシュマリアは、隣に並んだナセルの横顔をうかがった。

　――兇賊退治の様子が見たい。

　というのが、ナセルの出した『交換条件』だった。

　バザールに通じる路みちは地元警シ察フ隊ナによって完全に封鎖されているため、ならばとシュマリアはこの小神殿を選んだのだ。石造三階建ての小神殿は隣の『銅製品バザール』に面した壁に裏口があるので、そこからよい子には真似させられない小技で侵入して。

　出発前にフーシャング市の情報を調べたのが、役に立ってよかったとは思ったが。

「あの。王太子シエフザーデ殿下――そろそろ、わたしからも質問していいですか？」

「ちゃんと名前で呼んでくれたら許そうかな」

「………………ナセル様」

　妙に恥ずかしい注文で早々にへこたれそうになりながらも、勇気を振り絞って呼ぶ。

　シュマリアの赤い頰ほおを眺ながめて、楽しそうに微笑んでいるナセルがちょっと憎にくらしい。

　――軍服の胸に手をあてて、シュマリアは気持ちを落ち着けようと努める。

　甘い笑みと戯ざれ言ごとにはぐらかされている場合じゃない。わたしはこのひとが無茶しないよう見張るために、追いかけてきたんだから。

「ナセル様は、どうして兇賊退治を見たいと思ったんですか？」

「単なる野や次じ馬うま。と言ったら信じる？」

「絶対に信じません」

　先刻もこれとよく似た会話をしたなと思いながら、シュマリアはきっぱり首を振る。

「この目で確かめたかったんだ。『空知らぬ月』をめぐって争っている兇賊が、どんなものか」

「確かめるだけ――ですか？」

「なに。ここから兇賊を雷らい術じゆつで黒くろ焦こげにするとでも思ったの？」

　目を合わせぬまま意地悪げに問い返されたシュマリアは、なぜかざわめく気持ちで、今またバザールへと目線を落としているナセルの横顔を見つめる。

　――何かを探しているような目を。

　ここにあるはずはない。けれど探さずにはいられない――そういうものを探している目だ。

　もしかして『ゴラン』を探しているのだろうか。そう思うと追及が躊躇ためらわれてしまう。『ゴラン』と耳にした時、ナセルの美貌にはありありと苦痛の表情が浮かんでいたから。

「――……それより。ナセル様は、密売アルマダリヤのことだけが目的でここに来たわけじゃないですよね？」

「どうしてそう思うんだい？」

「だって密売アルマダリヤの取引を阻そ止ししたいだけなら、帝都から東領に、王太子シエフザーデと第七宰さい相しようの権威を使ってちょっと要よう請せいするだけで済みそうじゃないですか。それに……バルク家が、アルマダリヤの密売に関わってるとも聞きましたし……」

　しかも昨夜は、そのバルク家の〈烙らく印いん持ち〉に襲撃されたのだ。無関係とは思えない。

　シュマリア自身もバルク家の血を引くため、ナセルに罪悪感のようなものを覚え、つい表情が沈んでしまうが。

「君のせいじゃないんだ。引け目に感じることはないよ」

　そんなごくさりげない言葉で、ナセルは彼女の心をさらりと慰い撫ぶしてくれた。

　……たぶんシュマリアは、彼のこういうところに弱い。すごく。

「君は今まで、バルク家ティムール族がこうまで帝国と対立している根本的な理由を、軍や神殿学校ではどんなふうに教えられてきた？」

　一方ナセルは、窓際の壁に優雅に背もたれると、思いがけないところから話を始めた。シュマリアは軽く面めん喰くらいながら答える。

「信じてる宗教が違うからだって教わりましたけど。そうじゃないんですか？」

「それなら帝国はとっくの昔に信教の自由を認めているのだし、停戦合意くらい結べていてもいい頃合いだよ。――本当の理由は、バルク家が昔から所有している帝国最大のアルマダリヤ鉱脈にある。その所有権をめぐって、帝国はバルク家とこの世でもっとも醜みにくくて血ち腥なまぐさい争いを繰り返しているんだ」

　ひどく皮肉めいた響きが、ナセルの美声と笑みを暗く彩いろどる。

　こういう時、彼の美貌は妖あやしいまでの艶つやを帯びることをシュマリアは経験で知っていたのに、それでも否いや応おうなしにどきりとさせられた。

「バルク家はバルク家で、質・量ともに帝国最高峰のアルマダリヤを密売することで、莫ばく大だいな戦争の資金を賄まかなっている。帝国に比べればバルク家ティムール族の規模ははるかに小さいから普通なら物量差でさっさと決着がついてしまうところなのに、ここまで争いが長引いてしまっている理由もまたアルマダリヤにあるという、なんとも嘆なげかわしい堂々巡りなんだよ」

　――この世にアルマダリヤがある限り、そして帝国がバルク家所有の鉱脈を諦あきらめない限り、戦争は続くということか。うっすらと想像しただけでも鬱うつ々うつとする話である。

「でもアルマダリヤを売るには、買ってくれる人間が必要だ。さて、誰がアルマダリヤを買っていると思う？」

「え？　それはやっぱりお金持ちの、貴族とか大商人じゃ――」

　シュマリアが思いつくお金持ちはその程度だったのだが、なにげなく口にした直後にはっと息を呑のんだ。ということは、貴族が。

「その通り。賢かしこいね」

　にこりと笑ってシュマリアを褒めたかと思ったら、ナセルは今度は一いち抹まつの嘲あざけりをこめた口調で話を続けた。

「アルマダリヤは古来より富と権力の象徴だ。中央宮殿ダルガーフに昇殿を許された見み栄えっぱりの貴族の中で、バルク家が密売したアルマダリヤを身につけたことのない者はいない。つまり帝都貴族がバルク家という帝国の宿敵を養っているようなものなんだ」

「……そっか。貴族が買ってるから、密売アルマダリヤの出所は表に出てこないんですね」

　ナセルの話を聞いていて初めて気がついたことだが――アルマダリヤが密売されているという話自体は軍内でも何度か耳にしたのに、その採さい掘くつ地ちがどこかという情報は不思議なほど聞こえてこなかった記憶がある。

「そう。皆で口を閉ざしているし、関係者の口をがっちり封じているからね。でも買ったことをひた隠しにするだけなら可愛いものさ。中には、密売アルマダリヤを賄わい賂ろとして受けとる代わりに、バルク家の破壊活動に便べん宜ぎを図はかった貴族さえいる」

「！　まさか――」

「事実だよ。――〈春の大祭ノールーズ〉で、バルク家の暗殺戦士があっさり中央宮殿ダルガーフに入りこんできただろう？　あれはバルク家に警備の穴を教えた不届きものの貴族がいたせいだと、最近わかったんだ。だから私は、二度とあんな悲惨なことにならないよう、今度こそアルマダリヤの密売そのものを根絶するためにここに来たんだ。王太子シエフザーデと第七宰相の権威をふりかざして、小うるさい帝都貴族の口をふさいで、ついでに名前を出せないちょっと難しい方にも頭を下げて」

　凄せい艶えんで威い圧あつ感すらある流し目は、やさしいナセルとは別人のようだが、彼の裏表の使い分けようは〈春の大祭ノールーズ〉で経験済みなのでシュマリアは戸と惑まどいはしなかった。

　いやむしろ内心では、ナセル様怖いけどかっこいい、なんぞと頭のネジのゆるんだ感動の仕方さえしそうになっていた。感覚がズレてきている自分を、シュマリアは内心戒いましめる。

　何考えてるんだ、馬鹿。これは真面目な話なのに、ふわふわしてる場合か。

「ファラグ殿下は、このことは……？」

「もちろん知ってるよ。出発前にしつこいくらい説明を強要されたしね」

　シュマリアは胸を撫で下ろした。ナセルは王太子シエフザーデなのに（まさに今そうしているように）見ている方が怖くなるほど果か敢かんに単独行動をとるが、謹きん厳げん実じつ直ちよくなファラグがそれを了知しているのなら、少しは安心感がある。

「あ――それじゃ、もしかして殿下も『空知らぬ月』が取引されるという話を聞いて、この『風月都市』に来たんですか？」

「そう。『空知らぬ月』の話や柘榴ざくろ石いしの流通の増え方などを分析した結果、バルク家が、最近はここを密売の拠点にしていることがわかったんだ」

「柘榴石？　――アルマダリヤじゃなくて柘榴石なんですか？」

「出所が怪しい密売アルマダリヤは、しばらく闇やみで流通させて、巧たくみに出所をわからないようにしてから貴族たちに売り渡される。でもアルマダリヤと同じ鉱脈から大量に見つかる柘榴石は、アルマダリヤよりはるかにありふれているから、気軽に昼のバザールで取引されるんだ。バルク家はここで、アルマダリヤのついでに柘榴石もさばいているようだ」

「なるほど。さばいてるのは――まさか、イドリスとか？」

「どうかな。彼は戦士としては優秀だけど、商売に向いているようには思えないし、密売は別の人間が担当しているのかもしれない」

　――別の人間。

　もしかして『ゴラン』が？　――とシュマリアはどうしても連想してしまうが。

「……ってナセル様。さりげなくそこで何をしてるんですか」

「うん？　だって、バザールでの捕り物はもう終わったようだし、君も納得してくれたみたいだし。暇な時にすぐそばにふわふわしたものがあるなと思ったら、つい手が伸びてしまうのが人情じゃないかな」

　困ったねえこの手――とまるで他ひ人と事ごとの口調で言いながら、ナセルはシュマリアの黒髪を指に絡めて遊ぶのをやめようとしない。髪から伝わってくるくすぐったい感触に、シュマリアは妙に落ち着かない気分にさせられた。どうしてこのひとはこう、悪戯なんだろう……。

「わたしもふわふわ系は好きだからその気持ちはよくわかるんですけど……でもあの、前まえ触ぶれもなく撫でられるのは……ちょっとびっくりするし、困ってしまう、かも……」

「撫でさせて、と先に言ったらよかった？」

　――からかわれているのだ。いい加減学習して、冷静に対処しないと。

　そう頭では思うのに――くせの強い黒髪を軽やかに絡めとっているナセルの指や、今までよりだいぶ近い距離に迫っている彼の微笑みを目にしてしまうと、あっけないほど簡単に理性が崩れて、鼓こ動どうが跳ね上がってしまうのだ。赤い頰で、ほとほと困り果てていると。

　――ひやり、首筋に冷たく刺さる視線を感じた。

　身震いし、急いで窓の外を振り返ったが、初夏の明るい陽ひ射ざしを浴あびた家々の屋上や窓辺には怪あやしい人影は見当たらない。

　誰かに、狙うように見られた気がしたのだが、気のせいだろうか……？

「どうしたんだい？」

　気弱な仔犬のように敏びん感かんな反応をしていたと思ったら、急に硬直してしまったシュマリアを不ふ審しんに思ったらしく、ナセルは彼女の髪をもてあそぶ手を離して顔を覗きこんできた。

　本気で心配そうな色を浮かべる彼の瞳に、シュマリアがなんとも説明しようもなく、不安げな顔のまま曖あい昧まいに首を振ると。

「……そういえば、君と君のお兄さんは、バルク家ティムール族の血を引くことをまだ旅団のひとたちには秘密にしてるのかい？」

　ふと思い出したように、ナセルはそう訊ねてきた。

　答えたくないなら答えないでもいいよ――という気き遣づかいが言外に感じられる、さりげない声音とまなざしに、シュマリアは却って正直な気持ちにさせられる。

「また巻きこんだら『悪い』じゃ済まないし、言わなくちゃねって兄さんと話してはいるんですけど……言いづらくて、実はまだ」

　もそもそと白状する。〈春の大祭ノールーズ〉での事件も今回の密売アルマダリヤもバルク家の仕し業わざなので、なんとも告白しづらい雰囲気を感じて、気が引けてしまうのも事実だと。

「なんだ。それなら大丈夫だよ」

　ぽん、とシュマリアの頭を撫でて、ナセルは軽快だが軽薄ではない口調で請うけ合った。

「バルク家と一番仲が悪くて性格もよくない帝政アシェラートの王太子シエフザーデでさえ、君たちの血筋を知っても態度を変えていないだろう？　君と付き合いも長くて善良そうな仲間なら、不安に思う必要はないよ、絶対に」

「……ナセル様」

「万が一駄目だったら、二人まとめて私のところに来ればいいよ。君は私専属の舞師として雇やとってあげるから」

　ナセルらしい冗句に、思わずシュマリアは悩み顔を笑みでほころばせてしまった。

「あれ、でも専属にしてもらえるのはわたしだけなんですか？　兄さんは……」

「実は雇いたくないんだよね。仕方ないから、靴くつ磨みがきと使い走りでもしてもらおうかな」

「そんな!?」

「冗談だよ。――そろそろ帰らないと公館でキール君が騒ぎそうだし、行こうか？」

　おいで――と笑顔で手を差し伸べられて、シュマリアはつい磁石で引き寄せられたかのように素直に腕を伸ばしてしまった。そういう引力のある、明るく魅み惑わく的な表情だったのだ。
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　ナセルに励はげまされたから――というわけではないが、やさしく背中を押されたような気分がきっかけにはなって。

　兇賊退治で図らずも地元警シ察フ隊ナより活躍してしまった旅団員たちが、脅きよう威いを感じた目にさらされながら戻ってくると、シュマリアはまず義兄を捕まえて相談を持ちかけた。そして。

「御おん師し」「先生」

　小さな部屋を借り切っての昼食の席で、義兄妹で同時に切り出した。

「今さらですが――〈春の大祭ノールーズ〉で俺とシュマリアがバルク家の起こした騒ぎに巻きこまれたのは、偶然ではなく、俺たちがバルク家の血を引くが故だったのです」

「でも曾ひいお祖ば母あちゃんから血を引いてるだけで、うちの家族は誰もバルク家の反帝国活動に協力したりはしてないんです。本当に！」

　簡潔すぎて誤解まで生みそうなアレスの言葉を、シュマリアがいちいち補足しながら、事件の全貌を〈烙印〉――バルク家が強きよう靭じんな炎の戦士を作るための秘ひ儀ぎがアレスにほどこされていることも含めて、残らず打ち明けた。

　――皆の当惑ぎみな表情から、シュマリアは口を閉じた後に長い沈黙が訪れるのを覚悟していたのだが、それは意外なほど短かかった。

　ごとりと音を立てて橙とう花か水すいの硝子杯を置いたジハールが、いつもとまったく変わらぬ皮肉っぽい口調で言いだしたからだ。

「ほう、それはいいことを聞いた。軍のお偉えらいさんに黙っててほしかったら、一週間以内に五十億ラハムよこせ――っいてて。カイさん拳で殴るなよ、軽い冗談だぜ？」

「どこが軽いんだ。いいから君は、この重い空気を読む」

　悪びれない顔で後頭部を押さえるジハールを、いつになく厳しい顔で睨にらんで、カイスタンはダリヤールへと藍あい色いろの瞳を向けた。

「先生は知ってたみたいですね？　冷静な顔してますけど」

「うそっ!?」

　思わずシュマリアは叫んでしまった。ダリヤールは眉み間けんに浅い皺しわを刻きざんだまま、

「うむ。本人の口から聞いたのは、今が初めてだが――薄々予想はしていたからな」

「予想って……」

「シュマリア、考えてもみなさい。東領聖撰軍がバルク家に嫌われているのは確かだが、それならおまえたちだけが狙われるのはおかしい。では――と考えたら、おまえたちとバルク家の間に特別な関係があったと考えるのが自然だろ？」

「それじゃ……どうして今まで黙っていてくれたんですか？」

　ジハールの軽口のお蔭かげで、場の緊張感が妙みょうに薄らいでいたため、シュマリアもさして抵抗なく口を挟めた。――それを狙ってわざとあんな軽口を叩いたのなら、ジハールも意外にいいところがあると思うが、なにしろ普段の言動が極ごく悪あくなだけに、そう簡単には好意的に受けとってやれないものがある。

　まじまじと凝視されたダリヤールは、首筋をかきつつ、どこか照れたように言った。

「私にもふれられたくない過去や秘密の一個や千個はある。ましてや、おまえたちは繊せん細さいな年頃だ。ならば下手に問い詰めるよりも、おまえたちが自分から言いだす時を待つ方がよいと思っていたのだ。――たとえバルク家の血筋でも、おまえたちが私の素す直なおで可愛い弟で子しだということには変わりないとも思ったしな」

　ダリヤールには千個も秘密があるのかというのは気になったが、何があっても受けとめてくれそうな懐ふところの深さを感じさせる微笑の前では、些さ細さいなことだった。

　おまえたちはどうなんだ？　――とダリヤールは、仲なか睦むつまじく肩を並べているカイスタンとレイニーに目で問いかけると。

「お兄さんは平気だよ。バルク家なんかより、もっとヤバいお友達もいるしね」

「お姉さんも平気よ。こういうとんでもないお兄さんと、昔から仲良くしてるから」

　悪戯好きな双ふた子ごのように、よく似た温あたたかな笑顔を並べて言われた。

　君たちはどう？　――とレイニーが、こちらは並べるとより似てない部分が際きわ立だつディアスとドライドの兄きよう弟だいに目で問いかけると。

「俺もそんなの気にしないぜ、今さら。俺はすごく美味いスープなら、途中で虫が入ってるのに気づいても普通に食べちまう男だし」

「……ドライド。その喩たとえはちょっと微妙なような」

「つっこみが細かいなあ兄貴は。そういう兄貴はどうなんだよ」

「僕……？　僕はそもそも、血筋がどうこうで他人を判断できるほど、大層な人間じゃないし……シュマリアとアレスみたいに、僕みたいな奴にもやさしくしてくれるひとを、そんな理由で嫌いになれる資格がそもそもないとも思うし……」

「長いし暗いぜ兄貴」

　ぽつぽつと自じ虐ぎゃく的なことを言いながら、ひとりでどんどん表情を暗くしてしまうディアスに、ドライドがめずらしく微妙な顔になって、これもめずらしく的確なつっこみをしている。

　最後に、あんたはどうよ？　――とドライドが、かったるそうに椅子にもたれたジハールへと無む邪じや気きな瞳で問いかけると。

「このクサい流れに俺まで参加しろってのか？　どんな嫌がらせだそりゃ」

　……そう来ると思った。

　ぬるい空気を煙けむたがるような辟へき易えきとした口調。色眼鏡の奥には冷めた目。皮肉屋のジハールらしいと言えばらしい反応だが……。

　シュマリアの軽い失望ぶりに気づいたカイスタンが、また笑顔を消してジハールを睨んだ。

「ジハール、これは大事なことだから、ちゃんと口で言わないと駄目だよ。しかも君はさっき悪趣味な冗談を言って顰ひん蹙しゆく買ってるんだし」

「俺はこの世に生まれた時から、他人にどう思われるかなんざ気にしてませんよカイさん……っててて。そう何度もどつかんでも」

　拳で殴られた後頭部をぼりぼりかきながらジハールは、全員がじっと見つめる中、厭いや々いや渋々といった色をまるで隠さずに口を開く。

「まあな……俺の実家も結構ドロドロだからわかるが、家族や一族に問題があると、それだけでかなり精神的にくるだろ？　なのによくがんばってきたと思うぜ、君たちは。そんなけなげな君たちを、バルク家の血続きってだけで嫌いになれるほど俺は鬼き畜ちくじゃない、とだけは仕方ないから言っておいてやる」

　口調は相変わらずかったるそうだが、内容は思いがけず心に響くもので、誰にでも口が悪く普段弟子いびり（標的は主おもにディアスだが）をしている男の言葉とは一瞬信じられなかった。

「なんだ？　俺を見つめたいなら拝顔料払ってからにしろよ」

「った！　何するのよっ」

　色眼鏡をかけた横顔をまじまじと凝視していたら、半はん眼めで振り返ったジハールに指で額ひたいをはじかれた。ちょっと見直したと思ったら、すぐこれだ。まったく性格が悪いったら。

　そんな具合に、すっかりいつもの旅団の空気になったところで、レイニーが元気よく立ち上がって「冷さめちゃったから紅茶チャイを淹いれ直すわ」と言えば、カイスタンが「お兄さんはお姉さんを手伝うよ」といつもの笑顔で手を貸す。仲のよいふたりの動きに紛れて、好き嫌いの激しいジハールがスープに入っていたアオガラシのかけらを捨てようとしたのを、ダリヤールが再び眉間に皺を刻みつけて厳格な母親のように注意している。

　――予期を上回るおおらかな皆の反応に、シュマリアは周囲の騒がしさに紛まぎれて、ぽつりと呟いてしまった。

「……いや、でもなんか拍ひよう子し抜けしちゃったね兄さん」

　ほっとするを通り越して脱力してしまうほどだ。あんなに悩んだのに。

　アレスは肩の荷が下りたとでもいうように、くたりと樫かし木き製の椅子にもたれて頷く。

「だが、シュマリアが泣かずに済んでよかった」

「ちょっと、それじゃまるでわたしが泣き虫みたいじゃない」

「違うのか。シュマリアは昔から、感動すると、すぐ泣く」

「…………」

　実はひそかにジハールの発言前まで少し瞳が潤うるんでいたシュマリアは、反論の言葉を失う。せめてもの反撃にアレスの脇わき腹ばらを軽くつつくと、かすかに笑って頭を撫でられてしまった。

　ともあれ、胸の底に沈んでいた鉛なまりのような想いは無事に解消された。ありがとうと言う機会を逸いつしたのは心残りだったが、それは後で一人ひとりに告げようと胸中で決めて。『ゴラン』のこともこんなふうに、さらりと聞けたらいいのに――と、内心ひそかに思った。
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　大きな懸けん案あんが無事に片付いてほっとしたので、ナセルに報告したくなった。

　それに彼が王太子シエフザーデで滅多に逢えないひとで――という事実を考えてしまうと、こうして幸運にも同じ場所にいられる間は一瞬でも多く彼を見ていたくなって、焦りのような想いにもかられてしまうのもある。

（昨夜も今朝も、あんなに話せたのに……だんだん贅ぜい沢たくになってるな、わたし）

　まずいな――とぽりぽりとこめかみをかいて、今け朝さナセルとつないだ手を見つめる。

　北領の旅団にいる憧あこがれの舞姫に握あく手しゆをしてもらった時には、それこそ舞い上がらんばかりの感動で、もうこの手は洗わない！　と思ったものだが。

　ため息をつく。――これは、洗って、綺麗に洗い流してしまわないといけない気がした。

　ナセルは帝政アシェラートの王太子シエフザーデ、美貌も知性も最高級品で、欲しいものはなんでも手に入る環境に、后こう妃ひリアーネのお腹なかの中にいた時から恵まれているひとだ。

　シュマリアのような一介の舞師風情に本気の関心を寄せるはずがない。ナセルにやさしく扱われるたびに、もしかして……なんて馬鹿な勘違いをしてしまいそうになるけれど。

　――そんなはずはないのだから。夢ばかり見ては、いけないと思う。

「……あれ？　シュマリア、どこに行くの？」

「ちょっと公館の中をひとっ走りしてくる。夕飯までには戻るから！」

「……いいけど……今練習終わったばかりなのに、元気だね」

　今日もあまり元気のない表情のディアスに、呆れとも感心ともつかない口調で見送られた。

　いつもの体力作りのための走りこみと違って、ふわふわとしている自分に気合いを入れ直すために走りだしたのだが、すぐに身体を動かすことで得られる単純な楽しさに支配された。

　風と月、そして四季咲きに品種改良した薔薇を名物とするオアシス都市だけあって、公館内には至いたるところに種類や色ごとに分けて育てられた薔薇の茂しげみがあり、走るにつれて流れる景色を華はなやかに彩ってくれている。

　ただ……白い薔薇や金色の薔薇を見るたびに、彼を思い出すのが悩ましい。

　……駄目だ。全然吹っ切れてないし。

　持て余している自分のいっぱいいっぱいな気持ちを、振り切るように速度を上げ――

「――あれ。ダリヤール先生？」

　広大な中庭でも左翼棟寄りの、あまり人ひと気けのない一角に、予想外の姿を見つけた。

「シュマリアか。何なに故ゆえにここに？」

　微妙に詰まる。ただの走りこみと言ってしまうには、始めた動機が不純すぎたので。

「……か、風に誘われたということにしてください。先生こそ何をしてるんですか？」

「精神統一だ」

　大きく枝の張り出した、静かで心地よさそうな柘榴の木こ陰かげでゆったりとあぐらを組んでいたダリヤールは、昼寝を終えた獅し子しを思わせる風情で立ち上がる。

「私に心法を授けてくださった御師が、万象の理ことわりを身につけて巌いわおの如き不動の心、不動の姿勢を保たもてば、いかなる攻撃も当たらず心もまた揺らがないと語られていたのでな。最近は、暇を見つけては精しよう進じんしているのだ。これを極めれば人心透視、未来予知すら可能であるとも言われていたのだが」

「……ええっと。先生待ってください、そのへんでわたしはもう何がなんだか」

「む。初級者には難解だったか？」

　他愛のないお喋しやべりは苦手だ――とダリヤールは常々口にしているが、こと専門分野になると立て板に水である。そこもまた、老ふけた哲学者じみて見える理由かもしれないなと多少失礼なことも思いながら、シュマリアはあまり質に自信のない脳のう漿しようをしぼって考えてみる。

「えっと、要するに――いつも冷静でいるための訓練、ってことですか？」

「冷静というより、平常心を保つ訓練だな」

　違いがよくわからないが、わからないなりにその言葉にぴんときて、シュマリアは思わず歌うように声を上げた。

「あ！　もしかしてそれが、先生がいつも落ち着いて見える秘ひ訣けつだったり!?」

「いや。別に私のこれは生まれつきの性しよう分ぶんだが」

「……なんだ違うんだ……」

「む。どうした。何か悩みがあるのか？」

　いつも通りの落ち着いた雰囲気のダリヤールが、身長差のせいで首が痛そうなシュマリアを気遣って、芝生しばふに片膝をついてくれる。親が小さな子供と視線の高さを合わせるように。

　自分よりも下の位置に来たダリヤールの黒い瞳を見つめて、シュマリアは切り出した。

「いや、悩みっていうほど深いものじゃないんですけど……どうしたら、先生みたいにかっこよく、いつも落ち着いていられるのかなと思って」

　ぽつぽつと口にした途端、ダリヤールは不ま味ずそうな顔をして口の端を曲げてしまった。

　彼の眉間に深い縦皺を見つけたシュマリアが、わたし何か変なことを言ったかしら――と小首をかしげると、ダリヤールは広げた手を振って。

「ああ、すまん。カイやレイだと、今のおまえの言葉の後にすぐ『でも落ち着きすぎてるから老けて見られるんですよ先生』と続くのでな。つい身構えてしまった」

　今年で三十一歳にしては風格がありすぎて、初対面のひとには軽く三十九歳くらいには見られることを一応気にしていたのか。ちょっと可愛い。シュマリアは失礼ながら顔がゆるみそうになるのを必死でこらえた。

「しかし突然だな。何かきっかけでもあったのか？」

「まあ、一応――」

　ナセルといる時に、いつも翻ほん弄ろうされてしまう自分が厭いやだというのもあるが。そもそもは。

「――〈春の大祭ノールーズ〉の事件の時、わたし、何もできなかったんですよね。でも急に強くなるのはさすがに無理かなって思うんで、せめてもっとしっかりして、冷静に物事を見極められるようになりたいな、と」

「うむ。その心意気はよいな」

「それにこれからは、落ち着いた大人おとなの女にもなりたくて」

「…………」

「…………そこで本気で沈黙しないでください先生。悲しくなるじゃないですか」

「む。す、すまん」

　自分でも遠大すぎる目標だとわかっているのに、傍はたからもそれは無む謀ぼうだと教えられると少し悲しい。へこんでしまったシュマリアに、ダリヤールがめずらしく少し慌てた。

「まあ私としては、おまえにはもう少し子供のままでいてほしかったが――そうも言ってはおれんか。アレスも〈烙印〉を使った闘い方を研究したいと言っているのに、指をくわえて見ているだけでは厭だろうしな」

「え。兄さん、そんなこと言ってたんですか？」

　シュマリアが驚いて声を裏返すと、ダリヤールは微妙にしまったという顔をした。

「あー。うむ――だがアレスは、おまえには秘密にしたかったのかもしれんな。心配させぬように」

「それはすごくありえますね……兄さん、時々変なところで格好つけるから」

　不満半分、義兄らしいと納得する気持ち半分で口をへの字に曲げてしまうと、ぽんぽんとダリヤールに慰めるように肩を叩かれた。

「そうむくれるな。おまえもアレスを驚かせるくらい成長すればよかろう？」

「そっか……うん、そうですよね。あ、じゃあ先生っ」

　何か秘訣を教えてくれるのか。立ち直りも早く、ぱっと顔を輝かせたシュマリアに、ダリヤールは重々しく頷いた。

「おまえには、理論より実践の方が向いているだろうな。では、呼吸法でもやってみるか」

「呼吸法って――腹式呼吸っていうあれですか？　それとも、速く吸ってゆっくり吐くとか」

「それは基礎中の基礎だ。もう一段上を教えよう。しかしここではなんだ、場所を変えよう」

　わくわくと気が急いて仕方ないシュマリアは、ダリヤールに軽く肩を叩いて促うながされるまま、中庭を横切って右翼棟の中へと入った。
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　その日の夕刻。シュマリアが今度は自前のドトレースブとベールイザールで、またも『身の回りのお世話』という名のキールからの諜ちよう報ほう活動の命令にせっつかれてナセルの部屋を訪れると。

「旅団のひとたちとは上手くやれたのか。おめでとう。じゃ、お祝いに一緒に出かけよう」

「え？　ちょっと待ってくださいナセル様、その飛ひ躍やくはよくわからな――なに着替えはじめてるんですか!?」

　――ダリヤールに教わった『精神を落ち着ける呼吸法』を実じつ践せんする暇もあらばこそ。

　石せつ灰かいを白く塗りこめた壁の多い、フーシャング市の市街地に連れ出されてしまった。

　壁に蔓つたを這はい上がらせた葡ぶ萄どうの木の陰に座って、のんびりと声をかけ合っている露店商たちの前を、シュマリアは警戒しながら通り過ぎる。あのだらしがない騎士も陰から護衛してくれているのはわかっているが、帝国屈くつ指しの重要人物がそばにいると思うとやはり緊張する。

　軍服を着てくればよかった。それか、着慣れたチュニックと脚衣ビンタールの少年っぽい格好で。

　女の子らしいドトレースブ姿でナセルと並んで歩くと、任務だから同行しているというより……もっと違うことをしているような妄もう想そうが浮かんでしまうのが困る。非常に。

「表情にいつもの元気がないよ。おやつを食べてこなかったの？」

「そういうわけじゃ」

「苺いちごと林りん檎ごの盛り合わせと、柑かん橘きつ類とゼリーの組み合わせ。どっちがいい？」

「苺！」

　苺と見た目の可愛さにそそられて、笑顔で礼を言いながら使い捨ての素焼きの器を受けとり。

　……しまった、これでは本当におやつを食べ損そこねて沈んでいた単純な子供のようだと気づいて少し顔をしかめる。

　ナセルは実に楽しそうに、にぎやかな百面相のシュマリアを眺めて微笑んでいるが。

「……ナセル様、わたしは別に、お腹が空すいて元気がなかったわけじゃないですからね」

「わかってるよ。でも君は貴族の姫君と違って、甘いものを元気に食べるんだなと思ったら、なんだか楽しくて」

「女の子は普通甘いものには目がないと思うんですけど、貴族のお姫様は違うんですか？」

「本音では好きなんだと思うけど、中央宮殿ダルガーフの宴でお菓子が出されても、姫君たちはみんな、はしはしとは食べようとしないよ。太ってしまうからと言って」

「そんな、もったいない！　中央宮殿ダルガーフの宴っていったら、もう、もう……」

　宝石細工もかくやという彩りの、バターと蜜と牛乳でできた軽焼菓子や、星ほし屑くずを削けずりだしたような氷菓子シヤルバツト、つやつやした季節の果物が緋ひ絹ぎぬの卓たく覆おおいが見えなくなるくらい並ぶはずだ。シュマリアなどは、銀の皿に大好物の苺が山盛りになっている様を想像するだけで、幸せぼけした顔になってしまうくらいなのに。よだれが出そう。

「我慢なんかしないで食べすぎちゃったなら、その分動けばいいのに」

「彼女たちはあまり、運動には縁がないからね」

「……あ、そうか。そういうものでしたね」

　貴族の姫は滅多なことでは激しく動いたりしないのだ。舞師のように飛んだり跳ねたりなど以もつての外ほかだろう。自分とはかけ離れた別世界だと思い、ふと胸に引っかかりを覚えていると。

「私は活発な女の子の方が楽しくて好きだから、安心していいよ」

「……っ、また！」

「怒らないで。――あのお店を覗のぞいてくるから。少しだけここで待っててくれるかい？」

　ぽんとシュマリアの頭を撫でて、ナセルは『宝飾品バザール』の一軒の店に入っていった。

　硝子越しに見える店内は白と金で彩色され、天てん井じようや欄らん間まには華か麗れいな浮き彫り、絨毯も絹の房ふさのついた代物という、いかにも並外れて高価な宝石を扱っていそうな店である。

　そうか。密売アルマダリヤのことを調べているんだ――とシュマリアは遅ればせながら気づいた。だからナセルは、地味なりに、この前よりは上等な短上着アバをはおってきたのだなと。

（……でも、わたしは一緒に行かせてはくれないのか）

　確かに、役に立てるとは思えないけれど。やっぱり少ししょんぼりとしてしまう。

　同行を許してくれたことは嬉しいが、ナセルは懐なついてしまって仕方ない仔犬を散歩に連れてきたくらいの気分なのではなかろうか。ちゃっかり餌え付づけされてしまっているし。

（まあ、仔犬扱いでも仕方はないとは思うんけど……）

　――彼女たち。

　彼がそう呼んだ貴族の姫君の中には、彼に似合いの身分と外見のひとがいるのだろうか。

　そんなことを思いついてしまうと、小粒だが新鮮な苺も、剝いた皮と一緒に甘く煮た林檎も、味が心にまでしみてこなくなった。雑草でも食べてるような気分になった時。

　――ひやり、首筋に冷たく刺さる視線を感じた。

　この前ナセルといた時と同じ、狙うような視線――そう気づいて周囲を見回すが、雑踏の中にそれらしい人影は見当たらなかった。

　一体誰なのだろう。即座に思い浮かんだのはイドリスの紫水晶の右目だったが。

「きゃあ……！」

　いたいけな悲鳴に、シュマリアははっとして、今度は逆方向に顔を振り向けた。

　古い値打ち物の宝飾品を商あきなっているらしい店の前が、不自然にざわついている。

　懸命に爪つま先さき立ちになると、十歳にもならないくらいの少女が人垣の向こうに見えた。埃っぽい地面にへたりこんで、肩に斜ななめがけした枝編みの籠かごから簪かんざしをこぼしてしまっている。その独特の工芸品は――カザナ族のものだ。

　ここひと月というもの、以前よりはるかに熱心に、苦手な地理の講義にも向き合っているシュマリアの脳のう裏りに、即座にカザナ族の情報が浮かぶ。

　カザナ族は、帝政アシェラートにおける少数民族のひとつで、大半が東領に住んでいる。

　もともとは極きよく東とうの島国から流れてきたそうで、独自に信仰する神に選ばれた女性――〈風かぜ巫み女こ〉が女長として部族を束ねるという。簪はカザナ族の女性の装身具であり、風を感じて、祖霊の加護を受けるための護ご符ふでもある。

　そして何よりも、カザナ族といえば――

「――ぴいぴいと喚わめくな鬱うつ陶とうしい！　とっとと荷物をまとめて消えろ！」

　今にも泣きだしそうな少女の前には、樽たるのように太った男が立ちはだかっていた。紅あかい胴衣にターバンクフイーヤ、ごろりとした金色の指輪。典型的な中流商人のいでたちだ。

　商人が忌いま々いましげな動作で地面に散らばった簪を蹴りつけるのを目にした瞬間、シュマリアは思わず少女をかばうように飛び出していた。叫ぶ。

「ちょっと、やめなさい！　何してるのよ、こんな小さい子相手にっ」

　商人は一瞬ひるんだものの、次の瞬間には再び怒ど気きをはらんだ顔に戻って凄すごんできた。

「このガキが朝からずっとわっしの店の前でフラフラしよって、商売の邪魔なんだわい！」

「そんなの、口で注意すれば済むことじゃない。暴力をふるう必要なんかどこにもないわ」

「はっ。被害者のわっしが親切にしてやる義理があるか！　しかもこれはカザナ族――『大罪人の部族』のガキだぞ！」

　――カザナ族といえば。

　十年ほど前に帝都で造反行為をしたことで、悪評がついてしまった部族である。シュマリアも「造反」の詳しい内容までは知らない。帝都はなぜか徹底的に情報を隠して、関係者を処罰したことを公表するだけで、事件を闇から闇に葬ほうむり去ってしまったからだ。

　カザナ族の多くの者には罪はない――当代帝スル王タンシャハザマーンは、直じき々じきに声明を出した。異例のことだ。

　しかし事実が闇に葬られたことは、却って人々の悪い想像をかきたててしまい――こうして警シ察フ隊ナの目の届かないところで、カザナ族に侮ぶ蔑べつや嫌けん悪おが向けられることは、シュマリアの知る限りでもめずらしくなかった。

　正面切って帝国に反逆し、またそれができるだけの財力と武力があるバルク家ティムール族よりも、部族としては弱小のカザナ族の方が立場は過か酷こくだ。バルク家は自力で隠れ里で生活できるが、決まった領地を持たないカザナ族は、こうして偏へん見けんに耐えながらも街で交易をしていかないと生活が成り立たないからだ。それを――

「――『大罪人の部族』だなんて、言いがかりよ」

　シュマリアは昂こう然ぜんと、自分より縦にも横にも大きい商人を睨みつけた。

「造反をしたひとたちは正当に処罰されたわ。もう十年近くも前に。今カザナ族にいるのは、なんの罪もないのに肩身の狭い思いをしている気の毒な方たちだけよ。そんなひとたちを虐いじめてよく平気ね。人間を大事にできないなんて商人の風かざ上かみにもおけないわ、恥を知りなさい！」

「こっんの小娘が、言わせておけば……ッ!?」

　シュマリアの痛つう烈れつな批判に、そばかすだらけのむくんだ手を振り上げかけた商人の動きが、突然止まる。

　――すぐ後ろに忽然と現れたナセルに、手首をつかまれて。

　ナセルはそのまま軽く身をかがめると、商人のたるんだ耳許に、素早く何事かを囁いた。

　商人がぎょっと目を剝いてナセルを振り向く。ナセルが冷たい笑顔のまま、不気味なほどゆっくりと頷くと、商人は「ひぃぃ！」と豚ぶたが絞め殺されるような悲鳴を上げて、樽が転がるようにして自分の店に逃げこんでしまった。

　何がどうなったんだと眉をひそめていると、ちょいちょいと袖を引かれた。

　振り返ると、簪を拾い終えたカザナ族の少女が、こちらをおずおずと見上げていた。

「うん？　どうしたの？」

　まだ震えのおさまっていない少女を安心させたくて、シュマリアはダリヤールがしてくれたように、彼女の目線の高さまで膝をかがめる。そしてやわらかな微笑を浮かべるよう心がけながら、砂埃で汚れたスカートタンヌーラや膝をはたいてあげて、少女が声を出せるようになるのを静かに待ってみた。

　やがて少女は、ふっと身体の強張りを解とくと、小さな手をシュマリアに差し出してきた。

「……おねえちゃんにね、これ、あげるの」

　それは涼しげな金色の簪だった。細やかな透すかし柄がらで浮かび上がらせた三み日か月づきと蝶ちようの飾りに、アルマダリヤを思わせる透明なビーズが輝きを添えている。とても凝こった細工だ。

「助けてくれたから。お礼なの」

「でもこれ、売り物でしょう？　いいの？」

「うん。あげたいの。あのね、わたしみたいにね、こうやってつけるの」

　少女が指さした頭頂部には、青い小鳥が花の細工の周りで揺れる簪がさしてある。

　シュマリアはベールイザールをとると、慣れた手つきで、自分の漆黒のくせっ毛を少女と同じように後頭部の高い位置でまとめ直し、もらった簪を斜めにさしてみせた。

　にあう、すてき、と少女があどけない顔をほころばせる。安心しきった笑顔が胸にしみた。

「ありがとうね！」

　ただもらうのは気が引けたので、ドライド用に携帯していた苺入りの軽焼菓子が入った紙袋をあげると、少女は本当に嬉しそうに笑って、元気よく手を振りながら去っていった。

　それをほのぼのと見送ってから、シュマリアは傍かたわらに立つ青年を振り仰いだ。

「ナセ――」

「今は『シフル』だよ」

　そうだった。慌てて口をふさぐと、ナセルはシュマリアの顔を覗きこみながら、いつも以上にやわらかな笑顔を見せた。

「君の守護天使を思い出したよ。本当に、勇気を司つかさどる天使アストフエルの名に恥じない舞姫殿だ」

　――真正面から褒められると、息が止まりそうになる。しかも、ちょっと大げさだ。シュマリアは照れくささに目を逸そらす。

「べ、別にあたりまえのことですよ、あんなの。――……ナセル様は、あの樽っぽい商人になんて言ったんですか？　今すぐ死にそうなほど蒼あお褪ざめてましたけど」

「大丈夫、合法的な脅きよう迫はくだよ。あんな不ふ埒らち者ものは蹴り飛ばしたっていいんだけど、あれ以上騒ぎにしてしまうと、却ってあの子がここで暮らしにくくなると思ったからね。穏おん便びんに済ませた」

　何が大丈夫なのかと思わないでもないが、三手先まで見越したナセルらしいやり口だと妙に感心もしてしまう。と、ナセルはにこりと冷たい微笑を浮かべて。

「別に今からでも彼の店に雷術を落として、まんべんなく焦がしておいてもいいよ？　幸いにして私は、その程度の犯罪なら揉み消すことのできる地位にいるし」

「やめてください」

「そんな本気の顔で止めなくても。――とりあえず、どこかに入って話をしようか？」

　ナセルがシュマリアを引っ張っていったのは、閑かん散さんとしたバザール脇の小路にあるのが不思議になるほど高級感のある喫茶店だった。彫ほりの細かい飾り柱や蔓つる草くさ文もん様ようの壁紙で渋しぶめに内装され、客の身なりもよい。街のお金持ちの隠かくれ処が、といった趣おもむきである。

　わたしは場違いじゃなかろうか――と、ただでさえ肩がすぼまっているところに。

「ところでその髪型は、大人っぽく見えて素敵だね」

　革の衝つい立たてに囲まれた最さい奥おうの席に入るなりそんな不意打ちをするから、シュマリアは余計に顔が硬くなってしまった。

　このひとはこれだから油断がならない。でも今日は惑まどわされないようにがんばるんだから。

　シュマリアはか細い声でどうにかお礼の言葉を呟くと、てきぱきと仕切り直した。

「それより――さっきのお店で何をしてきたんですか？」

「随分と直球だね。今日も色仕掛けはなし？」

「それは今日も明日もありません！　――でも、『交換条件』には従います」

「少しは取引を覚えてきたね、君も」

　その条件を呑んだ――というのと同じ意味の返事を、対面の柳編みの椅子にもたれたナセルはする。上品な口許には、シュマリアの成長を歓迎するかのような優越感の滲にじむ笑み。

　ナセルに少し侮あなどられている気がして、それは今の未熟なシュマリアが甘んじて受けねばならない評価だとわかってはいても、やはり一抹の悔しさが胸をよぎった。

　薔薇水を満たした硝子杯をもてあそんでいるナセルを、気合いをこめ直した瞳で見み据すえて、シュマリアは切り出す。

「ナセル様が今日のことを教えてくれるための条件は、なんですか？」

「そうだね。まずはひとつ質問がしたい。――東領では、カザナ族があんなふうに虐しいたげられるのはめずらしくないことなのかい？」

　予想外の問いかけだと、シュマリアは一瞬思った。しぱしぱと瞬きしてしまう。

　しかし思えば、ナセルはもともと少数民族の迫害問題に、どうしてそこまで――と思うほど関心が強い。そんな彼に希望を託しているシュマリアとしては、たとえそれが東領人や総督府にとって不名誉なことでも、答えないわけにはいかなかった。

　とはいえやはり、東領人としては恥ずかしいことなので、声は小さくなってしまったが。

「……『大罪人の部族』なんて言うひとがいるのも、それを理由にさっきの樽型商人みたいなことをするひとがいるのも、めずらしいことじゃないです。聖撰軍では出身部族による差別は許してませんけど、白い目で見られることは、なかなかなくならないみたいですし」

　だからシュマリアとアレスも、無闇な反感を買うことを案じた両親の言いつけに従い、これまでバルク家の血を引くことを隠してきたのだ。

「なるほど」

　ナセルが拠点とする帝都には、少数民族の――それもカザナ族のような弱小部族の現状は伝わりにくいのだろう。椅子の背にもたれたナセルの、うつむき加減の美貌には、それを知らなかった自分をふがいなく思う気持ちと、カザナ族への哀あい憐れんの情と、えもいわれぬ沈ちん鬱うつな翳りがないまぜになっている。

　間を持たせるのに薔薇水の硝子杯を手にした時、シュマリアは不意に気づいた。

　最初の日の宴席と、イドリスが『ゴラン』という名を口にした時と、今と――ナセルの翳りのあるたたずまいの雰囲気が、とてもよく似ていることに。

　さほど思考回路が複雑ではないシュマリアの頭は、その三つをぱっぱと直線で結んで、安直な予想を立てた。

「あの……イドリスが言ってた『ゴラン』というのは、もしかして、殿下やカザナ族に関係があるひとですか？」

　――立てたと同時に、今まで躊ちゆう躇ちよしてきた部分に思いきり踏みこんでしまったのは、内在していたある種の焦りのせいだろうか。王太子シエフザーデで滅多に逢えないひとだから、踏みこむなら今しかない――という。

　ナセルは暗く複雑だった表情をすっと消して、切れ長の瞳を上げた。今の虹こう彩さいは翡ひ翠すいの色。

　軽く目を瞠みはった、どこか幼くも見える顔をシュマリアに向けたかと思ったら、彼はごく浅いため息をついて苦笑になった。

「君は少し、私のことを知りすぎているな。……油断できない」

　そしてそう囁いた途端、衝立に貼りつかんばかりに飛び退すさったシュマリアを見て、ナセルは今度は驚いたように瞬まばたいた。

「なぜそんなに派手に身構えるんだい？」

「だって……そういう科白せりふの後は、突然グサッって刺し殺されるのが定番だと思ったらつい」

「……君の思考回路は、意外と殺さつ伐ばつとしてるんだねえ」

「一応軍にいますから。それよりナセル様――わたしの言ったことは当たってるんですか？」

　一度は逃げたくせに、改めて果敢に迫ってくるシュマリアを、ナセルは奇妙にやさしく遠いまなざしで押し留める。

「密売アルマダリヤに関係することは、バルク家にも関係することだし、君にもきちんと教えてあげたいと思う。けれど『ゴラン』のことは、君に言うつもりはない」

「……どうしてですか？」

　玉ぎよく砕さい覚悟でつっこんだとはいえ、はっきり拒絶されるとやはり切なくて、シュマリアは思わず露骨にしょんぼりしてしまう。

　ナセルは少し眉尻を下げると、泣きそうな子供を慰めるような口調で言った。

「ごめん。でも君が信じられないからじゃなくて、君にこれ以上秘密を見せると、私にとって困ったことになりそうだから言わないだけなんだ。聞き分けてほしい」

「困ったことって――そんな、わたし、誰かに言いふらしたりしませんよ」

「そういう意味じゃないよ。――たぶん、それよりもはるかに困ったことだ。私にとっては」

　シュマリアの前髪に、軽く身を乗り出したナセルのしなやかな指が伸ばされる。

　そしてシュマリアが知る限りもっとも悩ましげな雰囲気で、ナセルは睫まつ毛げを伏せた。

「実は今でも、少しだけ困ってる」

　硝子細工でも扱うように慎重な指遣いで、ナセルがゆっくりとシュマリアの頰の輪りん郭かくを撫でる。ふれているのかいないのかすら曖昧な接触なのに、深い想いがそこからシュマリアの肌に滲んでくるようで、悪戯めいた抱ほう擁ようや髪への接触よりもはるかにどきりとさせられた。

　彼の鼓動さえ聞きとれるかのような感覚にとらわれながら、言葉を止めたナセルの、やさしい灰かい青せい色に光を変えた瞳に切ないように見つめられて、シュマリアは――

「――あー。つかのまの逢おう瀬せを邪魔して申し訳ありませんが、今日はそこまでにしてもらえませんかねえ」

　驚いて振り返ると、いつのまにか隙間の空あいていた衝立のところに、今日も今日とて無精髭でだらしがない騎士が、やる気もなさげに突っ立っていた。

「～～～ッ!!」

　一瞬で茹ゆでだこになったシュマリアは、声にならない悲鳴を上げて、ナセルの前から今度こそ飛び退すさる。

　逃げられた格好のナセルは、ほろ苦い笑みを目許によぎらせた。騎士を軽く睨む。

「……ファラグの部下にしては空気の読める君らしくもない、無ぶ粋すいなやり方だな」

「空気も読めますが、時計も読めますんで。もうすぐキール閣下との会見の時間ですよ？」

「やれやれ。せっかく保養に来たのに」

　保養なんて噓だとシュマリアには言ったくせに、そんなふうに愚ぐ痴ちを呟きながら、ナセルは大たい儀ぎそうに立ち上がった。

　切り替えが早いな……と内心なにやら複雑な気分で、壁にへばりついたまま憮ぶ然ぜんとしているシュマリアに、ナセルはいかにも彼らしい優雅な挙きよ措そで手を貸してくれる。

「ああ――そうだ、君にあげたいものがあったんだ。昨夜イドリスから助けてくれたお礼に」

　そして、数分前までの濃密な空気感が噓のような、気さくな仕草でシュマリアへと何かを差し出した。〈春の大祭ノールーズ〉で、ナセルから貴族の姫君が着るようなドトレースブをもらってしまったことを思い出したシュマリアは、別の意味で緊張した。

「お礼だなんて……さっきの苺と林檎で充分ですよ」

「それじゃ私の気が済まないよ。舞姫殿には綺麗なものを身につけていてもらいたいと思っているだけだし、これは王太子シエフザーデ領を経営して得たお金で買ったもので、血税の遣いこみではないから安心していい。――それでも受けとってはもらえないかな？」

　反論の材料をすべて封じた上で、そんなふうな困り顔で訊ねてくるのはずるいと思いながら、シュマリアはナセルの指先で揺れている首飾りへと視線を落とす。

　華きや奢しやな鎖は銀。小指の爪ほどの無色透明の宝石が、涙型にカットされていた。光の加減で青みがかったり金色の光を放ったりする様子がナセルの虹水晶の瞳を連想させて、シュマリアはひそかにどきりとする。二つの意味で。

「……まさかアルマダリヤじゃないですよね？」

「柘榴石だよ。大丈夫、バルク家の密売石ではないことは私が保証する」

　ドトレースブのように高価なものだったらどうしよう――と庶しよ民みん的な理由ではらはらしていたシュマリアは、少しだけ安あん堵どする。カットは精せい緻ちだし、透明な柘榴石はめずらしい気もするが、このくらい小粒なら目が飛び出るほどの値段ではなかろう。

　――これなら、いつか自分なりにお返しもできそうだし。

「大事に、します」

　シュマリアは恥じらいがちな笑顔になって、両手でそっと受けとると、その場で首につけてみせた。いつもつけている守護天使アストフェルの青い羽根をかたどった瑠る璃りのペンダントと並んで、アルマダリヤのような柘榴石が儚はかなげに揺れる。

「……そうだね。君に大事にしてもらえたなら、私も幸せだ」

　似合うよ、だとかいう、ひとあしらいに慣れた彼らしい甘やかな言葉を半ば警戒、半ば期待していたのだが、返ってきたのは予想外に素朴な言葉と、満足したような――それでいてどこか切なげにも映るやわらかな微笑みだった。

　一瞬だけ戸惑ったが、しかしそれは甘い戯ざれ言ごとなどよりはるかに強く、シュマリアの心に余韻を残した。かつて〈春の大祭ノールーズ〉で出逢った時に、ナセルの思いがけない寂しげな翳りに胸をつかれた時のように。

　公館に戻った後もシュマリアは、『ゴラン』の謎なぞと、ナセルの言う「困ったこと」とは一体なんなのだろうという問題で、ずっと考えこんでしまった。

　――ただでさえここ数日、ナセルのことで頭が一杯なのに。

　本当になんなのだろう、この厄介な気持ちは。

　深夜。シュマリアは毛布の中で小さくなって枕を抱かかえながら、隣の寝台のレイニーには聴こえないくらいの小声でそう呟いた。

　同じ場所にいられるのは単純に嬉しいけれど、ナセルと接するたびに落ちこんだり急浮上したり、心配になったり慌てたりと気持ちの上下動が激しくて忙しいなと、それこそ困ったように今日一日を思い返す。

　旅団の任務としては楽な部類のはずなのに、ナセルがいるだけで心身の消しよう耗もうが激しい。落ち着きたいのに落ち着けない。けれどこの抑おさえられない胸の高鳴りが不快ではなく、むしろ幸せのように感じてしまうのが不思議といえば不思議だった。

　……本当に、本当になんなのだろう、この厄介な気持ちは。
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　――……ベイレル。

　赤と黒に塗り潰つぶされた夢の中、十二歳の自分が落とした弱々しい声で、ナセルは覚かく醒せいした。

　午後に半刻ほど仮眠をとるのは習慣なのだが、この短時間で夢を――しかもあの夢を見るのはめずらしい。冷たい手で心臓をつかまれているかのような重苦しい感覚が身体の芯しんを凍こごえさせているため、なかなか動きだす気力がわかず、まだやることが山積みなのにとナセルが困り果てかけた時だ。

「シュマリア、待って――」

　――窓の外から、そんな声が聞こえてきたのは。

　彼女の名を呼ぶ声を聞いただけで、心にぽっと温あたたかい幸福感が生じるのはなぜなのか。答えのわかりきっている疑問を今はあえて考えないようにして、ゆっくりと立ち上がる。やや蒼あお褪ざめていた顔に血の気が戻ってくるのを、漠然と感じながら。

　昼のきつい陽ひ射ざしを防ぐ絨じゆう毯たんのように分ぶ厚あつい日よけをよけると、中庭に人影が二つあった。

　一人はくせのある黒くろ髪かみを小さくまとめ、昨日きのうバザールでもらった簪かんざしをさした少女。

　もう一人は、骨が細くておとなしい身体からだつきの、いかにも楽師らしい繊せん細さいそうな少年だ。彼女の幼おさななじみだったか。

　少女は少年と、ちょっと顔の距離が近すぎないか？　――とナセルが少し焦じれるくらい親密そうに接近して何かを相談すると、少年を置いてやや開けた場所に立った。少年がゆっくりと二弦提琴ラバーブを構え、弦に弓をあてる。

　高音で天を貫くような勇壮な出だしは、ナセルもよく知っているものだった。『風幻情歌』。

（偶然だろうけれど……やってくれるな）

　どきりとしてしまったナセルの視線の先で、なよなよとした貴族の姫とは違う、芯に強さを感じさせる舞姫の肢し体たいが伸びやかに舞いはじめた。力強い曲想を、堂々としたスムテーッシプユと振り付けで表現する。

　ナセルは目を細めた。指先まで凜りんとした活力に満ちた舞に自然と見とれながら、しばらくは彼女の舞を見る嬉しさだけに浸ひたって、いつになく動揺していた心を宥なだめることに決める。

　――綺き麗れいになった。

　ひと月前は、潑はつ剌らつとして元気だが幼く、苦労知らずで育ってきたが故ゆえの頼りなさもしばしば感じさせていた少女だったのに。たったひと月でどうしてここまでと思うほど、女性としての深みを増している。〈春の大祭ノールーズ〉の事件が、彼女を大きく成長させたのだろうか？

「天使アストフエルの舞姫、か」

　どこか困ったように呟つぶやいたのは、ナセル自身がかつて少女に告げた言葉だった。

　――聡さとくてひとの好よいあの少女に、救いのようなものを期待していないと言えば噓うそになる。

　だがそれと同時に、君に何がわかる？　――という冷さめた傲ごう慢まんな感情も頭をもたげてくるのが、ナセルの性格の厄やつ介かいにして複雑なところだった。

　そんな子供じみた意地の悪さでからかってみれば、彼女は素す直なおに驚いて頰ほおを染める。

　ひねくれた感情のままに、悪戯いたずらを仕掛けてみれば、野生の小動物のように身み構がまえもする。

　けれど彼女は、ナセルがあしらい慣れた貴族の姫君のように完全にぽうっとなってはしまわないし、諦あきらめることもない。未熟さを自覚しながらも、今持っている精一杯の力をこめた青い瞳ひとみでしっかり見み据すえて、彼を理解しようとしてくる。

　それがナセルには新鮮であり、けなげで可か愛わいらしいと思うのだが――

　――『ゴラン』というのは、もしかして、殿下やカザナ族に関係があるひとですか？

　キールに色々と問い詰められても一度も「困った」とは感じなかったナセルの余裕を、あの少女はいきなり鋭するどい言葉で奪うことがある。おそらくは無自覚に。

　それが、困る。彼女に期待したくなる。そんなものなど得られなくても「完かん璧ぺきな王太子シエフザーデ」として生きていかねばならない立場なのに、人間として大切な何かを彼女に期待したくなる。

　ただでさえ――バルク家の血を引くあの少女に応援してもらうと、自分が周囲の反対を無視して少数民族の問題に取り組んでいることは間違いではないと思えて、とても心強くなってしまうくらいなのに。

（本当に、困ったことになってるな）

　窓のそばの壁かべにもたれ、ナセルはふと、唇くちびるを自じ嘲ちよう的な笑みでゆがめた。

　宴えん席せきで少女が義あ兄にと舞うのを見て、ナセルは見み惚ほれると同時に、わずかな胸の痛みを知覚した。彼女にはすでに運命をともにできる相手がいることを見せつけられて、少し……いや、だいぶ複雑な心地になったのだ。

　互いが互いのために生まれたかのようにさえ思える息の合った組くみ舞まい、視線をかわしただけでも気持ちを伝えられるほどの強い絆きずな。少女には、いつもすぐそばで彼女を濃こ紫むらさきの瞳で見守ってくれる義兄がいる。王太子シエフザーデなんぞに興味を持たれても、面倒が増えるだけで彼女は得るものなどない――

　何度も自分にそう言い聞かせて冷静に距離を測ろうとするのだが、彼女の笑顔を見ると、ついその抑よく制せいが崩くずれてしまう。

　自分らしくもない不安定な想いに少し気き懸がかりなものを抱きながら、ナセルは少女に気け取どられぬよう巧たくみに窓掛けの陰に身を隠して、少女の舞を最後まで見つめていた。

　かつてない迷いと戸と惑まどいと、それさえも呑のみこんでしまうような、深い想いの滲にじむ瞳で。
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　――切ない祈りにも似た『風幻情歌』を舞い終えると同時に。

　シュマリアは三階の窓を振り仰いだのだが、期待した姿は見えず、ひそかに肩を落とした。

　わざわざナセルの部屋から見えそうな場所で舞の自主練習をしたのは、もしかしたら彼に見物してもらえるか――せめてディアスの、午後の気温に似合う心安らぐ温ぬくもりに満ちた演奏を耳にして癒いやされてくれればと思ったからだ。宴うたげの予定は、滞在最終日までないそうだから。

「シュマリア……？」

　ディアスの不思議そうな呼びかけで、はっとする。

　シュマリアは慌あわてて、わがままに付き合ってくれた幼なじみに駆かけ寄った。

「ごめんね、ありがとう！　今の演奏、繊細で、余よ韻いんが綺麗でよかったよ。ディアスまた腕を上げたんじゃ――」

「……シュマリアは、王太子シエフザーデ殿下が好きなの？」

　突然の、しかも直球の指摘に、シュマリアは木の幹にサイのように頭突きしかけた。

　落ち着け落ち着けと、一瞬で限界まで跳ね上がった鼓こ動どうをダリヤールに教えてもらった呼吸法で懸命に鎮しずめてから、傍かたわらにたたずんでいるディアスを振り返る。

　こちらをじっと見つめる彼の深緑の瞳は、純粋に心配そうで――純粋なだけに、噓やごまかしはできないと思わせるものだった。思わず目が泳ぐ。

「どうしたのディアス……そんな突然。というかなんでそんな急にいきなり前触れもなく」

「……同じ意味の言葉がたくさん並んじゃってるよ、シュマリア」

　妙に冷静につっこんでから、ディアスはやわらかに苦笑した。長いというよりは濃い睫まつ毛げに縁ふち取どられた目を伏せると、その繊細そうな面おも差ざしには独特の陰影が刻きざみこまれる。

「僕は、たぶん……君が心配なんだと思う」

「心配？」

「うん……遠くからしか見てない僕でも、王太子シエフザーデ殿下は女の子が憧あこがれるのもあたりまえって感じの、綺麗で上品なひとだと思ったし……〈春の大祭ノールーズ〉で直接お世話になったシュマリアが、ぽうっとなるのも仕方ないとは思うけど」

「そんな、ぽうっとなんて」

「……なってたよ？」

　その王太子シエフザーデと違ってひとを揶や揄ゆするということをしないディアスの素朴な指摘には、下手な反論など手前で跳ね返す、透明な空気でできた壁があるかのように感じられて、シュマリアはもごもごと口を噤つぐんでしまう。赤い顔のまま、虚こ空くうをかき混ぜるような仕草を硬こう直ちょくさせて。

　小さくなってしまったシュマリアを見て、生来気弱に感じるほど心やさしいディアスは強い罪悪感を覚えたらしい。あわあわと元から下がりぎみの眉まゆ尻じりをさらに下げると、アレスやナセルがするより数段ぎこちない手つきでシュマリアの頭を撫でてくれた。

　シュマリアもそれで少し頭が冷え、改めてディアスと木こ陰かげで向き合った。

　目で続きをと促うながすと、ディアスはおずおずとその小さな唇を開いた。

「それで……うん。君の気持ちはわかるけど……やっぱり、相手は王太子シエフザーデ殿下だし。好きになっても、やっぱり大変なことの方がはるかに多いだろうから、あまり、深入りはしてほしくないなと思うんだ。君はやさしいし、僕の一番大事な友達の一人だから……つらい想いをするのは見たくないよ。本当は、他のひとだったら、応援してあげたいんだけど」

「……ディアス」

　訥とつ々とつとした、率直でやさしい言葉はまっすぐに胸をうった。

　ディアスの心配はもっともだ。深入りをしたら大変なのは自分でもわかっている。

　――それでも。ナセルがくれるやさしさや、彼のことを想うと心にぽっと広がる温かい幸福感をまだ手放せなくて、手放したくはなくて、シュマリアは懸命に反論の言葉を選ぶ。

「あのねディアス、わたしは好きとかじゃなくてその……えっとね、王太子シエフザーデ殿下のお役に立ちたいと思ってるの」

　そうだ。そうよ。シュマリアは自分の言葉に自分で大きく頷うなずいて、意気を取り戻す。

「〈春の大祭ノールーズ〉で助けてもらった恩返しっていうだけじゃなくて、バルク家とか少数民族の問題に熱心だし、遊び慣れた優雅なひとみたいに見せてるけど、根は真ま面じ目めで善よい王太子シエフザーデ殿下だから、協力したいの。だから好きじゃなくはないんだけど、ただ好きっていうんじゃないというか……というか……うん？」

　しかしディアスと違って特に頭がいいわけではないので上手く理路が整えられず、シュマリアは何がなんだか混乱しはじめてしまった。しかめた顔で何度も首をひねる。が、思ったことを伝えるのに適した言葉はすんなりとは浮かんでくれない。

　だがそんなたどたどしい説明でも、長年の付き合いで何かを理解してくれたらしい。ディアスは穏おだやかに頷き、ぽつりと言った。

「……僕、昔から、シュマリアはアレスと結婚するんだと思ってた」

　とにかく頭を冷やそうとして口をつけた竹水筒の中身を噴き出しかけるシュマリアをよそに、ディアスは考え顔で虚空を仰いだまま、ゆっくりとした口調で続ける。

「ドライドとぼけ役つっこみ役で仲良く付き合うのもありかな、とも思ったし」

「えー……楽しいけど、疲れそうねそれ……」

「ジハールさんと、お互い言いたい放題しながら付き合うのも似合うかなって思ったし」

「やだ。絶対やだ。五十億ラハム積まれても、それだけはやだ」

「あとは、ダリヤール先生の幼な妻とか」

「先生とわたしじゃ、実は幼な妻というほどの歳の差じゃないんだけど……。というか、どうしてディアスは自分のことは挙げないの？」

　流れでそんなふうに尋たずねてしまったものの、よく考えなくてもものすごく自意識過か剰じょうな問いで、シュマリアは言った途端に後悔するが。

「……そんな、無理だよ。僕なんて、見み栄ばえしないし、取り得もないし」

　ディアスの返事があまりに自じ虐ぎゃく的で暗かったので、シュマリアは思わずそれまでの流れを忘れて、いつものように励はげましにかかってしまった。

「どうしてそんなふうに思っちゃうの。わたしから見たら、ディアスってすごく魅力的よ？　昔から、ディアスは将来絶対暗い色気のある男のひとになるに違いないって思ってたし」

「……大人になっても、暗いのは確定なんだ、僕って」

「……それはともかく！　ディアスはやさしいし勉強できるし真面目だし、わたしやドライドにもいつも親切に付き合ってくれるし。それに――そういえば昔、リュートウードを習いはじめた頃に、わたしのためにって綺麗な曲を作ってくれたでしょ？　あれすごく嬉うれしかったな。あの時から、わたしの中で世界で一番かっこいい楽師はディアスよ」

　まだ指折り彼の長所を数えている途中なのに、傍らでディアスが不意に立ち上がった。

　どうしたのという顔で見上げると、ディアスは、純じゆん朴ぼくな彼にしては含むところのありそうな苦笑いを浮かべていた。

「シュマリア。そういうこと、あまり迂う闊かつに……僕みたいな奴に言わない方がいいよ」

「どうして」

「君に恋しそうになるから」

　――時間が止まった。シュマリアの時間だけが。

　やがて聞こえた、先に右う翼よく棟とうに戻ってるね――というディアスの言葉にもろくに頷くこともできないまま、シュマリアはひとり茫ぼう然ぜんとアカシアの木陰に取り残されてしまった。

　ディアスとは実家が隣同士、家族ぐるみで兄弟のように育ってきた幼なじみで――いつもは女友達とするのと同じノリで買い物に出かけたり、音楽の話に花を咲かせたりと、気の置けない付き合いなのだ。

　今のように急に大人びた、男の子らしい言葉を向けられると、どうしていいかわからなくなってしまう。

「でも迂闊っていうことは……わたし、無神経なこと言ってたのかな」

　アレスに馴な染じんでしまっているせいで異性に無神経で無防備だとダリヤールに言われたことはあるが、今のは普通に正直に褒ほめたつもりだ。シュマリアは頭を抱かかえてしまう。

「難しいな」

　嘆たん息そくして、シュマリアは帰る前にもう一度だけ、ナセルの部屋の窓を見上げた。

　……好き、なのだろうか。あの王太子シエフザーデ殿下を。ディアスが案じるような意味で。

　そう考えただけで、つきりと胸が疼うずく自分に、シュマリアは少し不安なものを抱いた。
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「――兄さん？」

　左翼棟を訪れると、意外な人物がナセルと円卓を挟んで座っていた。

　堅苦しくない私服姿で優雅に微笑ほほえんでいるナセルと、いつもと変わらぬ無表情で、しかも漆しつ黒こくの軍服をかっちりと着込んでいるアレスは、絵的にあまり相性がよくないが。

「私が呼んだんだ。君と彼にしたい話があったから」

　話？　と小首をかしげながら近づくと、円卓の上には遊戯盤が広げられていた。

　――商人双すご六ろくだ。

　盤上を廻まわるのは双六と同じだが、参加者が商人になりきって、商品名が書かれた手持ちの札ふだを利用したり、止まったマスの指示に従って自分の店を拡大したり、逆に競争相手の店が潰れるよう画策したりする――根性と人間関係が悪くなりやすい遊びだ。

　だが二人は結構な時間をそれに費ついやしていたらしく、華きや奢しやな硝子がらすの器に残っている紅茶チヤイはすっかり温ぬるくなっていた。シュマリアが淹いれ直そうと器に手を伸ばすと、ナセルの金色の虹こう彩さいとぴたりと目が合った。

「君のお兄さんは、なかなか根性の悪い攻め方をしてくるよ」

「そうですか？　普段はそうでもないのに」

　こういう遊戯盤は幼なじみ四人でよくやるが、なぜか一番勝率がいいのは何も考えずに直感のみで突き進むドライドで、ディアスは陰々と長考するくせに運がなく、シュマリアはうっかりドジを踏んで自爆することが多い。

　アレスは淡たん々たんと二番手につけることが多いものの、こういうお遊びでの勝ち負けには昔からあまり執しゆう着ちやくしない性格だ。普段は。

　精せい緻ちな置き物のようにも見える瑠る璃り製の駒こまを淡々と動かしながら、アレスは無感情に言う。

「普段は、お遊びですから」

「すると、今は遊びではないと？」

「今は、本気の殺し合いをしているつもりで、感覚を研とぎ澄ましています」

「それは、私を殺すくらいの気でかかってきているという意味かい」

「ご想像にお任まかせします」

　初夏なのになぜか寒気を感じる会話だと思った。

　これは放っておいたらまずかろうと、シュマリアは不ふ穏おんな気配を漂わせる二人の間に、決死の覚かく悟ごで口を挟む。

「あの……すみませんが、お話というのは!?」

　しばし耳がきんと痛むような沈ちん黙もくが流れ――先に態度をゆるめたのはナセルだった。

「そうだったね。仕方ないから中断しようか、アレス」

「異存はありません。シュマリア」

　こっちへ、と手招きされたのに素直に従って、紅茶チヤイと氷砂糖の銀の壺つぼを置いたシュマリアがアレスの隣に腰を――

　――下ろした直後、頰にやわらかいものがふれた。ちゅ、という可愛らしい音をたてて。












「……兄さん？」

　面めん喰くらい、瞬まばたきしながら間近でアレスの顔を覗のぞきこむと、「ん」と彼の頰にも同じことをするよう仕草で促された。家族や親しい友人同士で互いの頰に口づけしあうのは普通のことだが、今回のアレスの求めは妙に唐突な気がして、シュマリアは少し戸惑う。

　けれどいつものことだし――と気を取り直してアレスの頰に唇でふれようとした時、大きな咳せき払ばらいが何度も連続して聞こえてきた。ナセルだ。

「――話を始めていいだろうか？」

「あっ、はい！」

　冷淡な声こわ音ねに妙な気恥ずかしさを煽あおられ、シュマリアは慌てていずまいを正す。

　その肩をアレスに、ぐっと引き寄せられた。身体の側面がぴったり密着するように寄り添わされる。また唐突だなと首をひねるシュマリアの視線の先で、ナセルは一瞬だけ物言いたげな半はん眼めになったあと、怖いくらい淡々と切り出した。

「本題に入る前に、ひとつ確かめておきたいことがある。――〈春の大祭ノールーズ〉の後に、中央宮殿ダルガーフの舎館の屋上がおかしな具合に焦こげているという報告が部下からあったんだけど。やはり君たちの仕し業わざかい？」

　ふたりして顔が固まった。アレスは生来表情が固まりぎみだが、今はそれ以上に。

　彼らしい余裕ありげな物腰になって肘ひじ置きで頰ほお杖づえをついたナセルが、ふっと唇をゆがめた。

「その様子だと、当たりのようだね」

「引っかけたんですか!?」

「それで」

　またこのひとにやられた――と額ひたいを押さえるシュマリアをよそに、アレスはある意味ナセル以上に冷淡な音調で言った。

「舎館の破壊を見逃すのと引き換えに、俺たちに何をお望みですか」

「話が早いね。――実は『空知らぬ月』の件で、君たちに協力してほしいことがある」

　今日のナセルは単刀直入だ。シュマリアといる時に、彼女が自分で考えるよう誘導する話し方をするのとは大違いである。

　ナセルの美び貌ぼうを見つめながら、襟えり飾かざりの下に隠した柘ざく榴ろ石いしのペンダントを指でたどる。

　これをくれた時の、ナセルの秘めたものがありそうな表情と――

　――シュマリアは、王太子シエフザーデ殿下が好きなの？

　ついさっきのディアスの言葉が余韻を引いていたので、顔を合わせづらいなと内心身構えていたのだが。アレスのお蔭かげで普通に会話が回っているのは、嬉しい誤算だった。

「『空そら知しらぬ月つき』や密売アルマダリヤについては、君たち東領旅団もいろいろと聞かされていると思うが――これから私が口にするのは、帝都でもごく一部の人間しか知らないことだ。私の要求を呑む呑まないに関わりなく、他言は無用に願いたい」

　義兄に腕をゆるめてもらったシュマリアが盆の上から差し出した硝子の器を、ナセルは話しながらにこやかな笑みで受けとる。

　指先が一瞬ふれたと思ったら、ナセルはさりげなくもう少し手を伸ばして、シュマリアの指をさらりと撫なでた。不意の接触と、ナセルの微笑に妙みように艶つやめいたものを感じて、何もやましいことはないはずなのに頰に朱しゆが走る。

　兄さんの前で悪戯しないでください――と抗議の意味で睨にらもうとしたが、その前にアレスの腕うでによって長椅子デイーワーンに引き戻されてしまった。

「俺たちにだけ、そんな話を聞かせるということは――事はバルク家絡がらみですか」

　商人双六で遊んでいる間にシュマリアと同程度の情報を与えられていたものか、アレスはすんなりと話についてきているが。

（……ナセル様と兄さんって、こんなに仲悪かったっけ？）

　剣を交かわしているかの如ごとく絶えず鋭い視線をぶつけ合っているふたりに怯ひるみ、シュマリアは眉尻を下げる。

　考えてみれば、確かにナセルは、父マスウドやダリヤールに代表される硬派で謹厳なひとを尊敬するアレスの好みにはそぐわないが。あの、口と根性の悪さは東とう領りようどころか帝国でも一、二を争いそうなジハールとさえ問題なく付き合っているのに、めずらしい刺とげ々とげしさだ。

　ナセルもナセルだ。王太子シエフザーデという立場上、どんな人間とでも如じよ才さいなく会話できるのが特技というようなことを以前聞いた気がするのに。

　本気で悩むシュマリアを後しり目めに、ナセルは乾いた口調で話を進めた。

「その通り。――バルク家が今回密売しようとしている『空知らぬ月』は、『千年王国の星』よりも大きいという噂うわさが裏で囁ささやかれている。事実ならば、これは由ゆ々ゆしき事態だ」

『千年王国の星』というのは、帝スル王タンが儀式で持つ宝剣に嵌はめこまれている透明なアルマダリヤだ。アシェラート帝国でもっとも良質で大粒のアルマダリヤで、リベルダード王家の歴史と権威の象徴とされている。

　ということは。アレスに肩を抱かれたまま、シュマリアは考え考え口を開く。

「『千年王国の星』より大きいアルマダリヤがあると、王家の権威が、密売アルマダリヤなんかに負けてしまってるみたいでまずい――ということですか？」

「正解。それにそんなに大きなアルマダリヤが野放しになっていると、いらぬ紛ふん争そうの種にもなってしまう。過去にも、暁あかつきの光のような色をしたアルマダリヤ『薔ば薇らの女王』をめぐって、七つの部族が百年以上も血で血を洗う抗争を繰り広げたことがある」

「じゃ、ナセル様はそういう抗争が起こらないように――」

「――『空知らぬ月』を秘密裡に奪いたいと？」

　シュマリアの言葉尻を、アレスがひきとり、それを聴いてナセルが頷く。

『空知らぬ月』を奪だつ取しゆできれば、三つの意味で帝国を守れるわけだ。王家の権威を守り、紛争の危険から守り、バルク家のさらなる破壊活動から救う。普段そこまで大きな事件を扱わない旅団の一員としては、やりがいの大きさに、芯から震ふるえるほど昂こう揚ようさえしてしまいそうだが。

　確認の口く調ちようでアレスが言う。

「キール閣かつ下かには、当然秘密ですか」

「怒るだけじゃ済まないだろうからね。秘密にしてほしい。君の敬愛する旅団長殿にもだ」

　揶や揄ゆを含んだ言いように、アレスはわずかに身体を強こわ張ばらせた。少しの逡しゆん巡じゆんを経て頷く。

「了解しました。作戦は？」

「闇やみ取引が行われる日取りと場所は、帝都の情報網でだいたい見当がついている。実際に『空知らぬ月』を奪うのは私と護従がやるから、アレス、君には補助を頼みたい」

「――イドリスがいるからですか？」

「そう。密売の現場は、絶対にイドリスが守っているだろう。彼を倒す手助けが欲しい」

「三対一に持ちこむ気ですか。帝都の騎士道はいずこに」

「私は騎士ではなく、王太子シエフザーデで第七宰さい相しようだ。騎士道にこだわって本来の目的を果たせなければそれこそ愚ぐの骨こつ頂ちようだ」

　らしくもない厭いや味みめいた科白せりふを突きつけたアレスに、ナセルがこれまた挑ちよう発はつ的な声音で切り返す。再びギスギスしはじめた空気に冷や汗を感じ、シュマリアは先せん刻こく来らいの恥じらいを振り切ると、アレスの腕の中から身を乗り出して言った。

「あの――わたしはその作戦で何をしたらいいですかっ？」

「君には何もさせないつもりだよ。万が一の場合には、助けを呼びに走ってもらうこともあるかなという程度で」

「…………そうですか……」

　途端に表情をゆるめたナセルから返されたのは、やさしいが物足りなさすぎる言葉で、シュマリアの顔と肩と拳こぶしからはへなへなと気合いが抜けてしまう。

「シュマリアは、もう危ないことはするな。殿下は仕方がないから、俺が守る」

　よほど情なさけない顔になっていたのだろうか。アレスはシュマリアの表情を覆おおい隠すようにして前髪を撫でてくれた。

「仕方がないとは言ってくれるね、アレス」

「あなたが十分な護衛をつれずに、こんな危険な計画を立てるのがよくない」

「帝都の権威にかかわる極秘事項だから仕方ないだろう。説明したのを忘れたのかい？」

　――わたしは兄さんよりずっと弱いし、〈星流の瞳〉も不完全だから。戦力外なのは仕方ない。けれど役に立ちたいのに。

　気持ちだけが先走っても駄だ目めなのだとわかってはいても、切ないし寂さびしい気分だった。

　またアレスと棘とげのある応おう酬しゆうを始めたナセルをうかがう。

　決して部下任せにせず、自ら危険に身を投じる果敢なひと。舞で勇気や喜びをあげられたら――と最初は控ひかえめに思っていたはずなのに、今は彼を守りたいとさえ願っている自分の想いにシュマリアは気づく。

　そばにいると、どんどん欲張りになる。本当は、こうして話せるだけでも僭せん越えつなのに。







「――じゃ、ダリヤール先生たちにはわたしから説明しておくね」

　夜の闇をランプで照らした三階の廊下。上じよう宿やどのように絨毯が敷かれた階段の手前で、シュマリアはアレスと別れることになった。

　今夜からアレスは、外が暗いうちだけナセルの護衛に協力することに決めたのだそうだ。「別に殿下を守りたいわけではありません。〈烙らく印いん〉を使った闘法を特訓した成果を確かめたいだけです」とナセルに無表情に言い放ってシュマリアを蒼褪めさせたりはしたが、アレスは本来、無む造ぞう作さにやさしい青年である。イドリスの凶きよう手しゆからナセルを守りたいという気持ちもあるはずだ。

「ん。頼む」

「兄さんも気をつけてね。――あ、でもそうすると今夜は組舞は練習できないのね。残念」

　シュマリアとしては、それはなにげない感想のつもりだったのだが。

「今は俺とより、ナセル殿下と踊りたいんじゃないのか」

「――……え？」

　返ってきたのは予想だにしていない皮肉めいた言葉で、シュマリアは一瞬呆ほうけてしまった。

　真正面に立つアレスは、あまり表情の浮かばない顔をわずかにしかめている。唇は拗すねた子供のそれのようだ。

　――拗ねている？　そんなまさか。昔からわがままを言わず聞き分けがよすぎて却って両親を困らせてしまったほどのアレスが、子供のように拗ねるなんて。

　ありえない。けれど。

「すまん。忘れろ」

　しかしアレスはシュマリアと目を合わせず、なぜ俺はそんなことを言ってしまったんだとでもいうような苦々しい表情のまま、黒ずくめの背を返した。

　シュマリアはなぜか、絨毯に靴底が貼りついてしまったかのように、アレスを追うことができなかった。
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『風月都市』フーシャング市での滞在三日目は、比較的穏やかに幕を開けた。……シュマリアの胸中は、あまり穏やかではなかったが。

　――俺とより、ナセル殿下と踊りたいんじゃないのか。

　アレスのめずらしい――本当にめずらしい、拗ねた言葉と表情が頭をぐるぐると廻りつづけたのに加え、ナセルや『ゴラン』や『空知らぬ月』のことにまで脳のう漿しようをしぼっていたせいで、昨夜はまともに眠れなかった。

　とりあえず、義兄のことは深く反省した。確かにここ数日、ナセルのことばかりに頭を支配されていてアレスへの気き遣づかいがすこんと抜けていたと思う。大事な相方なのにひどかった。

（今夜は久しぶりに、腰でも揉もんであげようかな……いや、兄さんの好きな焼きサラダのゆで卵添えを作ってみた方がいいかな？）

　薔薇石せつ鹼けんの濃密な香りにあっぷあっぷしながらの洗顔後に、レイニー直じき伝でんの「目の下の隈くまをとる顔面体操」をしてから、シュマリアは軍服に袖そでを通した。体調はいい。

　部屋を出る前に、はたと思いついて窓を開ける。身を乗り出して、左翼棟の三階にある部屋へと目を凝こらした。鎧よろい戸どは下りている。まだ休んでいるのかな、ナセル様。

　今日も彼に会える――少なくともその可能性があることに幸福感と元気をもらう。

　――喧けん嘩かしたの？　大だい丈じよう夫ぶよ、明日笑って「おはよう」って言えばいいだけ。

　――そのくらいで壊れる兄妹愛じゃないでしょう？　怖がらないで！

　昨夜、お姉さん気質かたぎのレイニーにもらった助言と笑顔も胸に浮かべて。

　よし――と両の拳を握にぎって気合いを入れてから、集合場所である正門の前に向かった。

　しかし、まだ夜明け前で薄暗いそこには、ドライドしか――遅刻癖が抜けなくてダリヤールに膝ひざ詰づめ説教を喰らうことも多い、時間にたいへん適当な幼なじみしかいなかったので、シュマリアは大いに戸惑った。

「おはよー。あれ、わたし遅刻だった？」

「おはよー。いや遅刻じゃねーぜ、俺もシュマリアも」

　眠たそうに石壁に背もたれたドライドも、今日は黒の軍服を引っかけている。

　だが装着が義務づけられているターバンクフイーヤはしておらず、寝癖ではね放題の薄茶色い髪はいつものようにむき出しだった。

「ダリヤール先生とアレス、カイさん、レイニーさんは、先に警シ察フ隊ナと『鍛か冶じバザール』に行っちゃったんだぜ。なんか、兇きよう賊ぞくが潜ひそんでる廃はい屋おくが見つかったんだとさ。あの女みてーな顔の副総そう督とく閣下も一緒だったかな。まあとにかく、俺らはまとめて後から来いってさー」

「明らかに戦力としてアテにされてないね、わたしたち……ところでディアスは？」

「ジハールさんがまだ起きねーから、起こしに行った」

「ディアスが自分から行ったの？」

「いんや。俺とのじゃんけんで負けた」

　そんなことだと思った。寝起きの悪いジハールの、いつもより根性の悪さが三割増の愚ぐ痴ちと皮肉に朝っぱらから付き合いたがるほど、ディアスは被ひ虐ぎやく志向ではない。

「そういえばシュマリア、ここ来てからあんまし三つ編みしてないのな」

「え？　……ま、まあね」

　食う寝る遊ぶ以外にはいかにも無頓着そうなドライドの意外と鋭い指摘に、どきりとする。

　シュマリアは今日はくせの強い黒髪を、いつもの縄のような三つ編みにはせず、高い位置で結い上げているのだ。

　――大人っぽく見えて素敵だと、ナセルに褒められたからではない。断じて。

「バザールで簪をもらった話はしたでしょ？　結ゆい上げるのも似合うってその女の子に言われてから、なんだかはまっちゃって」

「さよか。ま、俺もあの三つ編みより、そっちのが好きかもだなー。シュマリアの三つ編みって海え老びのしっぽみたいで、ずっと見てると腹減ってくるし」

「そんな理由!?」

　色気より食い気のドライドに、どこぞの王太子シエフザーデ顔負けの歯の浮くような褒め言葉を期待する方が間違っているのだが、シュマリアはつい勢いよくつっこんでしまった。

「暇だし、早口言葉でもやんね？」

「いいわよ。じゃあわたしから問題。『バカラムバカラトムバカラート』って三回嚙かまずに」

　言ってみて――と口にした時だ。

　こめかみのあたりに刺さる視線を感じた。首をめぐらすと、ドライドの肩の向こう――人ひと気けの少ない暗い街路に、胡う散さんくさい人影があった。不自然にしっかりと外がい套とうを着こんだ姿。

　目深にかぶったフードの下、奴ど隷れいのような無表情は、半分が包帯に覆われている。

　――イドリス!?

　あの悪い意味で目立つ外貌では、明るい間は街を歩けないだろうと思っていたのに。

　まさか、ナセルをまた――そう思った瞬間、シュマリアの口と身体は勝手に動いていた。

「ドライド！　あとで焼き胡桃くるみあげるから、何も聞かずに、今からわたしが言うことを正確にダリヤール先生とジハールに伝えてっ」

　最初の『バカラム』で舌を嚙んで悶絶しているドライドに伝言を託すと、シュマリアは全力で駆け出した。

　――少しだけ尾行して、どこに行くつもりかがわかったら、戻ってみんなに報しらせよう。

　自分の力量を計算して、そう決める。

〈星流の瞳〉があっても一対一でイドリスに勝てるとは思えないからだが、この一線を絶対に守れる気は自分でもしなかった。もしイドリスがナセルに再攻撃を仕掛けようとしたら、後先考えずに飛び出してしまいそうな気がする。

　しかし当初の悪い予感に反して、イドリスは公館には近づいていかなかった。

　むしろ公館からどんどん遠ざかっている。

　南の方へと。

（街の南って何があったっけ……バザールは東地区と西地区に集中してて、北地区は高級めの住宅街と神殿でしょう……）

　緊張で早まる鼓動を抑えつつ、ここに来る前に調べたフーシャング市の知識を想起する。

　南地区は確か、中流以下の市民のための住宅街や、墓地があったはずだ。

（そう……ここの墓地は特徴的なんだって、ディアスが言ってたっけ。亡くなった後も風と月の恵みを受けられるように、墓石を風車や水盤で飾るとか……）

　白壁に挟まれた変化に乏しい隘あい路ろが続くが、こういう街では住人も迷いやすいので、通りに面した部分の住居装飾に凝って目印を作ることをシュマリアは知っていた。特に家の「顔」である玄関扉とびらには、色彩豊かなタイルを張り回したりと個性が出ている。

　黒塗りの扉に太い鋲びようを打ちこんで八はち芒ぼう星せいや月を描いた家の角を、イドリスが左に曲がる。

　しかし五つ数えてから曲がり角の先をそっと覗いてみると、追っていたはずのイドリスの背中は忽こつ然ぜんと消えていた。

　――まかれた？

　悔しいが、やや強引に前向きに考えれば、公館に戻る頃合いとも言える。シュマリアはため息とともに足を止めた。

　イドリスに、今ナセルを襲しゆう撃げきする気がないことを確認できれば、ここは十分だろう。自分を納得させて頷き、踵きびすを返そうとして。

　どん――と背中に何かがぶつかった。厭いやな予感がぞくりと背筋を貫く。が、遅かった。

　背後から伸びてきた手がシュマリアの口許に覆いかぶさる。一瞬にして息が詰まる。

「ごめんなさい」

　耳許に、抑よく揚ようのない声。けれど切なそう。そう感じた次の刹せつ那なの記憶は――ない。
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　その男はいつでも一いち分ぶの乱れもなく騎士服をまとい、純白のターバンクフイーヤを端然と巻いていた。

　岩のように無口で、精せい悍かんな顔つきを崩すことも少ないため、他の騎士からは無ぶ愛あい想そうで腹の底が知れぬ奴だと陰口を叩かれていたとも聞く。

　だがひねくれた少年だったナセルは、貴族出の多い騎士の中で浮いている――というか沈んでいるというか――男の、出世にも無欲そうなたたずまいに逆に興味を覚えて、なんの前触れもなく、彼を初めての護帝騎士ドウー・ジヤナハインに抜ばつ擢てきした。

　少数部族の出から騎士になれただけでも名誉なのに、王太子シエフザーデの護帝騎士ドウー・ジヤナハインとは。

　奇き蹟せきにも等しい栄達だと周囲がやいやい騒いでも、男はのぼせるでもなく淡々と叙じよ任にん式をこなしていた。

　――あなたの演奏の腕前は非常に達者です。が、どうにも気持ちが見えぬ。もしや、本心を表すのがお嫌いですか？

　だからある日、音楽の個人授業が終わった後に不意にそう言われて、ひどく驚いたのだ。

　普段は無言で、凪なぎのように静かに護ご従じゆうしているだけで、主人であるナセルにさえ特別の想いを持っているようには見えなかった――そしてへつらいに慣れたナセルも、その媚こびのなさが逆に心地ここちよかった――男が、意外と鋭えい敏びんなまなざしで自分を見抜いていたことを知って。

　それから話をするようになった。こちこちの堅かた物ぶつで趣味は仕事という第一印象を裏切って、男が音楽をこよなく愛していることもナセルはほどなく知った。

　――音楽への気持ちのこめ方、ですか？　いや――それは、言葉で伝授できませぬ。

　けれど質問をしても答えはいつもそんな具合で説明不足で、口くち下べ手たすぎるとナセルはひそかに思っていた。男のリュートウード演奏の腕前と、東領の伝統音楽への造ぞう詣けいの深さは認めていたが。

　――『風幻情歌』。古い曲です。カザナ族の詩人が作ったという説もあるとか。

　寡か黙もくなくせに、ずっと聴いていたいような低い声で語るその男の名は、ベイレル・メフメト・アーリ＝ハムディース。

　本来は結婚相手にしか告げてはいけないという、彼の出身部族の伝統である「風にちなんだ意味を持つ隠し名」まで教えてくれた、ナセルの最初で最後の護帝騎士ドウー・ジヤナハインにして、最初の友人。

　血にまみれた永えい訣けつの瞬間と、彼の最さい期ごの言葉は今でもあざやかに思い出せる。

　――哀かなしまないでください。

　そう。そう言われたはずだ。なのに。

　――……哀しいことでもあったの？

　気づけば、死に際ぎわのベイレルが見せた沈痛な面おも持もちが、少女の悲しそうな顔にすり替わっていた。仔こ犬いぬのような青い瞳に映る、己おのれの表情に驚いて――ナセルは夢から覚醒する。

「……っ……」

　瞼まぶたを開けた途端に頭痛がした。だが寝直す気にはなれず、ナセルは亜あ麻ま布ぬのをしつらえた寝台から難儀そうに身を起こす。またベイレルの夢かと自分の心の弱さに呆あきれた。

　頭痛もひどい。昨夜、星せい石せきを使っての帝都との定期連絡で、ファラグにまた恫どう喝かつと説教を喰らったせいだろうか？　弟の怒ど鳴なり声は、星石を通して聞いてもまるで突風で、ナセルは毎回吹き飛ばされそうになる。

　くだらないが平和なことを考えて、重すぎる夢の余韻をどうにか追い払っていると、廊ろう下かがざわついていることに気づいた。

　青く塗られた扉を振り返ったのと、それが開いたのは、ほぼ同時だった。

　黒ずくめの青年。その横でさすがに申し訳なさそうにしている、だらしがない騎士。

「君か。アレス」

　ナセルが騎士に扉を閉めさせるなり、アレスは臆おくするところのない鋭い瞳で切り出した。

「お休みのところを失礼しました。ひとつだけ質問させてください」

　口ではそう言っているものの、本音ではさほど失礼だと感じていないことが、威い圧あつするような声音でわかる。彼のこういう無表情なくせに率直なところは、ナセルも嫌いではない。

　……昨夜の彼の、義妹いもうとへの率直な愛情表現は、たいへん気に食わなかったが。

「これは、殿下がシュマリアに与えたものですか」

　アレスは単刀直入に言い、左の手のひらを突き出してきた。そこには銀鎖に透明な柘榴石をあしらったペンダントが載のせられていた。

　そういうことかと、ナセルは嘆息する。ペンダントを取り上げ、わざと高慢そうに告げた。

「そうだよ。で、君は義妹にちょっかいをかける不ふ埒らちな王族に抗議しにきたのかい？」

「いいえ。シュマリアが行方ゆくえ不ふ明めいになったことがこれで確定しました」

　――衝しよう撃げきで、一瞬呼吸を忘れた。

　不ふ人にん情じようにもさっさと踵を返そうとするアレスの肩を強くつかんで、詰め寄る。

「どういうことだ。行方不明とは」

　アレスの平淡な表情に秘められた感情を見抜くのは得意ではないが、彼のいつになく硬かたい雰ふん囲い気きと悲痛な想いは、肌にぴりぴりと伝わってきた。

「『王太子シエフザーデ殿下に危険が迫せまっている』という伝言を残して出ていったまま、シュマリアが帰ってきません。足取りを追っているうちに、南地区でこのペンダントを見つけました。レイニー――シュマリアと同室の舞師の証言によれば、これはシュマリアが昨日から身につけはじめたものだとか。大事そうに枕元に置いて、ずっと眺めていたと」

　それでアレスは、ナセルからの贈おくり物だと直感したわけか。

「殿下から頂いたものを――いえ、他人からもらったばかりのものを落としたと知ったら、シュマリアは死ぬ気で探します。今そうしていないということは、それができない状態にさせられているということでしょう」

　いちいち言い直すところが小こ憎にくらしいが、今は昨日きのうのように幼よう稚ちな対抗心にかかずらっている場合ではない。少しだけ待つように厳命して、ナセルは手持ちの中でもっとも身動きしやすい軽装に着替えると、邪魔な長い髪をくくり、細身の剣だけを持って廊下に出た。

　王太子シエフザーデ殿下に危険が迫っている――シュマリアがそう考えたのは。

　肩を並べてきた黒髪の青年の、早くも傷しよう悴すいの兆きざしの見える横顔に、ナセルは胸が悪くなるような予感を懸命に押しのけて問いかけた。

「彼女はイドリスを見かけたのだろうな。まさか、追いかけて返り討ちに？」

「それはないと思います。行方不明の理由なら、俺に心当たりが」

「聞こう」

「〈春の大祭ノールーズ〉で、俺とシュマリアはエンヴェルに誘ゆう拐かいされそうになりました。攫さらって、バルク家の戦力にするために」

「……君だけじゃなくて、彼女も狙われていたのか？　ちなみに『戦力にする』というのは」

「薬で洗脳して、狂戦士に仕立て上げる。エンヴェルがそうほのめかしてました」

　予想通りの答えだったが、その危険が少女に降りかかろうとしていると考えるだけで抑制できない怒りと焦しよう燥そうにかられた。声と表情の動揺は殺せても、剣を握る手の震えが止まらない。

　いつになく冷静さを欠いている己を自覚して、ナセルはふと立ち止まりそうになった。

　――こんなにも、自分の中で、彼女の存在は大きかったのだろうかと。

「旅団の仲間たちと捜索を始めています。兇賊退治のために市門は封ふう鎖さされていますから、まだここを出てはいないと思いますが」

「街は出ていない。それは確かだよ」

　怪け訝げんそうに眉び宇うをひそめて、アレスが振り返る。ナセルは階段を駆け下りながら教えた。

「イドリスはおそらく『空知らぬ月』を守るためにここにいる。闇取引が終わるまでは街を出ないはずだ。彼女はきっと、イドリスのそばに囚とらわれているだろう」

「ですが、場所は」

「それも目星はついている。すぐに向かおう」

「……キール閣下ですら知り得ていない情報を、よくそこまで」

「帝都と私の情報網をなめない方がいい」

　実は昨夜ファラグから得た情報なのだが、そこまで手の内を明かしてやることもない。

　ナセルはいったん口を噤つぐむと、誰にも気け取どられぬように深呼吸をして、覚悟を固めた。

　おそらく、これから向かう場所で対たい峙じするのはイドリスのみではない。――『ゴラン』。

「そういえば君たち旅団は、今朝はキール君と兇賊退治に出るはずでは？」

「すでに瞬殺しました。残党狩りは、ここの警シ察フ隊ナに譲ゆずりましたが」

「頼もしいな。――しかし今さらだが、私も捜索に参加させてもらっていいのかい？」

「なぜさらわれたかを探られると困るので、キール閣下にはばれないようにしたいのですが、俺たちだけでは人数的に心こころ許もとない。猫ねこの手も借りたいので歓迎します」

「王太子シエフザーデを捕まえて『猫の手』とは言ってくれるね」

　互いが互いに八つ当たりじみた言葉を吐はいていることが、ふたりの精神のささくれ具合をよく表している。

　――〈春の大祭ノールーズ〉で肋ろつ骨こつを二本折って、手首の腱けんを痛め、身体中に切り傷と痣あざを作ったというのに、まだ懲こりてないのかおまえは!?　いいか、俺がいない場所で無茶はするなよ！

　外に出た時にふと思い出したのは、昨夜、恒こう例れいの説教をしてきた弟王子の大音声だ。

　唇にほろ苦い笑みが浮かぶ。

（悪いが私は死んでも懲りないと思うよ、ファラグ）

　言えば説教が長くなるからと昨夜は口にしなかった本音を、ナセルは胸の奥で呟いた。
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　からころ、からころ。小さな風車が回る可愛らしい音が遠くから聴こえた気がして、朦もう朧ろうとしていたシュマリアの意識が、闇の底から徐々に浮上しはじめる。

　イドリス。君、なんだその娘は――

　あなたへの依頼には関わりのないことです、ゴラン――

　関わりはあろう。わたしは人身売買をするような人間とは共闘はできぬ――

　そのような所業は、私とてご免です。しかしこれは、シヴィト様からの命令で――

　抑揚のない声の主が、凜りんとした張りのある声の『ゴラン』という人物と言い合っている。

　夢ゆめ現うつつにそう把握したシュマリアが、鉛なまりのように重たい瞼をどうにかもたげると。

「気づきましたか」

　――吐と息いきがぶつかりそうなほどの近さに、左目に包帯を巻いた顔があった。

　一瞬息が止まり、はっと護身術の構えをとろうとして、両手両足が細い蛇へびのような縄で縛いましめられていることに気づく。

　惑わく乱らんのあまり硬直するシュマリアをよそに、彼女の顔を覗きこんでいたイドリスは、淡々と身を引いた。闇の中でも紅あかく輝く髪が、さらりとその肩を流れる。

「あなたは、シュマリア・ミア・アーリ＝ジェディットですね？」

　抑揚のない声に、シュマリアは肯こう定ていも否定も返さず、素早く視線を周囲にめぐらせた。

　窓も調度品もない、箱の中のような、真っ暗闇の石室だ。奇妙に高い天てん井じようにともる星魔術シーミーヤの灯あかりが室内をぼんやりと照らしている。シュマリアが横たえられているのとは反対側の壁に小さな扉が見えた。

「私はイドリス。バルク家に仕つかえている者です」

　シュマリアが、以前ナセルと一緒にいた『寵ちよう姫き』だとは気づいていないのだろうか。イドリスは、こちらが畏かしこまってしまうほどの慇いん懃ぎんな物腰で名乗った。

「痛いところはありませんか」

「……ないわ」

　三度目の呼びかけで、シュマリアは初めて応じた。過程はともかく、イドリスが本気で彼女の身体を気遣っていることは感じとれるので、無視がしづらくなってきたからだ。

　縛しばられた両手をついて、ゆっくりと身を起こす。改めて間近で見るイドリスは、ナセルと渡り合っていたことが信じられないほど華奢で、包帯のせいか病的な印象さえあった。

「水は飲みますか？」

　かぶりを振ってから、気づく。気絶する前まで結構な距離を走っていたのに、ちっとも喉のどが渇かわいていない。すると、意識を失っていたのはそう長い時間ではなさそうだ。

「ここはどこ……？」

「申し訳ありませんが、それは言えません」

　まあ、当然の返答だ。しかし丁てい寧ねいな物腰には悪い気はしない。

　バルク家の暗殺戦士という肩書きは同じでも、イドリスはエンヴェルのような根っから兇きょう悪あくな人格ではなさそうに思えた。アレスに瞳の色が似ているせいか、油断すると知り合いと話しているような気分にさえなってしまいそうである。

　だが、彼がナセルを殺そうとしたのは、つい先日のことだ。思い出し、表情を硬くする。

「わたしを、どうする気なの」

「さあ」

　あっさりと首をかしげられてしまい、思わず緊張感が崩れて前につんのめりかけた。

「さあ、はないでしょう、ひとを誘拐しておいて。暴れたりしないから、お願い教えて」

「本当に知らないのです。私は当主ザラス、いえ、シヴィト様の命令に従っているだけですから」

「当主ザラス？」

「シヴィト様です」

　妙な訂正の仕方だと思ったが、要するにバルク家当主ザラスがシュマリアの誘拐を指示したのか。

　なぜわたしが、こんな。覚醒した時から内心にあった混乱はひとまず凪ないだが、代わりにふつふつと胸に浮かんできたのは厭いやな予感だ。怖さ、と言い換えてもいいかもしれない。

「……それじゃあなたは、わたしをそのバルク家当主ザラスに引き渡す気でいるの？」

「はい。できれば傷をつけずに、生かしたままでと命じられました」

「引き渡された後は、わたしはどうなるの」

「さあ」

　当主ザラス――シヴィトに教えられていない、という意味か。シュマリアは追及を諦める。

（どうしよう）

　バルク家の根ね城じろになんて連行されたが最後、何をされるかわかったものではない。三歳にもならぬアレスに、生存率が一割にも満たない秘儀をほどこすような恐ろしい人々だ。

　心臓がばくばくと音を立て、硬く握りしめた拳の内側で冷や汗が滴しずくになる。

　心の支えにするものが欲しくて、軍服の胸元をまさぐり――はたと凍こおりつく。

（ナセル様のペンダント……！）

　ない。どこかで落としたのか。悲しみと不安がシュマリアの心に大きなしみを作る。

「――あなたには〈星流の瞳〉があるそうですね」

　石室内にかすかにこだまする、イドリスの訥とつ々とつとした語り口で我に返った。顔を上げると、薄紫色の右目が、シュマリアを居心地が悪くなるほどじっと見つめてきた。

「シヴィト様は、おそらくそれに目をつけたのでしょう」

「え」

「先のあなたの疑問に対する、私の憶おく測そくです。〈星流の瞳〉はバルク家ティムール族でも稀まれにしか生まれない資質だと、シヴィト様に聞いた記憶があります」

　口調は相変わらず抑揚に欠けているが、イドリスなりに、落ちこむシュマリアを慰い撫ぶしようとしてくれているらしい感じはある。

　それは憎めないが――敵としては厄介だった。たとえ実力差があっても、挑発や噓で動揺を誘って、隙をついて倒す方法はある。呼吸法を教わるついでにダリヤールが授さずけてくれた豆知識だが、こうも感情に揺らぎのない相手ではそれは使えない。

（でも……逃げなきゃ）

　兄さんたちの許もとに帰る。柘榴石のペンダントを探しにいく。ナセルに逢う。

　今ある最大の願望を胸の中で唱となえて自分を奮ふるい立たせると、シュマリアはとりあえずイドリスとの会話の続行を図はかることにした。こちらに有用な情報が引き出せないとは限らない。

「いくら資質が稀でも……使いこなせてないなら、意味はないんじゃないの？」

「素質だけで十分なのかもしれません」

「どういう意味？」

　怪訝そうに彼を見つめ返すシュマリアの目許に、イドリスの手がそっと伸ばされる。

　冷たい指先が、緊張からわずかな震えを帯びている彼女の右目の瞼にふれた。囁かれる。

「〈春の大祭ノールーズ〉で、バルク家最強の暗殺戦士エンヴェル殿を喪うしない、我々の戦力は大きく殺そがれてしまいました。その穴あな埋うめとして――バルク家の血を引き、異能まであるあなたに〈烙印〉をほどこし、秘薬による洗脳と肉体の強化をすることで、新たな戦士に仕立て上げるつもりではないかと私は予想するのです」

　想像していた以上に過酷な予想図を、お伽とぎ話ばなしの結末でも教えるかのように淡々と告げられて、シュマリアは思わず絶句してしまう。

　次の刹那、シュマリアの右目の視界が何かにふさがれた。イドリスの冷たい指先。

　何を、と身を引く暇もあらばこそ、イドリスの奇妙にやさしい囁きが耳じ朶だに落とされ――

「目覚めていてもつらいでしょうから、もう少し眠っていてください。私にはまだ、やるべきことが残されていますので」

　――また、ふっつりと、シュマリアの意識は途切れてしまった。
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　からころ、からころからころころ――

　走るナセルをさらに急せきたてるかのように、無数の小さな風車が勢いよく回る音が、行く手から聞こえてくる。夜明けも近いというのに、周囲は閑かんとして人ひと気けもない。沙漠と市街を区分する防壁を越えて入りこんできた、砂まじりの風が足許を吹き抜けた。

　その風と砂にやられたのだろう、凹おう凸とつが削けずれて顔が判別できなくなっている一対の天使像に挟まれた大きな門の前で、ナセルは足を止めた。

「ここだ」

　傍らでアレスも急制動する。ナセルの全力疾しつ走そうから一歩も遅れないどころか、訓練された犬のようにぴたりと速度を合わせて公館からここまで駆けてきた青年は、

「あの廟びようですか」

　鋳ちゆう鉄てつに黒い塗料を塗りつけた重厚な門の隙すき間まから、中の墓園を睨みつけると、低く呟いた。

　骨のように白い墓石が並んだ向こう、物寂しく感じるほど広大な墓園の中央に建つ、大理石を積み上げた建造物。フーシャング市生まれの聖者サデの亡なき骸がらを祀まつった廟だ。地上部分は箱のような平屋にしか見えないが、実際は地下三階にも及ぶ、造りの凝った廟だとか。

「そうだ。あそこが密売アルマダリヤの闇取引の場になっている可能性のある場所の一つだ」

「墓園ですか。不ふ謹きん慎しんな」

「密売に手を染めている連中に、常識を期待してはいけないよ。――それにしても、なぜ私と君が組まされたんだろうな」

　密売アルマダリヤの闇取引の場になっている――と同時に、イドリスが隠かくれ処がとし、シュマリアを確保していそうな可能性のある場所は、現時点で三つあった。闇取引の時刻までに調査を深めて狙ねらいを絞るつもりだったのを、今回は急ぎシュマリアを探すために、東領旅団の全員とナセルで手分けして捜索することに決めたのが半刻前。

　その組分けをナセルは、三十九歳くらいに見える髭の旅団長に任せたのだが――

「ご不満ですか。俺は納得しましたが」

「なぜだい？」

「殿下が暴走された場合に、遠えん慮りよなく止められるのは、今の旅団の中では俺くらいでしょう」

　……暴走とは、言ってくれる。ナセルはやや憮ぶ然ぜんとした。

　墓参の時季ではないため、門はいくつもの錠じよう前まえと鎖くさりで閉ざされている。闇取引用の抜け穴はどこかに隠してあるのだろうが、探す手間と時間が惜しい。

　アレスと短剣などを使って錠前を壊しながら、想いはまた少女の許に戻る。

　――泣いては……いないか。義兄やナセルが怪我をした時にはもろくも涙ぐんでいたが、基本的に彼女は前向きで、何かあったらまず自分の両手でできることを探す行動的な性格だ。懸け念ねんするべきは、むしろ自力で逃げ出そうとして無茶をしていないかという方か？

「王太子シエフザーデ殿下」

　冷静に呼ぶ声ではたと現実に返り、アレスの鋭い目線の先を追うと、廟の入り口から人影がぞろぞろと出てくるのが確認できた。七人。

　イドリスでも――『ゴラン』でもなさそうだが。周辺の警戒に出てきたのだろうか。

「中あたりみたいですね。敵は全部で何人いるんでしょうか」

「正確な人数はわからないが、二十人以上と見ていいだろう」

「――正面突破でいいですか」

　恐ろしく乱暴で作戦ともいえない作戦を、アレスはさらりと口にした。

　他の旅団員を呼ぶことさえ思いつかないのか。義妹を案じるあまり冷静さを欠いている、と指摘することもできたが、ナセルもアレスとまったく同じ、あるいはそれ以上の焦燥感で、少女を一刻も早く救出したいと思っていたので――

「そうしよう」

　愛用の剣を手に頷き、アレスが扉を蹴けり開けると同時に墓園に突っ込んだ。

　七人がほぼ同時に振り返り、腰帯から剣を抜く。服装はばらばらだが、その刀身の特徴的な反りには覚えがあった。アレスと今だけは協調してお互いの死角を守りながら、二人目を叩き伏せたところで、ナセルの予感は確信に変わる。

　この烈風のような太た刀ち筋すじ――カザナ族の戦士だ。

　早まって、得意の雷らい術じゆつで吹き飛ばさなくてよかった。カザナ族を傷つけるのは御免だ。

　しかし――やはり『ゴラン』はここにいるのだ。そして、バルク家のアルマダリヤ密売に深く関わっている。

　錆さびた鉄の刃で抉えぐられるような耐えがたい胸の痛みとともに、ナセルがそれを認めると。

「殿下――ッ！」

　めずらしく焦あせりを露あらわにしたアレスの声が、横手から飛んできた。と同時に背筋に悪お寒かんを覚えたナセルは、即座にその場に身を投げ出す。すると頭のすぐ上を、何かが金属音と唸うなりを上げながら通り過ぎていった。

　一瞬と間を置かずに跳ね起きて、視線を上げ――王族の作法を無視した舌打ちをひとつ。

　黒塗りの仕込み杖を構えたイドリスが、数歩の距離にいつのまにか現れていた。

　無感覚そうな冷たい瞳――

「シヴィト様に聞いた記憶があります」

　――抑揚のない声。

「あなたのような方を、自ら火に入る宵よいの虫と言うと」

　ナセルの頭上で、真しん紅くの髪をした暗殺戦士が、大きく杖を振り上げた。
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　やたらに心地よい夢む魔まを振り払って二度目に覚かく醒せいした時には、イドリスの姿はなかった。

　彼が戻ってくる前にと、シュマリアは猛もう然ぜんと脱出の準備を始める。

　縛しばられた不自由な手で苦労して軍服の上着をまさぐり、胸元の隠しに潜ひそませてある針のように細い小刀を取り出す。イドリスは女性への遠えん慮りよを持ち合わせていそうだから――と期待していた通り、上着の、それも胸元付近に隠していた持ち物は奪われていなかった。

「わたしひとりじゃここから逃げられっこないって、なめられてる可能性もあるけど……ま、今回は幸運と思っておこう、うん」

　つい独ひとり言ごとが多くなるのは、独りでいる石室の中は息苦しくなるほど静かだからだ。無言でいると、生きたまま石せき棺かんの中に閉じこめられたも同じ、暗あん鬱うつな心地になってしまいそうで。

「そういえば、今何時くらいなのかしら……？　さすがに兄さんたちは、わたしがいないことに気づいてるわよね。連絡とれたらいいんだけど……いや、まずここがどこかわからないとどうにもならないか。でも絶対探してくれてるだろうから、わたしもがんばらないと！」

　アレスをはじめとする旅団の顔ぶれを胸に浮かべて自分を励はげます途中で、ふっと、違うひとを思い出してしまった。

「……ナセル様」

　声がふと小さく儚はかなくなり、切なげにうつむいてしまった自分に、シュマリアは気づかない。

　今どうしているだろうか。ひねくれているようで実はやさしく、色々なものを背負っているひとだから、間抜けな自分のことなんかで心配をかけたくはない。ないが、自分がこんな状況にあることを彼が全然知らないで笑っているというのも、それはそれで切ない。

　王子様みたいに助けてほしいとまでは願わないけれど……。

　でも。もし、助けにきてくれたなら。

　不意に静せい寂じやくが耳に迫せまってきたことで、いつのまにか手が止まっていたことに気づく。

「しまった、こんなところで切なくなってる場合じゃないのに……っと……やった！」

　つい潤うるんでしまっていた目尻を袖そででぬぐって作業を再開すると、ほどなくして両足をがんじがらめに拘こう束そくしていた縄なわがほどけた。これで歩けるし、得意の足技も使える。

　そう歓かん喜きした時、扉とびらの向こうで物音がした。カツン、カツンと一定のリズムイーカーを刻きざんでいる。

　硬い靴くつの底で、石の床を踏ふむ――足音だ。

　誰か来る。イドリスか。シュマリアは蒼あお褪ざめて扉の脇わきに向かう。両手の縛いましめはまだほどけていないため足技と当て身で戦うしかない。どんな危うい体勢になっても転倒しない感覚は舞で鍛きたえているから、両りよう腕うでで身体からだの平へい衡こうがとりにくいという不利はこの際無視できるが。

　扉の前で足音が止まる。心臓が大きく跳ねる。落ち着け、落ち着け――

「ッ！」

　扉が開くなり、シュマリアは現れた人影に向かって突進した。

　が、みぞおちを狙ねらった肘ひじ打うちは、相手の掌底によって見事に向きを逸そらされた。

　待って――というように、穏おだやかに肩に手が置かれる。

　その手がイドリスのそれより華きや奢しやで温あたたかいことに疑問を覚えて、視線を跳ね上げると。

「……驚いた」

　相手はそう呟つぶやいたけれど、驚きの度合いではおそらくシュマリアの方が勝ちだ。

　――イドリスではなかった。現れたのは、すらりと背の高い、初めて見る女性だった。

　暗緑色を基調とした男装を違和感なくまとっているが、場違いな羨せん望ぼうを感じてしまうほど豊かな胸元の線は隠しきれていない。

「落ち着いてくれ、わたしは敵ではない。他の者に気け取どられては困る故ゆえ、静かに頼む」

　どこか古風で男性的な口く調ちようで言い、その女性は石室にすべりこんできた。

　シュマリアは構かまえを解とかず、間合いも一定に保たもったまま彼女と向き合う。

　――美しさと格好よさが、絶妙に調和している女性だった。

　しかし冷れい冽れつそうに整った容よう貌ぼうはせいぜい二十代後半くらいにしか見えないのに、まっすぐな長い髪かみはなぜか絹糸を思わせる純白色である。わずかな灯あかりにも青白く輝くその髪は高い位置でまとめられ、束たばね目には瞳ひとみに合わせた翠すい緑りよく石せきの色の簪かんざしが飾られていた。

　簪。――カザナ族か。

　女性はシュマリアを見下ろすと、わずかに顔をほころばせた。見る者を無条件に和なごませる、母性的な包容力のある笑顔だった。

「わたしが助けにくる前に、自力で逃げる気でいたとは。近頃の舞姫とは逞たくましいのだな」

「あなたは……誰ですか？」

　毒どく気けを抜かれそうになりながら訊たずねると、女性はなぜか一瞬迷うような表情をよぎらせた。

　わずかな沈ちん黙もくを挟んで、彼女は紅べにをさしていない唇くちびるを開いた。

「ベルワルドだ」

　女性にしては低めだが、託宣を授さずける巫み女このように凜とした深みのある声が石室に響く。

「……『ゴラン』じゃなくて？」

　ベルワルドと名乗った女性は、シュマリアの鋭するどい指摘に、驚いたふうに緑の瞳を瞠みはった。

　さっき夢ゆめ現うつつに聞いた、イドリスと言い合っていた人物の声に似ていると思ってカマをかけてみたのだが、的中だったらしい。ベルワルドは決まり悪そうに肩をすくめてみせた。

「『ゴラン』は裏の仕事で使っている別名だ。ベルワルドが、母に頂いた名だ」

「それじゃ、ベルワルドさんと呼んだ方が……？」

「君にはそう呼ばれたい」

　また微笑ほほえむ。どちらかといえば気品高く近寄りがたい風貌なのに、とても気安く、温かに。

　――これが『ゴラン』？

　シュマリアは強い戸と惑まどいに襲おそわれる。『ゴラン』が女性だったことにも驚きだが、帝国に破壊活動を仕掛けているバルク家の協力者という、後うしろ暗い立場の人間にはとても見えないのも衝しよう撃げきだ。高潔にさえ映るほど、ベルワルドの物腰は堂々としている。

「さっき『助けに』って言ってましたけど……どういうことですか？」

「言の葉のままの意味だが？　君をここから逃がして、君を待つひとの許に帰して進ぜよう」

　――あまりにも都合のよい展開に、シュマリアは却かえって彼女の魂胆を疑ってしまった。

「どうしてそんな。あなたはイドリスの仲間でしょう？」

「『仲間』という表現は正確ではないぞ」

　ベルワルドはかぶりを振ると、幼子を窘たしなめるような笑みを浮かべた。その表情が脳のう裏りでなぜかナセルの笑顔と重なり、シュマリアは少し胸が痛くなる。

「わたしは確かにバルク家――ひいてはイドリスと共闘はしているが、わたしは彼らの行動を無条件で認めているつもりはない。許容できぬ部分があれば、わたしはちゃんと異を唱となえる。たとえば、君のように無む辜この者を誘ゆう拐かいすることには」

　ベルワルドは革製の弓籠こ手てを嵌はめた手をもたげ、人さし指を立てて見せた。

「そしてもうひとつ。これは、わたしから君への礼でもある」

「……礼？」

「先日、バザールでカザナ族の少女を助けたであろう？」

　覚えている。ナセルもそばにいたことを同時に思い出すと、胸が締めつけられるけれど。

「実はわたしも、あの場に居合わせていたのだ。一部始終を見ていた」

「え……」

　居合わせていた。見ていた。なのに同族の少女を助けなかった？　この善良そうなひとが。

　眉まゆをひそめたシュマリアの表情から、そういう戸惑いを読みとったのだろう。ベルワルドは淡たん々たんと諭さとす口調で補足した。

「少数民族の――それもカザナ族に生まれついた以上、ああした迫害は日常茶飯事だ。あそこで助けても、あの少女が次にまた同じ目に遭あった時に、また助けてやれるとは限らぬ。とすれば、中途半端な親切は却ってあの少女のためにならぬのではと考えてしまってな。助けるのを躊躇ためらった。そこに君が現れたのだ」

　ある意味正論だった。――が、納得はできなかった。

　正確には、納得したくないと言うべきか。あの栗色の髪の少女の安心しきった笑顔を思い出すと、助けない方が彼女のためだったとはどうしても思えなくて、シュマリアはつい両の拳こぶしを握にぎりしめて反論していた。

「でも……誰かに助けてもらったとか親切にしてもらった思い出があるのとないのとでは、ある方が絶対にいいし、そういう記憶がたくさん心に残っていればいるだけ、人間って救われるものじゃないんですか？　少なくとも、わたしはそう思います」

　幼い頃、義あ兄にがいじめっ子を撃退してくれたことや、シュマリアとアレスが「帝国の敵」バルク家の血を引くことを知っても、迷わず救いの手を差し伸べてくれた王太子シエフザーデのことが、次々に胸に浮かぶ。

　彼らがくれた深い情とやさしい記憶は、今もシュマリアの心を強く支えてくれている。きっと助けにきてくれるから、今は一人ででも踏ん張ろうという前向きな気持ちの源にもなっている。だから――あの少女も、いつかそう思ってくれたらいいとシュマリアは願うのだ。

「――君は偉えらいな」

　ベルワルドのまなざしが深みを増した。率直な好意を感じさせる表情が、シュマリアの心に強く響ひびく。シュマリアもまたベルワルドに好感を抱いてしまうほどに。

「君があの少女を助けに入った時、わたしがどれほど嬉うれしく思ったことか。君のような人間がこの帝国の多数派だったなら……カザナ族も、もう少し生きやすかっただろうに」

　最後は独白のようだった。遠い目のベルワルドが滲にじませる憂ゆう愁しゆうの色に、シュマリアはつかのま見み惚ほれた。寂しげだが美しいたたずまいが、またナセルを連想させたのだ。

「手を」

　微風がすり抜けるような自然さで、ベルワルドがシュマリアの、まだ縄で固められたままの手にふれた。弓籠手から引き抜いた果物用に似た小刀で、ベルワルドが縄をさっくりと切ってくれるのに、シュマリアは心から礼を言った。今では、彼女の善意は信じる気になれていた。

「では、ここで今少し待っていてくれ。わたしは上の様子を見てくる。安全なようなら、改めて呼びに戻る故」

「あ――待って！」

　あっさりと扉を抜け去りかけた背中に、シュマリアは慌あわてて声をかけた。彼女が『ゴラン』なら、どうしても訊ねたいことがあった。












「ベルワルドさん……あなたは、王太子シエフザーデ殿下と何か特別な関係があるんじゃないですか？」

　ゴランという語を耳にするたびに、ナセルは傷ついた翳かげりを瞳によぎらせていた。ゴランがバルク家に協力しているというだけなら、常にしなやかかつ優雅にふるまうことを義務にしているかのようなナセルが、そんな弱々しい表情を見せるはずがない。では……？

　教えてほしいという熱い思いをこめて見つめる先で、ベルワルドが複雑な顔で呟いた。

「――君は、彼の知り合いか」

「以前、命を助けていただいたことがあります」

「彼」と口にした時のベルワルドの声の響きに、親密さのようなものを感じてシュマリアの胸は一瞬奇妙に疼うずいたが、彼女が物寂しげに口にした次の言葉で、それは消し飛んだ。

「昔――わたしの兄あに者じや人ひとが、あの王太子シエフザーデ殿下に殺されたのだよ」
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　迫りくるイドリスの鉄鎖をとっさに斬きり払いながら、ナセルが再度地面に身を投げ出したのと、視界の端から黒い人影が飛びこんできたのと、視界が煌こう々こうと輝く炎の色に包まれたのは、ほぼ同時だった。離れた場所で立ち上がったナセルは、一瞬にしてがらりと変わった周囲の風景に、やはり――と苦い思いで舌打ちをする。

　――黎れい明めいの空が、紅あかく染まっていた。不ぶ気き味みなほど濃こく深い紅くれない色いろに。

〈聖せい灰はい〉の結界だ。バルク家ティムール族が得意とする、星魔術シーミーヤの牢ろう獄ごく。

　術者を倒さなくては、中から出ることも、外から入ることもできない、厄やつ介かいな術である。これで東領旅団の援護は期待できなくなった。

　サデ聖者廟びようの中には、周囲に倒とう木ぼくのように転がっている戦士たちの仲間がまだいるはずなのに。アレスとふたりきりでは突破は無理とは思わないが、時間はかかるだろう。

　そのアレスはこちらに背を向けて、結界の術者――イドリスと対たい峙じしていた。

　ともあれまずはイドリスを――と、剣を持ち直してアレスの傍らに立とうとした時。

「行ってください」

　突然、アレスが言い放はなった。ナセルは思わず口にしかけていた星魔術シーミーヤの術語を中断して、こちらに向けられた背中を凝ぎよう視しする。両手に刃渡りが一ジラー（約六十センチ）弱のめずらしい細身の短剣をきつく握りしめ、アレスは少し離れた場所に立つイドリスから一いち分ぶたりとて視線をずらさぬまま、淡々と言葉を継いだ。

「イドリスは俺が。殿下は、先に中へ」

　――独りで、あの真しん紅くの髪の〈烙印持ち〉を喰くい止める気か。アレスの強さのほどを知らぬナセルは承服しかねるが。

「あれは〈烙らく印いん持ち〉でしょう。俺がぶつかるのが適任だ。殿下はシュマリアを頼みます。ただし、助け出して感激しても抱きしめるのは厳禁です。頭を撫なでる程度なら、非常事態ということで特別に許容しますが」

　いつも無口な青年らしからぬ早口と長なが口こう上じように、開きかけた唇を止められてしまう。

　ほとばしりそうなものを懸命に押し殺したような声の響きに、アレスの葛かつ藤とうを痛いほど強く感じたのだ。

　東とう領りよう旅団は軍の独立部隊というよりまるで家族のような雰ふん囲い気きだが、中でも十年以上ひとつ屋根の下で暮らしてきたという義兄妹きようだいは、まなざしだけで気持ちを伝えられるほど結びつきが強い。……ナセルがしばしば、羨せん望ぼうと嫉しつ妬とめいたものを覚えるほどに。

　そのアレスが、自分の手で義妹いもうとを助けることを断念してまで、ナセルを先に行かせようとしている。普段は気の合わない青年のその想いに、応こたえないわけにはいかなかった。

「――わかった。肝きもに銘めいじておこう」

「ご武ぶ運うんを」

　アレスの短い返事を聞きながら、身をひるがえして駆かけ出したナセルの背後で、突如として生まれた星魔術シーミーヤの炎ほのおが、嵐あらしの海を思わせてうねる。

　ちらりと一瞬だけ視線を流すと、イドリスがナセルを追撃するべく放はなった火術を、アレスが同じ火術をぶつけるという荒技で相そう殺さいしていた。ほとばしる炎で大気が一瞬にして熱を帯び、爆散した火の波が墓石を次々と粉ふん砕さいしてゆく。轟ごう音おん。

　それでも迷いなく聖者廟に飛びこむと、噓うそのような静けさと冷たさ、暗さに迎むかえられた。

　外がえらく騒がしいぞ、何があった――そういうざわめきが、奥の方から聞こえてくる。

　シュマリア。その名を胸に浮かべながら、ナセルは強い瞳で、石の階段を落ちるように駆け下りた。そして途中で鉢はち合あわせした戦士を、その驚きよう愕がくの顔をろくに見もせずに叩たたき伏せた。
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　昔――わたしの兄者人が、あの王太子シエフザーデ殿下に殺されたのだよ。

　ナセルが、ベルワルドの兄を殺した？　ベルワルドの兄ということは、彼女と同じカザナ族か。カザナ族は少数民族。ナセルは少数民族の迫はく害がいに、帝国中ちゆう枢すうでもっとも心を痛めている人間と言っても過言ではないのに、なぜそんな？　確かに彼はエンヴェルというバルク家の戦士は殺したが、あの義理堅く矜きよう持じもあるベルワルドの兄というひとなら、エンヴェルほどの極ごく悪あく人にんとも思えないのに――

　ひやり、膝ひざ頭がしらに冷たい硬かたい感触を感じて、シュマリアは我に返る。衝撃のあまり、知らぬ間に床にへたりこんでいたらしい。慌てて頭を振って、自分に言い聞かせた。

「――しっかりしろ」

　深呼吸をゆっくりと数回。両の頰ほおを、ぱしん！　と叩く。激しい動揺を無理やり理性の下に押しこめて、乱れた気持ちを必死で整理しようとした。

　ダリヤールが言っていた。気持ちを整理してから動かないと失敗するだけだと。

　あのナセルが、意味のない人殺しをするわけがない。ベルワルドの兄を……殺したのも、きっとやむにやまれぬ理由があったのだ。それくらい信じられずに、動揺してどうする。

　きっ、と青い瞳を上げる。

　ベルワルドは、扉をわずかに開けたまま去っていた。この石室に淀よどんでいるのよりは新鮮な空気の気配と、ここは一体どこなのかという疑問に導かれるように、シュマリアは音を立てずに扉の外に身を乗り出していた。手には、先せん刻こく縄を切るのに使った小刀。

　石室の外は、息詰まるほどに狭く暗い。人ひと気けはなく、地下牢獄が連想される。

　ベルワルドは――と一瞬考えかけたがやめる。彼女のことは、今は敢あえて忘れておこう。

　空気の流れを感じる方へと進んでいくと、見上げる首が痛くなるほどの急勾こう配ばいの階段があった。転げ落ちないよう、猫のような四つんばいに近い体勢で、息を殺して昇る。

「……おい、地上が騒さわがしくないか」

「そうだな……ちょっと見に行った方がいいか」

　階段の一番上の段で動きを止め、シュマリアは声のする方角へとこっそりと首を伸ばした。

　長い通路の先に、シュマリアが拘こう禁きんされていた石室のそれと似た黒塗りの鋳ちゆう鉄てつの扉があり、軽武装の男が二人、その前に見張りのように立っている。小声の会話が切れ切れに聞こえた。

「しかし……様に、例のアルマダリヤを見張ってるよう言われたのに、まずくないか」

「ああ、だから俺が一人で見てくるから、おまえは待ってて……」

（もしかして――『空知らぬ月』が、あの部屋にある？）

　直感した途端、シュマリアの胸に、手ぶらで帰りたくないという衝動が疼いた。

　しばしの相談の結果、痩やせている方の男が、息を殺しているシュマリアの鼻先すぐを駆け抜けて消えた。残ったのは、逞しいというよりは太り肉じしの男がひとり。

　不意をつけば――倒せる。

　解放感から強気になっていたシュマリアは、小刀を鞘さやにおさめると、思いきって男の方に放り投げた。シュマリアがいるのとは反対側の闇の奥で、からんからんという音が反響し、男が怪け訝げんそうな顔でそちらに身体を向ける。背中が見えた。

　――今だ！

　石の床を蹴けりたてて距離を一気に詰める。男が振り返る寸前で、シュマリアは勢いよく右足を振り上げた。硬い革靴の底で、思いっきり男の顎あごを蹴り上げる。ぐえ!?　とうめきながら男が仰あお向むけに倒れた。うまい具合に伸びてくれたようで、口から泡あわを吹いている。

「よしっ」

　よくやった。誰もいないので自分で自分を褒ほめて、シュマリアは扉へと向き直った。

　鋳鉄の扉は、七天使が天空を舞う美しい姿や聖言が彫ほりこまれた壮そう麗れいなものだった。ここは宗教的な施設なのかなと思いながら押し開けると、中は意外に広く、シュマリアのいた石室の数倍はあった。簡素な木製の円卓と椅い子すが、整然と並べられている。

　奥に石棺のようなものがあるのを無視さえすれば、秘密の会議場といった雰囲気だ。

「……これだわ」

　シュマリアは、円卓の中央に置かれていた腰帯に気づいた。バルク家の伝統衣裳だろう赤と黒の縞しま文もん様ようだが、一部分がこぶのように不自然にふくらんでおり、手にとるとずしりと重い。

　どうやら『空知らぬ月』はレイニーが教えてくれた「とびきり高価な宝石を売る時の定じよう石せき」通り、この腰帯に縫ぬいこまれ、誰かの腰にしっかりと巻きつけられて運搬されてきたらしい。その「誰か」はイドリスに違いない。

（確かにわたしよりの拳よりも大きいけど……どんなアルマダリヤなんだろう）

　好奇心が疼くが、さっきの男が戻ってきたらまずい。シュマリアは腰帯を軍服の上からしっかり巻きつけると、急いで通路に出た。気持ちはいい具合に昂こう揚ようしている。

　さっき痩せた方の男が去っていった方向に走ると、また急勾配の階段に行き当たった。

　一段目に足をかけたその時、頭上から慌あわただしい足音が聞こえた。

　シュマリアはぎょっとして顔を上げ――

「……うそ」

　痺しびれたように唇を震ふるわせた。否。身体全体が、感動で打ち震えていた。

　視界に現れたのは、細身の長身。綺き麗れいに束ねた金きん髪ぱつと輝きの強い虹にじ水ずい晶しようの双眸が、暗闇の中とは思えぬほどに眩まぶしく、シュマリアの目をうった。

　ナセル様――驚きすぎて声にならないその名前が、シュマリアを一瞬で支配した。

　まさかという想いが強く、棒立ちになってしまった彼女の許もとに、驚きと歓喜を映した表情のナセルがすべり落ちるような勢いで駆け下りてくる。

「シュマリア……！」

　名前を。普段は「君」とばかり呼ぶナセルに呼ばれて、どきりと心臓が跳ねた。

　シュマリアの目の前まで一気に駆けてきたナセルが、こちらに腕を伸ばす。

　――抱きしめられる？

　背筋に予感とときめきと緊張が一緒くたに走ったが、ナセルはシュマリアの頰にふれる寸前で、突然はっとしたように手を止めた。

　奇妙な沈黙が落ちる。ナセルはシュマリアへと中途半端に腕を伸ばした体勢のまま、奇妙に遠い目で、男の約束だからな――と苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔でぼやくと、やけに神しん妙みような顔つきでこちらを振り返った。ぽん、と彼女の前髪を撫で、

「――無事でよかった。痛いところはないかい？」

「は――はい、平気です！　この通り！」

　真顔で問われたシュマリアは、慌てて何度も頷く。頰が熱いのが猛烈に恥ずかしかった。

　何を期待してるんだ、わたしは。この状況で！

　十秒前の自分を叩き倒したいと痛烈に思いながら、シュマリアはもじもじと訊ねた。

「でもあの……王太子シエフザーデ殿下がどうしてここに？」

「……それは本気で訊きいているのかい」

　なぜ難しい顔をされてしまうんだろうと首をひねった時に、ぴんと来た。あっと声を上げ、

「そうか、『空そら知しらぬ月つき』を探しに来たんですね！」

「違う！　違うよ……君はまったく」

　常に冷静なナセルにはめずらしい、大きな声と、本気で困った様子で額ひたいを抱かかえる姿。ナセルはシュマリアの青い瞳を見やると、ため息まじりに言った。

「どうして、君を助けに来たんだとは思ってくれないんだい？」

　低い美声が、似合わない、拗すねたような響きを帯おびていることにシュマリアは戸惑った。

「だ、だって王太子シエフザーデ殿下は『空知らぬ月』のこととかでお忙しいから――」

「君が危険だと聞かされたら、私は何を置いても君を助けにいくよ。なんならファラグを蹴り倒してでも」

「……いやそれはちょっと。そこまでは」

　王太子シエフザーデの立場にある――一介の舞師などより大事なものをたくさん抱えているひとに、そんなことをさせられないと。わたしなら大だい丈じよう夫ぶだと、言わないといけないのに。まっすぐな言葉が嬉しくて、表情がついつい腑ふ抜ぬけそうになる。

「あの……でもわたし、ナセル様のくれたペンダント、落としてしまって……」

「これのこと？」

　謝あやまろうとした矢先に、ナセルのかかげた指先に手品のように柘ざく榴ろ石いしのペンダントが現れたので、シュマリアは両手を半端に浮かせたまま固まってしまった。ナセルが悪戯いたずらっぽく笑う。

「罰ばつとして、あとでもう一度贈おくり直してあげるよ。――行こう。君のお兄さんも上で待ってるから、早く顔を見せてあげないと」

「え……兄さんもここにいるんですか？」

「ああ。……外にいる」

　やっぱり来てくれたんだ――と、シュマリアはこれは手放しに喜んだ。

　導かれるまま階段を上る。先刻の男たちは「地上」と言っていたが、ここはどれくらい深い地下なのだろう。早く義兄たちに会いたいけれど、ナセルに手を握られている幸せな時間が長く続いてほしくもあって、複雑だ。

「あ……そういえば、『空知らぬ月』」

「そんなものはどうでもいいよ、今は君を無事に――」

「違うんです、わたし、さっき『空知らぬ月』を奪ってきたんですっ」

　ここに――と腰帯を指さした時、前を行くナセルが、階段を上がりきったところで急に立ち止まった。シュマリアは勢い、その意外なほど広い背中にぶつかってしまう。

　鼻を押さえて怪訝そうに振り仰ぐと、ナセルもまたこちらを振り返っていた。

　よくやった。そう喜んでもらえるかと思ったのに、ナセルは常にほのかに浮かべている微笑すら消した、怖い真顔である。翡ひ翠すい色に輝く瞳の光の鋭さに、シュマリアは息を詰める。

　――不意に抱きしめられたのは、その直後のことだ。

「な――」

　ナセル様。思わずそう呼びそうになったが、彼の腕の力が強すぎて、結局声が出せない。

　これは感激して抱きしめているわけではないから、約束違反ではないかな。――シュマリアには意味のわからないことを独白のように呟くと、ナセルは一転して、囁ささやきというには厳しすぎる声を彼女の耳じ朶だに落とした。

「それを手に入れるために、君はどんな無む謀ぼうな真ま似ねをしたんだい？」

「む、無謀ってほどじゃないですよ、ちょっと喧けん嘩かしただけで」

　シュマリアの顔が押しつけられた胸が、ゆっくりと上下した。深い深いため息だ。

「それが無謀だと言ってるんだよ」

「でも……わたし、ナセル様の役に立ちたくて」

「君の気持ちは嬉しいけれど、そんな無茶は二度としないでくれ。私の心臓を恐きよう怖ふで止めたくないのなら」

　心臓。ナセルの速い鼓こ動どうは、彼の胸から直じかに響いている。

　いや、これは自分の鼓動だろうか？　わからない。ナセルの突然の――情熱的とさえ感じる行動に、シュマリアはただ戸惑い、ろくに息もつけなくなっていた。彼はこんなに体温が高いひとだっただろうか。〈春の大祭ノールーズ〉で戯たわむれ半分に抱き寄せられた時とは何もかもが違いすぎて、どうしたらいいのかわからない。

「イドリスの時もそうだったが、私のせいで君が傷つくのは厭いやだよ。君は私の大事な――」

　――ざわり。

　階段の先の静かな闇やみに、不意に物音が生まれたので、ナセルが言葉を止める。

　名残なごり惜しそうにため息をつきながら腕の力をゆるめると、わざとだろうか――シュマリアの目を見ないようにして、少し先の分岐点へと視線を振り向けた。その横顔はすでに戦士の厳しさを秘めており、シュマリアをどんな表情で抱きしめていたのか推測する余地もない。

「追おつ手てが来たようだ。……急ごう」

　ぽんと肩を叩かれ、シュマリアは夢見心地が抜けきらないまま、通路に出たが。

　ナセルの背を追って走るうちに、ナセルの後ろ姿から伝わるひんやりした緊きん迫ぱく感と、どこからか聞こえる無数の足音で、すぐに火ほ照てった頰と頭を冷ますことができた。さっきの男のような敵が、この階にもわらわらといるらしい。

　やがて現れた分岐点でナセルが足を止めた時には、足音はだいぶ近づいていた。空から唾つばを呑のむシュマリアの耳許でナセルが低く囁く。

「彼らは私が喰い止めるから、君はこれから私が言う通りに逃げて、ここを先に出るんだ」

「え……で、でもそれじゃ、ナセル様が危険です」

「私よりも彼らを心配した方がいいよ」

「……それはどういう意味ですか？」

「手加減できなくて、皆殺しにしてしまうかもしれないということ」

「ちょ……っ!?」

「冗談だよ。――君は早く、『空知らぬ月』とともにアレスの許へ」

　不ふ遜そんな冗句さえ口にしながら、てきぱきと今後の道順を教えてくれるナセルの調子は、すっかりいつもの聡そう明めいで優雅な王太子シエフザーデのものだった。……本当に切り替えが早い。

　しかしナセルがこうなら自分も浮うわついてはいられない。心配はどうしても残るが、彼の強さを信じて頷いた。

「わかりました。ナセル様も無理しないでくださいね！」

「――いたぞ！　あそこだ！」

　指示された通りに走りだした途端、背後でそんな絶叫が響いた。思わず振り返る。

　反そり身の剣を手にしてきた暗緑色を基調とする服装の男を、ナセルが一刀の下もとに鋭く叩き伏せるのを、シュマリアはしかと見た。血は噴ふき上がらないから峰打ちか。また一人。これもナセルの一撃で倒れ伏す。

　通路の狭さが、ナセルに有利に働いていた。押し寄せてきた戦士は相当な数だが、一人ずつしか突っ込んでいけないから、ナセルは常に一対一でさばけているのだ。

　しかし――強い。

　星魔術シーミーヤと剣法を組み合わせて戦うのが得意とは知っていたが、剣だけでも聖撰軍の兵士など目ではない腕だ。シュマリアは本当に安心して、指示された通りに通路を何度か折れた。また階段が行く手に現れる。景気よく二段飛ばしで昇りきると、視界が突然明るさを増した。

　――地上だ！

　今までの倍は高い天井を持つ、広大な空間だ。シュマリアが出てきたのは古ぼけた祭さい壇だんの真横で、墓石を模したらしい黒い石板に「サデ」の名前が大きく刻印されていた。ここは聖者廟だったのか。納得し、祭壇とは反対側の壁にぽっかりと口を開けている出口へと走るが。

　――ぐぉん！

　明るい外まであと数歩というところで突然、幻げん獣じゆうマルティオラの咆ほう哮こうのように空気が大きく唸った。正面から突風にぶつかってこられたシュマリアは、大きくよろめき、たたらを踏んで立ち止まる。この風の術は――と、厭いやな予感に青い瞳が揺れた。

　やがて一瞬の嵐の如き暴風が消えた後には、ひとりの女性が忽こつ然ぜんと現れていた。

　男装の裾すそと、束ねた純白の髪をなびかせて――ベルワルドが立ちはだかっていた。
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　目が合うと、ベルワルドはにこりと笑った。

　しかしその笑みが先刻の温かいそれとはまるで異なることを、シュマリアは敏感に察した。

「近頃の舞姫は、ちとお転てん婆ばすぎるな。よい子で待っておれぬのはともかくとして――泥どろ棒ぼうまでしてしまうとは」

　美しいが、威い嚇かくするような凄すごみも滲む笑みだ。声も静かだが迫はく力りよくに満ちており、先刻の気安い風ふ情ぜいはどこにもない。嵐の前の静けさという言葉がシュマリアの頭に浮かんだ。

「ベルワルドさん――」

「『空知らぬ月』を返したまえ。さすれば、このまま見逃して進ぜよう」

　知らず後あと退ずさりしていたシュマリアは、はっとして腰帯を手で押さえた。

　急に敵のような表情になってしまったベルワルドに当惑していたのだが、原因はこれか。

　ということは。シュマリアの揺れ惑まどう青い瞳を、ベルワルドの強きよう靭じんな意志をみなぎらせた緑の瞳が射抜く。何もかもを見通してしまうような鋭い視線だった。

「教えたはずであろう。わたしの裏の仕事――『ゴラン』としての仕事にその『空知らぬ月』が必要なのだよ。いくら君といえども、土産みやげにはさせられぬ」

　頭の中の霧が突とつ如じよとして晴れる衝撃が、シュマリアの背筋を震わせる。茫ぼう然ぜんと呟いた。

「まさか、ベルワルドさんは、バルク家のアルマダリヤ密売にも協力して……？」

「さよう」

「……そんな、どうしてあなたみたいなひとが。これが売られたら大金がバルク家に流れて、また反帝国活動に使われて、大勢のひとが犠ぎ牲せいになってしまうんですよ。ベルワルドさんだって、わかってないわけじゃないですよね……？　なのにどうして！」

　今さらだが、今からでも噓だと言ってほしくて叫さけんだ時、衝撃のあまり記憶の底に封印していたベルワルドの言葉が甦よみがえった。

　昔――わたしの兄者人が、あの王太子シエフザーデ殿下に殺されたのだよ。

「復ふく讐しゆう……ですか？」

　ナセルに。口にした途端、悲しみとも憤いきどおりともつかぬ激しい想いが、胸の奥で渦うずを巻く。

　ベルワルドはといえば、透徹した瞳でシュマリアを見つめるだけで、答えようとはしない。

　だがこの場合の無言は、肯こう定ていと同じことだろう。ならば絶対に渡せない。

　――一瞬だけきつく瞼まぶたを閉じて、ぱちりと音を立てる勢いでまた開く。〈星流の瞳〉を開いたのだ。次いで身構え、無言のまま強いまなざしを返すと、ベルワルドにはそれでシュマリアの戦意が通じたようだった。

「では――力ずくでよいな？」

　一歩。ベルワルドが踏み出した。そう認識した次の刹せつ那なには、シュマリアのすぐ横に彼女が立っていた。あまりの移動速度に驚愕する暇もあらばこそ、右側面で生まれた風圧に、シュマリアは本能的に身を縮めていた。

　シュマリアの首を刈らんとしたベルワルドの上段蹴りが、頭上で空くうを――

「……ッ！」

　――切る寸前に、ベルワルドは恐るべき身体操作能力を発揮して、蹴りを踵かかと落おとしに切り替えてきた。シュマリアは背後に退ひききれず、右肩を真上から打ちのめされる。

　脳のう震しん盪とうを起こしそうなほど強烈な打撃で、思わず意識が飛びかけたが。

「その程度か？」

　挑ちよう発はつと憐あわれみをこめた声で、かっと気持ちに火がついた。足に力をこめて後方に跳び退すさる。

　鈍どん痛つうでじんじんと痺れる右肩を左手で押さえて顔を上げると、ベルワルドは冷静に言った。

「君はよい子だ。頭も悪くない」

「…………」

「ならばわかるな？　これ以上続けたら、痛いだけでは済まぬと」

「……いいえ。そうはさせません」

　右の、肩から先の感覚がなかなか甦らない。ヒビでも入ってしまったか。

　そんな状況では強がりにしか聞こえない言葉だったが、シュマリアは構わず続けた。

「さっき高速移動してきた時も、今の蹴りも……〈土星〉の星魔術シーミーヤを利用してますよね？」

　風の術をまとって、自分の身体を運んだり、蹴りに加速度をつけているのだ。

　単純な小細工のように思えるが、少しでも術の加減を誤れば自分の身体が吹っ飛ぶ、調整の難しい技である。聖撰軍でも、同じことができるのは片手の数もいるかどうか。超人技といっても大げさではないのに、ベルワルドはまるで息をするように軽々と使いこなしている。

　そして速度以外の、蹴りの凄すさまじい威力や身体感覚の鋭さは、ベルワルド自身の資質だ。

　圧倒的な力の差を感じたが、シュマリアはそうした畏い怖ふはおくびにも出さずに告げた。

「種がわかれば簡単です。負けません」

　――君は私の大事な――

　ナセルのあの言葉の続きを聞くまでは、倒れられない。そんな想いが心の片隅に浮かぶ。

　ナセルは無事だろうか。アレスが外にいるのなら、気づいて助けにきてくれないだろうか。

　いや、頼ってはいけない。甘い気持ちを見せたら、やられる。

　鈍痛が刻一刻とひどくなるにもかかわらず、気丈な顔つきを崩くずそうとしないシュマリアを前にして、ベルワルドは感心したような表情で目を細めた。

「意外と粘ねばるな」

「……あたりまえです」

「それほどまでに、あの王太子シエフザーデ殿下を慕したうか」

　――おそらく他のひとに同じように問われていたら、動揺しただろう。けれど今は不思議としっかり頷けた。ここで頷かなければ、気持ちで負けてしまうと思ったのかもしれない。

「好きです。できる限り、お役に立ちたいと思ってます」

「さようか。いい心構えだ」

　頼もしげな微笑みとともに頷くと、ベルワルドは口を噤つぐんで攻め手を再開した。

　シュマリアがじりじりと開いていた間合いをまた一瞬で詰め、鍛えられた長い脚あしを活いかした蹴りで襲いかかってくる。

　――息を吐はく時が、相手が大きく動く時。

　ダリヤールが教えてくれた呼吸法を思い出しながら、ベルワルドの一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくに注意を凝こらす。〈土星〉の星魔術シーミーヤが発動したことを示す、緑の光が生まれる瞬間を見逃さない。

　奇くしくもベルワルドの戦い方が自分と似ていたこともあって、シュマリアはどうにか彼女の攻め手を凌しのいでいった。

　ただ、凌ぎはしたが――凌ぐだけで精一杯でもあった。

　反撃の余裕はなく、じわじわと体力と集中力を削けずられていく厭いやな心地を味わう。そして。

「……っ！」

　背中に壁を感じた瞬間、自分の迂う闊かつさに蒼褪めた。いつのまにか、石室の隅に追いつめられていた。それ以上の逃げ場をなくしたシュマリアの目の前で、彼女と違って息ひとつ乱していないベルワルドが動きを止める。

　すべての感情を圧殺したような、透明な視線で射抜かれた。

「よくがんばったが、これで終しまいだ。シュマリア・ミア・アーリ＝ジェディット」

　弓籠こ手てを嵌はめた手が、肩で息をしながらも構えは解かないシュマリアへと伸ばされ――

　ベルワルドの表情が、突然一変した。

　翠緑の瞳に、かすかな焰ほのおのように驚愕が映る。

　彼女の肩越しに、銀色の光が閃ひらめいたのをシュマリアは見た。鋭く振り下ろされる細身の剣。

　ベルワルドは壁に貼りつくように身を引いてその斬撃をかわすと、〈土星〉の術を発動させて、一瞬にして大きく跳び退すさった。

　シュマリアが振り返るより先に、その救いの剣の主は、彼女を腕の中に閉じこめて守るかのように抱きよせる。剣を持っていない方の手で、強引とも言える仕草で。

「やはり、あなたが関わっていたんですね。――〈風巫女〉ベルワルド・メイア・アーリ＝ハムディース」

　そしてナセルは、シュマリアの頭上すぐで、初めて聞くような乾いた声を響かせた。
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　アレスとイドリス。二人とも常態が無表情で、呼吸さえほとんど崩さない。

　そうなると互いの表情を読んで……という、戦いでは常識である駆け引きというものが存在しえない。二人の〈烙印持ち〉の戦いは自然と、互いに持てる技を全力でぶつける苛か烈れつなものになっていた。

「――〈火星〉は導く。煉れん獄ごくの死者の凝ぎよう血けつ」

　杖でアレスの短剣を振り払うや、イドリスが無造作に唱える。最高位の火の術。

「〈火星〉は導く。煉獄の死者の凝血――！」

　アレスはまったく同じ術を発動させることで、その炎の波を退しりぞけた。飛び散る高温の炎の波で、聖者廟の脇にあった幸運の天使ソルシェルの石像が砕くだけ散る。

　墓園の骨のように白い墓石はあらかた砕かれ、大小の石いし塊くれが転がる地面は、アレスとイドリスの火の術の応おう酬しゆうで焼き払われて雑草すら残っていない。地面の漆しつ黒こくと〈聖灰〉の結界特有の、濃く深い紅色の空の対比が目に痛かった。

　イドリスの間合いのすぐ外で、アレスはひとつ息をついた。わずかな苛いら立だちをこめて呟く。

「遅い」

　ナセルはもう、シュマリアを助けてくれたのだろうか。

　気き懸がかりなのはそれだけだ。自分が負けるとは微み塵じんも思っていない。

　両手の短剣を握り直して、再び地面を蹴った。数歩でイドリスの目前まで到達する。

「〈火星〉は降らす――」

　イドリスの声が聞こえたが、今度は立ち止まって対抗術を用意したりはせず、アレスはさらに加速をつけてイドリスに迫った。イドリスの周囲に渦巻く炎で、肌がちりちりと燃えだしそうに炙あぶられるが、これも無視する。

「っ！」

　苦鳴がふたつ重なった。イドリスの生んだ炎をよけきれず脇腹を焦こがしたアレスと、アレスが遠心力をかけながら二本同時に振り下ろした短剣を無理に受け止めて、漆黒の杖を真っ二つに砕かれたイドリスの苦鳴が。

　怪け我がをした。――シュマリアが泣くかもしれない。

　脇腹を侵食する熱い感覚よりも、その想像に痛みを覚えながらアレスは、衝撃で手が痺れて仕込み杖づえを取り落としたイドリスの腰に、渾こん身しんの当て身を喰らわせた。

　聖者廟の灰色の壁に、吹っ飛んだイドリスの細身が背中から叩きつけられる。

　息を詰めるその喉のど許もとに、アレスは容よう赦しやなく短剣を突きつけた。

「結界を解け」

　だが追い詰められても、生気のない無表情に動揺すら浮かべずに、イドリスは即答した。

「私を殺せば、同じ結果が得られます」

「結界を解けば、命だけは助ける。バルク家のためなんぞに死にたくはなかろう」

「いいえ。むしろ本ほん望もうです」

　迷いのない声こわ音ねに、アレスの手が動揺でわずかに揺れる。研とがれた短剣の刃がイドリスの首筋にわずかに喰いこみ、彼の髪よりも濃い赤の血が、体温の低そうな肌をぬらりと彩いろどった。

「本気か」

「無論です。主に、このような無ぶ様ざまな姿は報告したくありません」

「……なぜ、バルク家にそこまで尽くす。〈烙印〉なんぞを押しつけてきた連中に」

　薬で洗脳されているのかとも一瞬考えたが、イドリスの右の瞳は動物のように澄んでおり、薬物常用者にありがちな濁にごりはない。戦いでの判断力を見ていても、思考回路は極めてまっとうだった。だからこそ、アレスは強い戸惑いを感じたのだが――

「あなたは、ひとつ思い違いをしている」

「なに」

「あなたは意に反して〈烙印〉をほどこされたのかもしれませんが、私は、自ら志願して〈烙印〉をいただいたのです」

「自分から？　生存率が一割にも満たないと、知っていてか」

　――あっさりと頷かれて、ますます混迷の度を深めることになった。眉み間けんに、ダリヤールもかくやという深い皺しわが寄る。

　アレスにとっての〈烙印〉は、実の両親がのたれ死ぬ原因を作り、バルク家絡がらみの厄介事に巻きこまれる契機となった忌いまわしいものだ。叶かなうものなら抉えぐりとってしまいたいとさえ思っているというのに。この青年は。

「狂ってる」

「かもしれません。私たちは、毎日が戦争ですから。狂いもしますでしょう」

　アレスは、自分とどこか似ている薄紫色の無感情な瞳に、突如として不安を覚えた。

　もしや〈烙印〉のせいで、感情が壊れてしまっているのではないか――と思いついたのだ。

〈烙印〉は強大な魔力と同時に、身体に死と紙かみ一ひと重えの大きな負荷を与える。この青年も自分も〈烙印〉の影響で、人間として大事な感情がいくつか壊れてしまっているのでは？

　ぞっとしない想像に、アレスは我知らず空唾を呑みこんでいた。
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「――地下にいた、わたしの部下はどうした？」

　応えたベルワルドの声には、奇妙に力がなかった。どうしてもそれが知りたいという熱意のある問いかけではなく、久しぶりに顔を合わせた知人同士が話題を探しあぐねたあげく、ひとまず当たり障さわりのないことを口にしてみた。――そんな様子だった。

　兄の仇かたきというからには、すぐにもベルワルドとナセルの戦いが始まってしまうのではと内心怯えていたシュマリアは、安あん堵どと拍ひよう子し抜けの間を彷徨さまよいながら、二人を交互に見る。

　ナセルは気のない声で、すべて倒しました――と答えた。ベルワルドの部下とはさっきの男たちだろうが、数十人を倒してきたというのにナセルは手傷ひとつ負っていない。

「そんなことよりも――〈風巫女〉のあなたがバルク家の資金調達に協力しているということは、カザナ族は、完全に帝国の敵に回ったと考えるべきですか？」

　感情などないような声でナセルが問うのを、シュマリアは彼の腕の中で茫然と聞いた。普段なら恥じらいを感じる体勢だが、今は驚愕と当惑で頭がいっぱいだ。

　――〈風巫女〉ということは、ベルワルドはカザナ族を束ねる女長だ。風の神に愛された巫女。凄まじい風の術の腕前には納得がいく。

　ベルワルドは首しゆ肯こうもしないが、否定も言い逃のがれもまたせず、黙だまってナセルを眺ながめた。どこか懐なつかしむような色が彼女の瞳にあるのを、シュマリアは不思議な想いで見つめた。なぜ彼女は、そんな深い瞳でナセルを見るのだろう。

　少なくとも、兄を殺した憎にくい仇かたきを見る目ではない。憎しみよりも、むしろ――

　ナセルが問いを重ねる。

「カザナ族は、いつからバルク家に協力しているのですか？」

「その顔なら、気づいてはいるのだろう。〈春の大祭ノールーズ〉での、おまえの弟の暗殺計画からだ」

「――なぜ今になって行動を起こされたのですか。私への復讐のつもりなら、九年前に私を殺しでもしておけばよかったのに」

　九年前。――ナセルがベルワルドの兄を殺したのは、その頃なのか。

　しかし腑ふに落ちない。九年前といえばナセルはまだ十二歳かそこらだ。いかにアシェラート帝スル王タンの第一子とはいえ、そんないたいけな少年が殺人を犯すには、よほどの事態があったに違いない。一体何があったのか。

「わたしは、おまえを憎んではおらぬよ、ナセル」

　ナセルの剣に断ち切られていたものか、ベルワルドの純白の髪が数本、彼女が緩かん慢まんにかぶりを振るのにつれて流れ落ちた。

　聞き分けのない子を見つめるような――見る者を無条件に和ませる母性的な包容力のあるベルワルドのまなざしは、シュマリアにも見覚えのあるものだった。

「九年前もそう言ったはずだ。我が兄を手にかけたことで、心を壊しそうにすらなっている憐れな子供を憎めるほど、わたしは狭きよう量りようでも愚おろかでもないと」

「では、なぜ――」

「憎いのは、今でも少数民族の迫害をどうにもできぬ帝国そのものだ」

　一転。ナセルを遮さえぎったベルワルドの声は、強く高潔なものに変わっていた。

「九年だ。――九年間、わたしたちカザナ族は迫害に耐えてきた。いつか我が兄ベイレルの汚名はすすがれ、カザナ族は帝国の信頼を取り戻し、かつての平和な暮らしに還かえれると」

　ナセルは口を挟む様子もない。ただ黙って、切っ先を突きつけたまま、ベルワルドの悲しげな声に耳を傾けている。

　だが、シュマリアを抱く手には次第に力がこもっていた。まるで縋すがるように。

　暗い中ではわかりづらいが、ナセルの瞳にあの、胸が痛むような儚い哀あい傷しようが翳りを落としているような予感が無む性しようにして、シュマリアは気が気でなくなる。けれど動けない。

「ナセル。おまえは九年前に兄者人が起こした事件が明るみに出ぬよう、カザナ族が非難されないよう、随分尽力してくれたようだが……駄目だったのだよ。あのような大たい逆ぎやく罪ざいを犯おかしたことは、高官どもの間では公然の秘密になっているようでな。カザナ族はどこの土地に行っても、不利な扱いを受けた」

　沙漠なのに水のあるところに定住ができない。金品を強ごう奪だつされても、せっかく作った居住地を破壊し焼き払われても、地元警シ察フ隊ナによって事件そのものが握り潰されてしまうから、泣き寝入りするばかり――聞くだに悲惨な少数民族迫害の現実を、ベルワルドは怖いほど冷めた瞳で並べていく。

　東領出身のシュマリアでさえ初めて耳にする話が多かった。ナセルの衝撃はさらに大きいだろう。彼女を抱く腕には、彼自身制御できていないのだろう闇雲な力がこめられていて呼吸が苦しかったが、シュマリアは何も言わずに抱かれていた。言えるはずもなかった。

「そうして――二ヶ月前のことだ」

　ベルワルドの、もともと女性にしては低めの声が、さらに深みを増す。悲しげな声に、硬さと厳しさが加わった。

「おまえの弟王子が、ガウダ平原でバルク家と遣やり合っていた時に、わたしたちの間で致命的な事件が起きたのだ。カザナ族の十二歳の娘が、街で強盗に遭い、荒地で変わり果てた姿で見つかった。――わたしが、〈風巫女〉の後継にするべく育てていた子だ」

　可か愛わいがっていたに違いない少女を思い返しているのだろう、力なく微笑んだベルワルドのまなざしは遠い。

「部族の貧しい暮らしを、得意の占うらないで助けていた、けなげな娘だ。なんの咎とがもありはせぬ。それでも、警シ察フ隊ナは何もしなかった。何なに故ゆえか？　犯人が、警シ察フ隊ナの幹部の息子だったからだ。それを知った時……わたしは……わたしたちカザナ族は、もう、疲れてしまったのだよ」

　そして、諦あきらめたような笑みになって、ナセルを見やった。

「ナセル、おまえを信じて待つことに。おまえが十二歳の頃から抱いている少数民族との融ゆう和わの構想が、いつか実現すると信じて、今のつらさを石のように耐たえることに。故に――わたしたちカザナ族は、バルク家の闘とう争そうに助力することに決めたのだ」

　――すまないな。

　そう続いても不ふ思し議ぎではないような雰囲気で、ベルワルドは悲しい声を止める。

　ナセルは彼女を見つめたまま、何も言わない。

　二人の間に、憎しみではない――ひどく複雑な感情を見た気のするシュマリアも、言葉を挟む余地がない。

　肩をつかむ手を痛々しく強こわ張ばらせたナセルと、今にも消え入りそうな風情でたたずむベルワルドの間で、シュマリアの耳になぜか『風幻情歌』の曲が甦る。悲しく、厳しく、そこはかとない哀あい切せつさを秘めたあの曲が、この二人の関係を表すのに近いような気がして。

　やがてベルワルドは、ゆるりと左腕を掲かかげた。濃こき緑みどりの上着の袖はぱっくりと割れている。先ほど、ナセルに斬りつけられた時のものだろう。

　無防備に両腕を広げて、ベルワルドはなぜか笑った。

「これでわかっただろう。わたしはもう、帝国の敵だ。――わたしを殺すか？」

　――兄のように。

　声音だけは奇妙にやさしいが、その実ひどく残ざん酷こくな問いかけがナセルを貫く。

　彼の剣を握る手に不自然な力がこもったのを見た瞬間、シュマリアは彼にしがみついていた。

「駄目です――ナセル様っ」

　腕を引くと、ナセルがはっとした様子で動きを止めた。

　それを見て、ベルワルドは苦笑いしながら小さく肩をすくめると、目を伏せて風を呼んだ。

　呼び止める暇もあらばこそ、幻獣マルティオラの咆哮のように空気を大きく唸うならせて、ベルワルドが姿を消す。

　風の高速移動術。どこへ――と二人同時に我に返って聖者廟の外に飛び出すが、ベルワルドの姿は影も形も見えなくなっていた。翻ひるがえって聖者廟の中も見てみたが、ナセルが打ち倒したはずの男たちも、まるで幻まぼろしだったかのように忽然とその姿を消していた。

　密売アルマダリヤの重要参考人を取り逃したことに気づいて、シュマリアは蒼褪めるが。

「いいんだよ」

　ぽん、と頭を撫でられた。振り仰ぐと、青空を背にしてナセルが静かに微笑んでいた。なんの憂うれいもなさそうに。

「『空知らぬ月』の密売は妨さまたげられたんだ。今回はそれで、私たちの勝ちだ」

「そういうものですか……？」

「そういうものだよ」

　でも。食い下がろうとした時、雲ひとつない青空に負けぬ明るい大声が聞こえた。

「――シュマリア！」

　ドライドの声だった。はっとして振り向くと、聖者廟の傍かたわらに旅団の顔ぶれが揃そろっていた。

「兄さん――先生、みんな！」
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　うむ、無事で何より。お兄さん、はらはらしたよ。お姉さんなんか泣いちゃったんだから。しかし君は馬ば鹿かだな、頭が悪いのに無茶するなよ。でもよかった……怪我は、ない？　兄貴、それより絶対腹減ってるだろ、シュマリア朝飯食べはぐってんだぜ？

　――歓喜した旅団の仲間が一気に押し寄せてきて、シュマリアは潰れそうなほどもみくちゃにされてしまった。

　今までの闇の世界でのことは夢かと思ってしまいそうなほど、外は解放的で明るい。

　歴史ある墓園のはずなのに、妙に景色が荒こう涼りようとしているのは気になったが。

「髪がぼさぼさだ」

　ぽんと頭を撫でてきたのは、今度はナセルではなく、先刻までディアスに手当てを受けていたアレスだ。シュマリアは義兄の黒くろ装しよう束ぞくの脇が、見事にぼろぼろになっていることに気づく。

「兄さん……怪我したの？　大丈夫？」

「イドリスと、少し遣やり合った」

「……殺したの？」

「いや。いきなり、目の前で消えられた」

　ベルワルドと同じだ。彼女がカザナ族の部下もろとも、イドリスも連れて逃げたのか。

　そんな当たり障りのない会話を置いて冷静になると、シュマリアは深呼吸をして。

「昨日はごめんね」

　濃こ紫むらさきの瞳をまっすぐに見上げると、率直に謝ってしまった。

　アレスは不思議そうに二、三度瞬まばたきすると、思い至った様子で「ああ」と手を打って、微妙に複雑そうな顔をした。心なしか照れたように頰が染まっている。

「……忘れろと言ったのに」

「……そんな無茶な。あんな兄さん、初めてだったのに」

「だから。俺もなぜあんなことを言ってしまったのかわからなくて――でも、悪かったと思ってるというに」

　ぶつぶつとつぶやく義兄が微笑ましくて、シュマリアは口許をむずむずさせながら、親愛の意をこめて彼の乱れた黒髪をくしゃくしゃにかきまぜる。するとアレスは不意に迷子まいごのような目をして、シュマリアに抱きついてきた。

「……やっぱり、俺はシュマリアがいれば大丈夫みたいだな」

「……兄さん？　どうしたの、何かつらいことがあったの？」

「いや。たぶん、こうやってシュマリアを想う心があるのなら……俺は壊れてないなと、確かめただけ」

「壊れて……？」

　独白めいた言葉に、訝いぶかしげに問い返すも、アレスは無言。だがシュマリアは義兄が何かを悩みながら乗り越えようとしている様子を直感する。大丈夫、わたしがついているからと囁き、宥なだめるようにその背中を撫でた。

　――そして、アレスの肩越しにナセルの姿を見つけた。

　ダリヤールと何事かを相談していたはずのナセルだが、今は旅団の喧けん騒そうから離れ、ぽつんと立っている。初めて見る、置き去りにされた子供のような姿が目をうった。

　顔は見えないが――破壊された墓園にたたずむナセルは、孤独感に襲われそうなほど晴れすぎた空と、淡々と流れゆく風の行方ゆくえを見つめているようだった。

　――消え入りそうな背中で。
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　三剣山脈ジヤバル・アルサイフの一角、『白煙の谷』。

　よく泡あわ立だてた卵白を垂たらしたような、表面が奇妙にやわらかそうに見える奇岩の石柱や岩峰が、広大な谷を埋うめ尽くして林立している。それが落陽によって濃のう淡たんのさまざまな薔ば薇ら色に照り映える風景は、ここに住んで長いイドリスでさえ魂たましいを吸いこまれそうになるほど幻想的だ。

　はるか上古の時代、二つの火山が噴ふん火かを繰り返してこのような不思議な風景を生み出したのだと、イドリスは主あるじに聞いたことがある。

　岩がん壁ぺきを削けずって作られた細い道をたどり、イドリスは岩峰のひとつを掘り抜いて造った洞どう窟くつ神殿へと足を踏み入れた。

　――主はすぐに見つかった。

　遠い昔、帝国の異教徒迫はく害がいから逃のがれてきた炎えん帝てい信徒が描いたという天てん井じよう画がの真下で、手足を投げ出して午ご睡すいしていた。遊び疲れた子供のように。場所を考えれば不ふ謹きん慎しんでは済まないが、大ざっぱな主に慣れているイドリスは、特に驚くこともなく呼びかけた。

「シヴィト様。長老衆に、また大目玉を喰くらいますよ」

「――おう」

　ぱちり、シヴィトが瞼まぶたを開く。炎色の瞳ひとみ。洞窟の中じゃ、ここが一番涼しくて気持ちいいんだがな――と呟つぶやきながら難儀そうに起き上がり、おかえりと笑いかけてくる主人に、イドリスは硬かたい物腰を崩くずすことができなかった。

　なにしろ、任まかされた仕事がことごとく不調に終わったのだ。

　いかにシヴィトが鷹おう揚ようで仕つかえやすい主といえど、気楽ではいられない。神妙に跪ひざまずいた。

「急に帰還するよう命じられたのはなぜか、お聞かせ願えますか」

「フーシャング市に、本格的に帝都の手が伸びるって情報が入ったんだ。こいつはおまえが危険だと思って連絡したんだが――不満か？　そんな顔して」

　イドリスと浅い関係しかない者には、常の無感情なそれとどこが違うのか判別不能な顔を見やって、シヴィトはそんなふうに言う。子供っぽい笑顔に、含みありげな色を加えて。

　主にすべて見抜かれていることに逆に不思議な安心感のようなものを覚えたせいか、イドリスの肩からひとりでに力が抜ける。

「その程度の理由でしたら、王太子シエフザーデやあの少女の件や――何よりも、奪われた『空そら知しらぬ月つき』を放り出してまで帰還したりしなかったのに、と思っただけです」

「だからだよ。おまえは野放しにしておくと、無茶をしすぎて俺のために死んでしまうじゃないか。王太子シエフザーデやあの娘の件はまた一からやり直せばいいし『空知らぬ月』の損だって他の商売で補えるが、おまえの代わりはいないんだからさ」

　とんとんと気安い仕草で肩を叩たたかれる。温かい言葉が、あまり感情で波立つことのないイドリスの心にも深くしみて、従順な犬のように顎あごを引いた。

　黒くろ髪かみの〈烙らく印いん持ち〉には理解不能という反応をされたが、こうした温かい情に報むくいるためなら死んでもよいと思うのは、それほど奇怪な心理なのだろうか。イドリスには、それこそよくわからない。

「というわけで、フーシャング市のことはもう気に病やむなよ。せっかくおまえが帰ってくるのに合わせて、新しい武器も用意してやったんだし」

　武器。イドリスは破は砕さいされた愛用の杖つえを思い出して、ほんのわずか眉まゆをひそめた。

　従じゆう者しやのそんなわかりにくい落ちこみようも見通して、シヴィトは笑う。子供が新しい玩具おもちやを自慢するような笑顔に、無む邪じや気きな魅み力りよくをイドリスは感じる。

「例の仕込み杖は、二度目に戦う相手には鉄鎖の不意打ちが使えないし、急に懐ふところに入られた時に弱いだろう？　だから錬れん金きん術じゆつ師しに、もっとおまえの戦い方に合う武器を研究させたんだ。すぐに試作品が上がってくるから、楽しみにしろよ」

「……ですが、今回何も手柄のない私に、そのような」

「だからフーシャング市の件は気にするなと言ったろう。悪いと思うなら黙だまって受けとれ。それより土産みやげ話はどうしたんだ？」

　磨みがきぬかれた石の床にあぐらをかいたシヴィトに促うながされるまま、イドリスは端然とした正座で報告をした。失敗談を聞いても、ベルワルドの裏切りに近い行動を聞いても、シヴィトは悔くやしがるでもなかった。長い付き合いのイドリスにさえ不思議になるほど悠ゆう然ぜんとした構かまえを崩さない様は、超然とさえ映る。

「で。『ゴラン』はおまえをここに送った後――引き揚あげる時に何か言ってなかったか？」

「はい。『旧ふるい友人を迎むかえにいく』。それだけ伝えれば、シヴィト様はおわかりになると」

「――ああ、なるほどな。うん、おわかりになったぞ」

　イドリスにはさっぱり意味がつかめない暗号めいた言葉だが、シヴィトは事もなげに頷うなずいている。こういう時、イドリスの脳のう裏りでは主と『ゴラン』の印象がなにやら重なる。

「そういえば。ひとつだけ質問してもよろしいでしょうか」

「俺の部屋のことか？　悪い、また散らかした。掃除は勝手にしてくれていいぞ」

「いいえ。――あの〈星流の瞳〉の少女に、シヴィト様は何をさせるおつもりなのですか？」

　少女に問われた時、明めい瞭りように答えられなかったことが胸に引っかかっていたのでそう問うと、ああ言ってなかったか――とこちらの気が抜けそうな声で呟き、シヴィトはさらりと答えた。

「〈星流の瞳〉があるってことは、シュマリア・ミア・アーリ＝ジェディットは、俺たちバルク家の切り札に――〈炎帝の神み子こ〉になれるかもしれないんだよ」

　炎帝の神子。バルク家のシヴィトに仕えてから長いというのに初めて耳にした単語に、本能的に穏おだやかならぬものを感じて、イドリスはかすかに眉をひそめた。
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　アレスに懐なつかれたりダリヤールに謝られたりジハールに罵ば倒とうされたりしながら公館に戻ってきてからが、シュマリアはまた大変だった。不機嫌な顔で待ち構えていたキールに、根掘り葉掘り事情を訊きかれるという、裸足で逃げたくなるような拷ごう問もんが用意されていたのだ。

「おまえに何かあると私が迷惑なんだ。おまえが向こう見ずなせいで私の胃痛が再発したじゃないか、どうしてくれる」という切り口上で始まったあげく、夕食の時間まで休きゆう憩けいなしで尋じん問もんされて、体力には自信のあるシュマリアもさすがに倒れそうになったが。

「仕方ないから、これを与える」

「…………は？」

「は？　じゃない。王太子シエフザーデ殿下に近づけと言ったあの命令は、舞師の本来の任務ではなかったからな。口止め料兼特別手当だ。必要ないなら返せ」

　最後まで一方的なやりとりで押しつけられたのは、宝石箱でも入っているのかと思うほど大きくて重くて四角い布包みだった。キールの、もう少し言い方というものがあるだろうとつっこみたくなる物言いはやはり苦手だが、几き帳ちよう面めんな性格に基づくのだろう意外と細やかな気き遣づかいは素す直なおに嬉しかった。……妙みように怖くて中身はまだ見ていないのだが。

　そんなこんなで夕食が終わる頃には顎が出るほど疲れていたシュマリアだったが、眠気はまるで生まれなかった。

　理由はふたつ。『空知らぬ月』を隠した腰帯が、誰にも内緒で、まだ手許にあること。

　ナセルと、夜、二人だけで逢う約束をしたこと――

「あれ？　……ここでよかったのよね」

　――満月が空の高みにかかる頃、中庭の、白薔薇の許で。

　公館に引き揚げる途中で、さりげなく耳許に囁ささやかれた約束の言葉は、確かそうだったはず。

　しかし蒼あお白じろい月光の下では、中庭の至るところで咲き誇る薔薇の色は意外にわかりにくい。

　シュマリアはあまり着慣れていない、丈が足首を隠す清せい楚そなドトレースブの裾すそを踏ふまないよう注意しながら、薔薇の茂しげみをひとつひとつ確かめていったのだが。恥じらうような薄うす紅べに色の薔薇のそばから離れようとした時、とうとう地面のでっぱりにつまずいてしまった。

　転ぶ。思わず声を上げかけた次の瞬間、身体からだがぐいっと後うしろに引き寄せられた。

「危ない危ない」

　頭の後ろから響ひびいてきたのは、聞き覚えのある低い美声。自分の腰をしっかりと抱えこんでいる腕うでの主の正体を知って、シュマリアは全身を強こわ張ばらせた。

「は、離してください……王太子シエフザーデ殿下っ」

「別にいいけれど、今離したら君、芝生しばふに口づけをしてしまうよ？」

　戯ざれ言ごとを口にするナセルはいつもの軽やかな物腰で、シュマリアは心の片隅で奇妙にほっとする。まだ沈んでいるようならどうしようと思って、緊きん張ちようしていただけに。

「――ああ、少し待って。動かないでそのまま」

　ようやく解放してもらえたと思ったのに、今度は振り向かないように命じられる。

　声と優雅な存在感だけでも背後に立っているのが誰かはわかりきっているのだが、顔が見えないと彼が何をするのかが予想できず、シュマリアはむずむずしてしまった。……顔が見えたところで予想がついたためしはないのだが。

　不意に黒髪を――得意の編あみこみを入れて流したそれを両手でふわりとかき上げられ、どきりとする。髪に神経などないはずなのに、ふれられた場所から甘く痺しびれるような感覚が走った気がした。平熱の低い指先が悪戯いたずらめかして首筋をくすぐってきたと思ったら、胸元に何か冷たいものがすべり落ちてくる。視線を落として、シュマリアはあっと息を呑のんだ。

「……ペンダント」

「そう。もしかして忘れてた？　傷つくな」

「忘れてなんていません!!」












　冗談だよ――囁く笑み声とともに、かちりと金具の嵌はまる小さな音がした。振り返ろうとするが「まだだよ」と両手で肩を押さえられてしまう。なんだろうと思う間もなく、黒髪をよけたうなじに、ちゅ、という可か愛わいらしい音をたてて何かがふれた。

　やわらかく乾いたそれが何なのか瞬時に悟さとって、シュマリアはばっと身体を翻ひるがえした。

「な、な……っ！」

　何をするんですか！　――と言いたいのに舌がもつれた。

　真っ赤になったシュマリアを見下ろすナセルは、例のひとの悪い笑みを浮かべている。

「君が二度とそれを落とさないように、おまじないだよ。あとはちょっとした意趣返し」

　シュマリアの首筋に口づけするのが、何に対しての仕返しになるというのだ。

　非難がましく問い質ただすが「気にしないで」と笑って受け流されてしまう。ため息をつきたくなるほどに、いつも通りのナセルだった。綺き麗れいでやさしいけれど、ひとの反応を楽しむ意地悪なところもあって、なかなか本心をつかませない王太子シエフザーデ――

「市長殿に、いい場所を教えてもらったんだ。一緒に行こう？」







　扉とびらをくぐった途端、シュマリアは幻想的な絵の中に迷いこんだような心地ここちを味わった。

　硝子がらす張りの高い天井から降ってくる月光が、可憐な小鳥たちが眠る大きな鋳鉄製の鳥籠や、奇妙に艶なまめかしく光る真しん鍮ちゆうの花台で育てられた草花を曖あい昧まいに浮かび上がらせている。光と影が淡あわく入り混じる中で、硝子と金属と花を音楽的な美しさで調和させた温室は、まるでお伽とぎの国のような独特の世界観を持っていた。

　舞師という職業柄がら、こういう鋭するどく感性を刺激してくるものに弱いシュマリアは、目をきらきらさせて見入ってしまった。そんな彼女をナセルは慈いつくしむように見やる。

「市長殿が昔、奥方が肺を悪くされた時に、砂の混じっていない綺麗な空気を吸わせてあげたいと思って造られたそうだよ」

　中央宮殿ダルガーフの完かん璧ぺきに美しいが近寄りがたい薔薇園にはない、やさしい印象を感じるのはそのせいかと、シュマリアは素直に感動する。

「今晩は、市長殿に頼みこんで貸切にしてもらったんだ」

「……厭いやな予感がするんですけど、なんて言って借りたんですか？」

「もちろん、秘密の恋人と逢あい引びきがしたいから、協力してくださいって」

「また何を言ってるんですかあなたは!?」

「冗談だよ。――こっちへ」

　座ってと笑顔で促されたのは、暗緑色をした鋳ちゆう鉄てつ製の長椅子デイーワーンだ。これも蔦つたが何重にも絡からみ合って長椅子デイーワーンの形を作ったかのような、独自の造形美を持つものである。

「そう――これです」

　シュマリアがそっと差し出したのは、赤と黒の腰帯だ。受けとったナセルは、上着の懐から細い小刀を取り出して、ざくざくと縫ぬい目を切ってゆく。中に隠されているものを刃で傷つけてしまわないか、見ている方が気が気でなくなるような大胆な手つきだ。

「大丈夫、アルマダリヤは鋼はがね如ごときでは傷つかない。知ってるだろう？」

「知ってはいますけど」

　怯おびえ顔をナセルに苦笑されてしまい、シュマリアは唇くちびるを尖とがらせた。ナセルと違って自分はアルマダリヤにはほとんど縁えんがないのだ。身構えてしまうのは仕方ないではないか。

　そう反論するよりも先に、ナセルの長い指が、布地の切れ目からもぐりこみ――探り当てた『空知らぬ月』を、蒼白い月光の許もとに引き出した。

　――ひと目見た瞬間、シュマリアは魂が凍こおるような心地を覚えた。

　なんの不純物もない、銀色の光の塊かたまりのようだった。複雑な多面体にカットされ、フーシャング市の美しい月光を乱反射させて周囲を照らすアルマダリヤは、噂うわさ通りシュマリアの拳こぶしよりも大きかった。あまりに単純で、純粋で、煌きらびやかな光の結晶に、シュマリアはただ見み惚ほれるという域を超えて、視線がアルマダリヤの中に引きずりこまれていくような錯覚を起こした。

　立場上、宝飾品の類は見飽きているはずのナセルも、さすがに圧倒されたようだ。

「確かに――『千年王国の星』よりも大きいな。こんなアルマダリヤがあるとは」

「まさに『月』ですね」

　空知らぬ月。地上にある月。――まるでナセルのことのようだと、不意に思いつく。

　はるか空の上で輝いているべきなのに、気まぐれのようにシュマリアの立つ地上まで降りてきては、その光と影で強引に心を奪ってゆく。

　けれどナセルは何をされても傷つかないアルマダリヤでもなければ、安全な場所に飾られて満足している宝飾品でもない。時に少数民族の迫害に心を痛め、時に自ら剣をとって戦うひとだ。作り物のように完璧な容姿に反して、意外なほど情熱的だと思う。

　そして、シュマリアはきっと、そこが好きなのだ。……ディアスが案じていたような意味でかどうかはともかく。

「――何が欲しい？」

　不意に悪戯っぽく問いかけられて、シュマリアは『空知らぬ月』から視線を引き剝はがした。

　意外と近くにナセルの顔があって、どきりとする。いつもの、優雅だが含みのある微笑ほほえみ。

「君がこれを私に、誰にも秘密で引き渡すのと交換条件に、私ができることならなんでもするよ。何が欲しい？」

　シュマリアは彼に逢う前にがんばってくるんとさせてきた睫まつ毛げを伏せた。欲しいもの。舞のための新しい小道具や本などが脳裏に浮かぶが、どれもぴんとこない。

　胸の中で自分に問いかける。今どうしても欲しいのは、何……？

「……ナセル様に」

　そう思ったら、唇は自然と動いていた。ゆっくりと顔を上げる。

「教えてほしいことがあります。ベルワルドさんのことや――他にも」

「――君は、アルマダリヤ商人にはなれないな」

　彼らしい軽口を叩いて、ナセルは諦あきらめたようなため息をひとつ落とすと。

「彼女は、私の初恋のひとだ」

「……っ、ふざけないで、ちゃんと」

「ごめん、わかってる。……でも、今のうちに少しふざけておかないと、深刻になりすぎてしまいそうだったからね」

　戯言をのたまいながら、今は灰かい青せい色のやさしい光を放はなつ瞳で、本当に聞きたい？　――と訊たずねてくる。シュマリアは一瞬躊躇ためらったが、今を逃したらナセルとまたこんなふうに逢える保証もないと思い、こくんと頷いた。

「君にはどこまで知られているんだったかな」

「どこまでといっても……断片的に……ベルワルドさんに、兄上のことを聞いて」

　消え入りそうな声でシュマリアは呟いた。ナセルを傷つけないように、慎重に。

「ベルワルドの兄――ベイレル・メフメト・アーリ＝ハムディースは、私の護帝騎士ドウー・ジヤナハインだ」

「え」

　シュマリアは目を瞠みはった。ナセルが王太子シエフザーデでありながら、なぜか専任の騎士――護帝騎士ドウー・ジヤナハインを持っていないことを知っていたからだが。

「より正確に言えば、護帝騎士ドウー・ジヤナハインだった、ということになるか。もう亡くなって――いや、私が殺してしまって、この世にはいないから」

　渇かわいた声は、数分前の気安いそれとは別人のようだ。ベルワルドの言葉を否定してほしいというシュマリアのささやかな望みをあっさりと打ち砕くだいて、ナセルは遠い目で続ける。

「九年前に、帝都で大たい逆ぎやく事件が起こったことは知ってるかい？」

「ぼんやりと……カザナ族が関わっていた、とだけ」

「その通り」

　どちらかといえば帝国に反感を持っているものが多い少数民族にはめずらしく、カザナ族は帝国に恭きよう順じゆんで、わずかながら騎士や文官を帝都に送りこんでいた。ベルワルドの兄・ベイレルもその一人で、有力貴族の後こう見けんがないにもかかわらず、烈風の如き剣の腕前だけで蒼そう星せい騎士という高位にまでのし上がった、強きよう靭じんな人物だったという。

「君のところの旅団長殿と、アレスを足したような感じかな。あまり表情を変えなくて、何があっても落ち着いていて、寡か黙もくで――といえば聞こえはいいけれど、何を考えてるんだかわからない、呆あきれるくらい無ぶ愛あい想そうな男だったよ」

　やわらかな表情は、彼が正反対の気質の弟王子・ファラグのことを冷ひやかす時に酷こく似じしている。シュマリアはそれだけで、ナセルがどれだけその堅かた物ぶつの騎士に心を許していたのかがわかる気がした。

「親友みたいなものだったんですか？」

「そんな大層なものじゃないさ。寡黙なようで結構言う時は言う男だったしね。私のリュートウードの演奏は『心がない』とか、初めてけちをつけてきたのもベイレルだ。まあそれでも……友人だとは思ってたかな」

「――ベルワルドさんとは、ベイレルさんを通じて知り合ったんですか？」

「そう。今でこそあんなに落ち着いているが、昔の彼女はお転てん婆ばでねえ。あの綺麗な顔に目の眩くらんだ男たちを、片っ端から蹴けり倒してた」

　初恋のひとというのも、あながち噓うそではなかったのかもしれない。ナセルの横顔にはベルワルドへの純粋な憧あこがれが透すけて見えて、少しだけ胸が痛む。

「そんなお転婆だったけれど、ベルワルドは当時すでにカザナ族の〈風巫み女こ〉でね。彼女の父メフメトは〈風巫女〉の父として部族に影響力を持っていた。そのメフメト氏がある時、帝都にカザナ族の報復を図はかろうとしたんだ」

「報復……？　一体なんのためにですか？」

　ほのぼのとした思い出話に浸ひたりかけていたシュマリアは、改めて緊張した。そうだ。九年前の帝都での大逆事件。ナセルはそこから話を切り出したのだった。

「その頃、カザナ族の多く住んでいた東とう領りよう北部で、滅めつ多たにない大きな地震が起きたんだ。街が混乱して、見たこともない疫えき病びようまで流は行やりだした時に、カザナ族が水路に毒を投げこんだという噂が流れた」

「……！　そんな、まさかっ」

「そう。根も葉もない噂だよ。けれどその結果、無む辜このカザナ族が次々に私刑リンチに遭あって殺されるという痛ましい事件が起きてしまった」

　カザナ族は〈風巫女〉ベルワルドと彼女の父メフメトを中心として、ただちに帝都に抗議したそうだ。しかし帝都の担当官も街の市長もカザナ族を疎うとましく思っていたため、その抗議を握にぎり潰つぶしてしまった。

「なぜカザナ族がそこまで疎まれていたか、わかるかい？」

　そこで不意に、ナセルは冷さめた声で質問を挟んできた。シュマリアは少し考えて首を振る。

　昔のカザナ族は帝国に恭順だったと、さっきナセル自身の口から聞いたばかりだ。そんなふうに嫌われる理由など――

「原因は私だ。十二歳の王太子シエフザーデが気まぐれに、一の側そつ近きん――護帝騎士ドウー・ジヤナハインに、並みいる貴族を差し置いて、弱小のカザナ族の男を選んで重ちよう用ようしている。それが彼らは気に喰くわなかったのさ」

「……！」

　そんな。ナセルは何も、貴族をないがしろにしたくてベイレルを選んだわけではないのに。

　皮肉な成り行きにただ愕がく然ぜんとするしかないシュマリアをよそに、ナセルは感情などないような声で話を続ける。風の音すらない温室に、その声はどこか恐ろしげに響いた。

「メフメト氏は怒り、ベルワルドの制止を振り切って、帝都への報復を計画した。標的は、帝都で何も知らずにちやほやされてる王太子シエフザーデ。彼のそばには常にカザナ族の護帝騎士ドウー・ジヤナハインがいる。メフメト氏は彼の息子でもあるその護帝騎士ドウー・ジヤナハインに、王太子シエフザーデを殺すよう命じたんだ」

　ベイレルは父と部族からの嘆なげきの訴うつたえに逆らえず、苦く渋じゆうの果てにナセルの前で剣を抜いた。

　しかし、結果は――

「――思い返すに、ベイレルはわざと私に殺されたんだと思う。カザナ族でも前ぜん代だい未み聞もんというほど腕の立つ男だったベイレルに、いくら無我夢中で抵抗したとはいっても、十二歳の子供が勝てるはずがない」

　ベイレルとベルワルドの父・メフメトの計画は、それであっけなく終わった。

　大逆事件、それも護帝騎士ドウー・ジヤナハインの裏切り行為とあって、帝都は大きく揺れた。息子の心情を慮おもんぱかった帝スル王タンシャハザマーンが緘かん口こう令れいを布しいたにもかかわらず、カザナ族が王太子シエフザーデを害そうとしたという話は瞬またたく間に広まり、帝都はカザナ族――ひいては少数民族への怒りに満ちた。

　首しゆ謀ぼう者しやのメフメトは即時処刑。カザナ族の騎士や文官も残らず帝都を追放され、大逆事件に関わっていると思われたくないと、帝国中でカザナ族が住む場所を追われるまでになった。

　のみならず「少数民族になまじ理解を示したのが、そもそもの間違いだ」という極端な論調が幅を利きかせ、カザナ族以外の少数民族――たとえばバルク家ティムール族にまで、締めつけが苛か烈れつになってしまったのだという。

「そういう流れができてしまったんだ。私が自分の地位を忘れて、ベイレルのことで、ただ茫ぼう然ぜんとしている間に」

「でも……！　ナセル様は、その時まだたった十二歳でっ」

「嬲なぶり殺しにされたカザナ族の少女に、そんな言い訳で納得してもらえると思うかい？」

　厳しいとさえ言える声こわ音ねは、しかしシュマリアに向けたものではない。ナセルが十二歳の自分の不ふ甲が斐いなさを、容よう赦しやなく糾きゆう弾だんしたものだった。

「だから私が少数民族の問題に取り組んでいるのは、実は君が思っているほど高こう尚しような理由じゃないんだ。私がベイレルのことに上う手まく対処できず、今の少数民族を迫害する風潮を作ってしまったことへの、ただの罪滅ぼしというわけだ」

「…………」

「見み損そこなったかい？　今まで言わなくてごめん。君には格好つけたくてね、つい」

　失語したシュマリアを振り返って、ナセルが笑う。いつものように、おどけたふうに。

　――私のせいだからさ。

　――今の帝国で、君たち少数民族への風当たりが強いのは。

〈春の大祭ノールーズ〉で、彼が罪悪感さえ秘めてそう口にしていたのはなぜかと思っていたが、その謎なぞが解けた。解けたが、シュマリアは「あなたのせいじゃない」と言いたい気持ちで胸がいっぱいになった。

　けれどそんな言葉は、今のこのひとにはなんの救いにもならないことも予感できて、シュマリアは結局何も言えなくなってしまう。

「これで十分かな、君の質問への答えは。――それならもっと明るい話がしたいな、さっき何も知らずに闇やみ取引をしにきた商人たちを、君の先生があっという間に縛しばり上げたこととか」

　ことさら明るい調子で声を張っていても、ナセルの瞳の芯しんにまだ悲しみと寂さびしさの余よ韻いんが残っていることに、シュマリアは気づいてしまう。

　だから無邪気に頷くことはできなくて、したくもなくて――

　――シュマリアは衝動的に腕を伸ばすと、初めて自分から、ナセルを抱きしめていた。

　体格差があるから、抱きしめるというよりは、シュマリアが彼の首筋にしがみつくようになってしまっている。腕の中でナセルが驚いたふうに身を硬かたくするのが、シュマリアの肌はだに直接伝わってきた。少しでも迷惑そうなそぶりが見えたら、すぐにでも離れる気でいたのだが。

　やさしい――こんな時にまでやさしくなくてもいいのにと思うほどの声が、小さく震ふるえるシュマリアの耳をうった。

「……君はどうしてそう、私を驚かせるのが上手いんだろうな」

　苦笑いの口く調ちようで呟きながら、ナセルはそっとシュマリアの背中に腕を回すと、泣いた子供をあやすように彼女の肩をぽんぽんと叩いた。そんな気遣わしげな仕草に、シュマリアは幸せなのか不幸なのかわからない、今まで経験したことのない複雑な感情の荒波に襲おそわれる。

　――しがみついてくれたらいいのに。しがみついてほしいのにと、無力感とともに思う。

　ベルワルドの言葉に傷ついた時、ナセルの腕は縋すがるようにシュマリアを抱いていた。あんなふうに弱った気持ちをこの身体に委ゆだねてほしいと強く想っているのに、どうして自分は逆に彼に宥なだめられてしまっているのだろう。それが情なさけなくて、悔しい。

（わたしじゃ……まだ力が足りないのかな）

　そうかもしれない。何しろ今は、涙をこぼさないだけで精一杯だった。一番大変な想いをしているナセルが泣いていないのに、他人の自分が泣くわけにはいかない。

　ナセルの手に誘われるまま、彼の肩に額ひたいを埋めて、シュマリアは目を閉じる。

　役に立ちたいと言ったけれど、ただ役に立つだけでは厭だ。ナセルの全部を知って、受け止めたくなる、この誰にも抱いたことのないわがままじみた強い想いがどこからくるのか。千々に乱れる想いの中で、それだけは気づいた。

　たぶん……わたしは、このひとのことが。











〈了〉










あとがき




　お久しぶりです。あるいは、はじめまして。木き村むら千ち世せと申します。「ちよ」ではなく「ちせ」と読んであげてください。皆様のお蔭かげでこの本が出せたことに感謝しきりです。

　この『アストフェルの舞まい姫ひめ　空そら知らぬ月つきの王おう子じ』単品でもお楽しみいただける仕様を心がけていますが、無印『アストフェルの舞姫』もお読みになってくださると、また違った発見をしていただけるかもしれません。ここから無印に遡さかのぼって読むのも通という噂うわさです。




　今作では、無印では都合によりあまり描写できなかったヒロインの故郷・東とう領りようカブル＝フードがメインの舞台です。無印で使いきれなかった要素をリメイクして織りこんだり、設定だけは並べたものの活躍が描けなかったキャラクターに再チャレンジしたり、恋愛部分を思いきりメインに据すえてみたりと、個人的に楽しませていただきました。

　お読みいただいた皆様にも楽しんでいただけたら、これ以上の幸せはありません。

　キャラクターも一作目を経へての変化などを整理していく過程で、だんだん自分のものになってきた気がします。ニューフェイスの尊大な若様や、敵役ともども、皆様の想像力の中で遊ばせていただけたら嬉うれしいな、と……。

　ちなみに作中、とある架か空くうの宝石が出てきますが、モデルはダイヤモンドです。

　光であると同時に闇やみであり、傷つかないと同時に壊れやすく、多くの物語を持っている宝石の王――というところにロマンを感じます。資料本もたいへん面おも白しろかったのですが、ネタとして使えたのがほんの一部なのが残念。イメージだけでもお伝えできていたらよいな、と……。




　最後に謝辞を。

　担当編集さま。特にラブ面で色々と相談に乗っていただけてよかったです。多謝です。

　イラストの蘭あららぎ蒼そう史しさま。ロマンスあふれるイラストと、前巻を凌しのぐ数のキャラクターデザインをありがとうございました！　一部キャラに変なこだわりを見せて申し訳ありません。

　この本が形になるためにご尽じん力りよくいただいた関係者の方々、私を温かく見守ってくれているひとたちにも厚く御礼を申し上げたいと思います。これからも精進いたします。

　そして誰よりも、この本を手にとってくださった皆様に、心よりの感謝を！




　では、再び、炎と風に彩いろどられた沙漠の世界の物語をお見せできることを祈りつつ――


木村千世　拝



　ＢＧＭ……『真夏の夜のユメ』by　スガシカオ




著者

木村千世

Chise Kimura




古代ペルシャで魔除けの力があると信じられていたトルコ石や、稀少な純粋な青色をしたラピスラズリを見るとときめきます。

宝石にはそれにまつわる『物語』があって、宝石を買うひとは、実は宝石と一緒にその『物語』を買って、自分もまたその『物語』の一頁になっているそうです。ロマン。







イラスト

蘭蒼史

Soushi Araragi




今回、生まれて初めて丸ペン・Ｇペンなるものを使ってみます。

上手く使いこなせているか不安…
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